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この報告 書は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益 の一 部

である機 械工業振興資金の補助 を受けて,昭 和60年 度

に実施 した 「ビジネス ・プロ トコルの統一化推進等」の

一環 として とりまとめた ものであ ります。
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は じ め に

ー

産業界 の情報化は,全 体的 に概観すれば,進 みつつあ るものの,業 界 レベルで

見 ると,進 捗の著 しい業界 と,そ れ程進んでいない業界があ り,際 立 った対照 を

見せている。一般的傾 向と して,消 費財流通の分野で情報化が進展 してお り,そ

の他の分野で遅れ てい ると言われてお り,そ の主 な原因は情報化 三 ーズの差で あ

るとい う見解 もあるが,む しろ,ビ ジネス ・プロ トコル標準化 の方が影響が大 き

い と言われている。情報化の進展 している業界ほ ど,ビ ジネス ・プロ トコルの標

準化が進んでいるとい う事実 もあ り,ビ ジネ ス ・プロ トコルの標準化が重要であ

ることは,既 に大方の一致す るところであ る。

ビジネス ・プロ トコルの標準化 とは,一 般 的には,帳 票 フォーマ ッ トや コー ド

を,業 界や企業 の違い によらず,共 通 にす ることであるが,こ の一見単純な作 業

の中に多 くの問題が含 まれてい る。 しか しなが らネ ッ トワーク化の進展が著 しい

現在では,早 急 に ビジネス ・プロ トコルの標準化 を図る必要が ある。

そ こで,本 調査研究では,こ の ビジネス ・プロ トコル標準化の問題 を取 り上げ,

現実的な解決策 を検討す ることとし,産 業界の情報化に資す るこ ととした。今年

度は,そ の第一段階 として,ビ ジネス ・プロ トコルの背景 となる産業界の情報化

の把握お よび ビジネス ・プロ トコルの定義の 明確化 などの,基 本的 な調査分析を

実施 した。

最後に,本 調査研 究を実施す るにあた って,ご 協 力を頂 いた委員 をは じめ,関

係各位 に深 く感謝の意 を表 します 。
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第1章 概 要

産 業界の情報化は,企 業 内か ら企業間へ拡大 し,質 的 にも,可 能な限 り人手を

省き自動化す る方向へ 向 っている。その多 くは,情 報 ネ ッ トワークの効果的な活

用によって実現 しよ うとしてい るが,そ こでの主要な課題 として浮 かび上が って

きた のは,イ ンターオペ ラビ リテ ィ(相 互運用性)で ある。 ・1

これに対応 して,通 商 産業 省では昭和58年12月 に 「情報処理相互運用研究

会」 を設 置 し,イ ンターオペ ラビ リテ ィの意味の具体化と問題点の整理を行 った。

また・・さらに詳細な調査研究 を行 うため,「 情報処理相互運用推進連絡協議会

(通称:イ ンターオペ ラビ リテ ィ協議会)」 が設置 された 。

一方,同 省では,「 情報化の進展 と産業組織 に関する研究会」 を設置 し,情 報

ネ ッ トワークに対す る産業組織面か らの評価 と課題解決のための提案を行 った。

これ ら2つ の研究会での検討 を通 じて,「 今後の情報化に とっての最重要課題の

1つ は,ビ ジネス ・プロ トコルの標準化や各種機器の規格化等 イ ンターオペ ラビ

リテ ィの確保で ある。」とい う結論が導かれた。 一 ‥ ・。

イ ンターオペ ラ ビリテ ィを確保す るためには〆 コシピュ三夕 ・メ ーカー等供給

サ イ ドとともに,ユ ーザ ー側で も問題解決 に取 り組む必要が ある。ここで言 うユ

ーザ ーとは
,一 般的な企業の集 りであ ワ,問 題解決のためには,通 常は互いに競

争関係にある各企業の知恵 を結集する場が必要である。'こうした 「協調の場」作

りを推進 し,問 題解決のためめ調査研究 な どを通 じて,産 業界の情 報化推進 に資

す る 目的で設置 されたのが,産 業情報化推進セ ンタ ニであ る。 　ご

産業情報化推進 セ ンタ:で は,前 述の検討結果 を受ける形で,昭 和60年 度か

らビジネス ・プ ロ トコル標 準化へ 向けての調査研究を開始 した。II

以下に,60年 度調査研 究の結果 を示 す。尚,本 格的検討の前に行 った予備検

討 についてま とめた小冊 子 「ビジネス ・プ ロ トコルの調査研 究 一 昭和60年9

月」 も併せ て参照 されたい。

、

一1一



調 査 目的 と 方 法

1ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 原 点

ビ ジネス ・プ ロ トコル とい う観点 か ら,産 業 界 の 情 報 化 の歴 史 を振 り返 る

と,最 初 に,1970年 代初 期 の一 つ の で き事 を紹 介 しな け れ ば な らない。 そ

れ は,全 銀 シ ス テ ム の 構 築 で あ る。

全銀 シス テ ムは,わ が 国で 最初 の 企業 間 ネ ッ トワー クと して 位 置づ け るこ

とが 可 能で あ る。 しか し,厳 密 な 意味 で は,初 期 の 全銀 シ ス テ ムは完 全 な オ

ン ライ ン ・ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ムでは なか った。 図1-1に 示 す よ うに,

各銀 行 の ホス ト ・マ シ ンと全 銀 セ ンタ ーの ス イ ッチ ン グ ・マ シ ンとは 直結 せ

ず,紙 テ ー プ な どを 介 して 人 手 に よ り結合 す るの が 標 準 的 な 形 で あ った。 こ

の よ うな形 態 を と った 理 由 を今 日的 視 点 で説 明す れ ば,ビ ジネ ス ・プ ロ トコ

ル の 不統 一 を,最 も安 価 に 解 決す る対 策 を講 じた 結 果 とい うこ とに な る。 当

時 の設 計 者 が,こ の こ とを 意識 して い たか ど うか は 不 明で あ るが,紙 テ ー プ

と人 手 の組 合 せ に よ る交 換 は,功 妙 な処 置 だ った と言 えよ う。

そ の後,各 銀 行 と も,こ の人 手 の 部分 に リレー ・コ ンピ ュー タ(中 継 コ ン

ピ ュー タ)を 設 置 して 直 結化 を図 り,全 銀 シ ステ ムは 名実 と もに,オ ンライ

ン ・ネ ッ トワ ー ク ・シ ステ ムに成 長 して い った 。

こ の リレー ・コ ン ピュ ー タ とは,正 に プ ロ トコル ・コ ンバ ー タ ーで ある。

この事 例 の よ うに,オ ン ライ ン ・ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ムの 構 築 時 には,必

ず ビジネ ス ・プ ロ トコルへ の 対 応 が為 され て い る。 、,

1970年 代 の後 半 には,も う一 つ の大 き な流 れ が 活 発化 して い た。 ス ーパ

ー ,チ ェー ン ・ス トアな どの 流 通 業 に お け る シ ステ ム化 で あ る。 これ らの 業

種 で は,一 企 業 内 で は 解 決 し得 ない,シ ス テ ム化 上 の 大 きな 問 題 を抱 えてい

た。

彼 らの シス テ ム化 上 の 第一 の ター ゲ ッ トは,在 庫 管 理 の 効 率 化 で あ った が・

この た め には,取 扱 商 品 の 商 品 名 の コー ド化 が 大 きな 課題 で あ った 。 そ して,

主 要 な問 題 点 は,コ ー ド化 され た 商 品 名(コ ー ドネ ー ム=商 品 コー ド)を 効
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図1-1初 期 の全銀 システムへの標準的接続 法,

∀

率 的 に現 品 に 表 示す る 方法 で あ る。 詳 細 な理 由 は省 略 す るが,そ の 解 決 方 法

と して は,業 界で 商 品 コー ドを統 一 し,メ ー カーで あ らか じめ 商 品 パ ッケー

ジ に商 品 コー ドを 印刷す る(ソ ー ス ・マ ーキ ング とい う)以 外 に,効 率 的 方

法 が な か った。 手'・

この 商 品 コー ド統一 と ソー ス ・マ ーキ ン グは,当 時,欧 米 で は 既 に実 施 さ

れ て お り,そ の効 果 の 大 きさが 話 題 にな って いた が,我 が 国 で も食 品 業界 が

先 頭 に 立 って これ に取 り組 み,ス ーパ ー,チ ェー ン ・ス トアな どの情 報 化 に

大 き な貢 献 をす る と と もに,食 品 業 界 自身 の情 報 化 に も役 立 った。

そ の 出 発点 は,業 界 で の 商品 コー ド統 一 とい う,部 外 者 には 単純 に見 える
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作業で あ った。 しか しなが ら,関 係者間の利害調整 をは じめ当事者に と って

は大変な労苦であ・た・この労苦を剰 越 えた結果 麟 化が円滑に進んで

い るの は,よ く知 られ てい る 。現 在 の 消費 財 の 流通 にお け る情 報化 の進 展 は,

多 か れ少 なか れ,食 品業 界 の 先 例 を大 きな心 の糧 と して い る 。 この事 例 にお

け る 商品 コ ー ドも,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル で あ った 。

全 銀 シス テ ムや 流 通 業 の シス テ ム化 の よ うな派 手 さは ない が,実 に10年

以上 に渡 って,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の検 討 を続 け た グル ー プが あ る。

1968年 か ら,検 討 を開 始 した 鉄鋼 ・商社 間 の帳 票 ・コー ドの統 一化
(注1)

作 業で あ る。 この 検 討 は,商 社 に お け る鉄 鋼 販 売 統 計資 料作 成 の効 率 化の一

環 と して実 施 された と言われ,検 討 開始 当初 は,当 事 者 も含 めて ビジ ネ ス ・プ

ロ トコルの 検 討 な ど とは,誰 も考 えなか った とい う経緯 が あ る。 従 って,ビ

ジネ ス ・プ ロ トコル が ク:ロー ズ ・ア ップ され て きた 最近 に な って,に わか に

脚 光 を浴 び る こ とに な り,,シ ス テ ム化 の 要件 に関 しての 卓越 した 洞察 力 と先
　

見性 を持 つ 者 のみ が 成 し得 る業 と して,非 常 に高 い 評 価 を得 て い る。 この3

番 目の事 例 で は,取 引 関 係 に あ る複数 の 企業 が あれ ば,各 企 業 の シス テ ム化

に と って,ビ ジ ネス ・プ ロ トコル は 大 きな 問題 で あ り,そ の解 決(統 一 化 又

は標 準化)は,必 ず 効果 を持 た らす こ とを示1じて い る。

以上,歴 史的 な ビジ ネス ・プ ロ トコ ルを3例 程 紹 介 したが,類 例 は まだ 他

,に もた く さん あ る。・この よ うな 事 実 が,ビ ジネス ・プ ロ トコル の 重 要性 を知

ら しめ た ので あ る 。,・'・ 一 、

9

θ

1.1.2背 景

今 日,ビ ジ ネ ス,・プ ロ トコル を重 要 な 解 決 課題 に してい る最 大 の 原 因 は,

禽

`θ

(注1)19.68年 に調票 コー ドの 統 一一化 に ついて 検 討 す る よ う提 案 され,翌1969年 か

ら実 際 の検 討 を開始 して い る。
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産 業 界 にお け るネ ッ トワー ク化 の進 展 で あ る。 前 述 した よ うに,ビ ジ ネス ・

プ ロ トコルが 問題 に な る局 面 は,ネ ッ トワー ク化 に限 らない が,現 在,ビ ジ

ネ ス ・プ ロ トコルが 問 題 に な って い る局 面 の:大半 が,ネ ッ トワー ク化 と関 連

して い る とい うのは 無 視 し難 い 事 実 で あ る 。そ こで,先 ず,産 業 界 の ネ ッ ト

ワ ー ク化 を概 観 して み る 。`

(1)産 業 界 の ネ ッ トワー ク化

産 業界 の 情報 化 は,当 初,企 業 内 の極 く小 規模 な シス テ ムか らス ター ト

しパ 紛 の業務をが 一するバ ・処 理の峠 を経㌣ 全社的なオンラ

イ ン ・シス テ ム と して 成熟 して きた とい うの は,歴 史 の教 える と ころで あ

る。 こ の全 社 的 な 総 合 オ ン ライ ン ・システ ムは,そ の後 さ らに 外 部へ 拡大

し,企 業 間 オ ンラ イ ン ・シ ス テ ムへ 発 展 した 。

これか ら問 題 にす るネ ッ トワー ク化 とは,企 業 間 の デ ータ交 換 の オ ン ラ

イ ン化 を示 す 。企 業 間 の オ ンライ ン ・シス テ ム とは,微 視 的 に 見 れ ば,常

に1:1の 関 係 に あ り,こ の1:1関 係 の オ ンライ ン ・シ ス テ ム を マ ク ロ

に取 ら えた時 に,オ ンライ ン ・ネ ッ トワTク`i`シ ス テ ム(企 業 間 ネ ッ トワ

ー ク)と して認 識で き る。:

す なわ ち,多 数 の 個別 企 業 が1:1型 の オ ンライ ン ・システ ムを構 築 した

た め,全 体 で ネ ッ トワー ク化 した よ うに見 える とい う状 態 を,本 調査 にお

け る産業 界 の ネ ッ トワ'一ク化 とす る。

この た め,・一 企 業 内の 総合 オ ンライ ン ・シス テ ムで ぱ 特 定 の 場所(通

常,本 社)へ 向 らて 情 報 が流 れ る傾 向が あ るの に対.して,企 業 間 ネ ッ トワ

ー ク ・シス テ ムで は ,各 部 分 の情 報 の 流れ が 平 均化 す る傾 向 を示 す 。企 業

間 ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムが,本 質 的 に1:1型 オ ン ライ ン ・シ ス テ ムの

集積 で あ る こ とは,重 要 な特徴 で あ る。
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⑳

`

図1-2企 業 内総 合 オ ンライ ン ・シ ステ ム

)

情報の流れは一点

に集中しない

4

∀

図1-3企 業 間 ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム
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(2)ネ ッ トワーク化 が進む要因

一般的 なネ ッ トワー ク化進展の要因を リス ト・ア ップすれば,

① 処理の高速化

② 重複入力の回避,お よびそれによるエ ラーの減少

③ 結果 として得 られ る事 務処理要員の削減効果

④ 新 しい ビジネス ・チ ャ ンスの発生

で あるが,企 業間 ネ ッ トワー ク ・システムでは,② が特に大 きな意味 を持

つ とい う1。1980年 代に入 って活発化 した,広 範なOA化 の結果,多 くの

企業が 自社 内の事務処理データを電子的な形で持つ よ うにな った ため.企

業 間の データ交換 も電子化 した 方が有利にな ったためで ある。

^同 様 な効果は
,磁 気媒体 の交換で も期待 でき,実 際 にも行わ れている。

しか し,シ ステム化の方向は 確実 に人手の介入を減 らす方向に向いている

こと,条 件 によっては オ ンライ ン化 した方が,磁 気媒体の交換 よ りも有利

であることな どが要因 とな り,現 在,各 種のオ ンライ ン ・ネ ットワーク ・

システムの構築 が活発で ある。

(3)ネ ッ トワーク化の現状t

産業界の ネ ッ トワー ク化の現状 を示す と,表1-1の よ うになる。現段

階では,消 費財の流 通が先行 してお り,素 材や部品 などの生産財 は計画段

階の ものが多い。 ニーズの違いが,こ のよ うな傾 向を示す最大 の要 因で あ

るが,流 通の分野では.JANコ ー ド,J手 順 な どで代表 され る ビジネス
(注一(注 一

・プ ロ トコルの標準化 を見落す ことができない。

消費財の流通以外では,ビ ジネス ・プロ トコルの標準化 が進ん で いない

とも考 えられ る。

(注1)JAN(JapaneseArticleNumber)は 流通 コー ドセ ン ター に よ って管 理 さ れて い

る国 際的標 準 商 品 コー ド。

(注2)昭 和55年7月 に 日本 チ ェー ン ス トア協 会 に よって提案 され たJCA手 順 を,通 商

産 業省 が 改 良 し,J手 順 と して普 及 させ た。
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表1-1ネ ジ トワLク 化 の現 状

業 界 ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 現 状 ビジ プ ロ統一

食 品 流 通 メー カー及 び卸 店 間 の ネ ッ トワー ク化 が進 行 中 ○

日用品雑貨通道 〃 〃 ○

玩 具 流 通
.

メーカ ー及 び卸 店 開 の ネ ッ トワー ク化計 画 中 △

書 籍 流 通 〃 〃 △

家 電 流 通 家電VAN計 画中
〉

○
'

眼 鏡 流 通
、 、

一 部 で ネ ッ トワー ク構 築 中 △

石 油 流 通

、

ガ ソ リン ・ス タン ドを結 ぶ ネ ッ トワー クを研 究 中 ×

`

中古自動車流通
ト

全 国規模 の ネ ッ トワー クを構築 中 ○
、

自動車部品流通
工

〃 〃 ○
.

薬 品 業 界 薬品流通VAN計 画中
`

○

工 具 流 通

l
l

ネ ッ トワー ク化 研 究 中 ×

洋紙板紙 流 通

胃,P

〃

《

△

繊 維 産 業. アパ レル 中心 の ネ ッ トワー ク研 究 中 ×

,トA`

電 線 業 界'}
、

膓;

受発注ネットワーク研究中
ξ'F`'

△

言τ‥
、6

〃,
×

14'

鉄 鋼 業
.昇

'、

〃
、w

σ

(注1)

(注2)

○:か な り進 ん で い る もし く@7了 して い る。

△:少 し進 ん で い る。

×:未 着 手 。'

金融,物 流 関係 は,表 に記載 して いない 。
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'L1
.3着 眼 点

我 々は,既 に,ビ ジネ ス ・プロ トコルを 標準化 す る必 要 が あ る とい う点 で

は,大 方の 賛 同 を得 て い る。 多 くの 業界 関 係者 の 意 見 の 中 で も,総 論 的 には

ビジネ ス ・プ ロ トコル の 標準 化 は積 極 的 に進 め るべ きだ との見 解 が 示 され て

い る。 しか しな が ら,各 論 に なる と,ま だ まだ 議 論す べ き こ とが 多 い の も事

実 で あ る。

(1)ビ ジネス ・プ ロ トコルの 解釈

我 々は,ま だ,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル を完 全 に把 握 してい ない。 本書 の

冒頭 の部 分 で もそ うで あ るが,ビ ジネス ・プ ロ トコル を説 明す るた め には

長 い 文 章 が 必要 で あ る。 多 くの説 明で は,実 例や 例 示 あ る いは 要 素 の一 部

を用 い て読 者 の理 解 を求 め てい た 。それ で もなお ビジ ネ ス ・プ ロ トコル の

一 部 しか 説 明で き な い た め ,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の議 論 を 行 う時 に,

思 い もつ か なか った 基 本認識 の 違 い が 表面 化す る こ とが あ る。

標 準 化 を進 め るた め には,先 ず,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル を誤 解 が 発生 し

ない 程 度 に 定義 しな けれ ば な らない。

(2)優 先 的 に検 討 す べ き ビジ ネス ・プ ロ トコル

ビジネ ス ・プ ロ ・トコルは 非常 に 多 くの局 面 に存 在 す る。 す べ て の局 面 に

つ い て同時 並行 的 に 検 討す るのが 理想的 で は あ るが,現 実的 に は,緊 急 を

要す る局面 にお け る ビジ ネス ・プ ロ トコル の検 討 を優 先 させ る必 要 が あろ

う。,_、

諸 条 件 を考 慮す れ ば オ ンライ ン ・ネ ッ ト7ー ク ・シ ス テ ム にお け る ビ

ジネ ス ・プ ロ トコル を優 先 させ るの に異 論 は ない と思 う。

(3)対 象 業 務 な ど

ビ ジネ ス ・プ ロ トコル とは,あ る 目的 を遂 行 す るた めの 一 つ の 手段 で あ

るので,そ の 目的 を 無 視 して議 論 を進 め る こ とは で きな い 。 そ の 目的 とは,

企 業 間 の業 務処 理 で あ る。 この 業 務処 理 に は 多数 の 種 類 が 存在 し,す べ て

の業 務 を考 慮す る とす れ ば,恐 ら くそ の 業 務 を分 類 ・整 理 ・一 般 化 す るだ

一9一



け で,数 年 を必 要 とす る と思 われ る 。幸 い な こ とに,現 実 に お け る企 業 間

オ ンラ イ ン化 対 象 業 務 は,受 発 注 であ る とい う事 実 が あ り,最 初 は,こ の

「受 発 注処 理 」 に 関 連す る ビジ ネス ・プ ロ トコルを分 析 対 象 とす る こ とが

で き る。

(4)企 業 間 ネ ッlbワtク ・シス テ ムの特徴

マ ク ロ的 に見 れ ば ネ ッ トワ ー クを形 成 す る企 業 間 シス テ ム も,そ の本質

は,1:1の 企 業 間 オ ンラ イ ン ・シ入 テ ムで あ る。 した が って,複 雑 な企

業 間 ネ ッ トワ ー ク ・シ ステ ムで も,1:1の 企 業 間 オ ンライ ン ・シ ステ ム

に置 き換 えて,分 析 す る こ とが で き る。

θ

'1.1.4問 題 点 の変 換

前 項 で 述べ た事 項 を考 慮 して,基 本的 な分析 方針 を 以下 の よ うに 定 めた。

第1に ビジネ ス ・プ ロ トコル の定 義 を 行 い.第2に 受 発 注 処 理 に注 目して,実

世 界 に おけ るオ ンライ ン ・ネ ッ トワー ク ・システ ムか ら分 析 に必 要 な材 料 を

集 め,1:1の 企 業 間 オ ンライ ン ・シス テム を想 定 して分 析 を行 う。

さて,こ の 分 析 課 程 で は,実 際の 問 題 点解 決 とは 疎遠 に な ってい る よ うに

感 じられ る。 こ こで,実 際 の 問題 点 を整 理 し,本 調 査 研 究 との 関連 を 明 らか

に して お く。,',,

(1)表 面下 した問 題 『

ビジ ネス ・プ ロ トコルの 問 題 は,具 体 的現 象 か ら始 ま った。 現 象の 一つ

`・は
,下 請 企業や 倉庫 業者 な どに,取 引先の端末が ズラ リと並ぶ 多端末現象

で あ った。 い ま一 つ は,営 業 部 の 棚 に 取 引先 が 指 定 した帳 票 が ズ ラ リと並

ぶ帳 票 公 害,コ ー ド・ブ ックが ズ ラ リと並ぶ コー ド公 害 な どで,さ らに,

コーニド変換の しわ寄せ,あ るいは,半 ば強制的 に設置 された 端末の費用 負

担 など,具 体的 な現象が続 出 した。

ψ
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さて,こ れ ら一連の現象の主 な原 因は ビジネス ・プ ロ トコルである。取

引先 の ビジネス ・プ ロ トコルがそれぞれ違 ってお り,そ の違いが取 引関係

における弱者に集中 してい る ところに,大 きな問題があ る。

(2)解 決 方法

前述 した問題点の解決方法は既 に よく知 られている。 多端末現象を例に

して説 明す ると表1-2の よ うにな る。簡単な説明を加 える。

1多 端末形態

企業毎のオ ンライ ン化 が進み,多 端末現象が発生す る。

皿 効率的形態

多端 末現象を解決す る案はす ぐ作成で きるが,ビ ジネス ・プロ ト

コルの完全な統一は不可能なため,こ の案は実 現で きない ことがわ

かる。

皿 上記fiの 改 良型

1:nの コ ンバ ー ターは,高 価 で維 持 管理 が 困 難 な こ とが 難 点

IV現 実 的 な形 態

ネ ッ トワー ク内の ビジ ネス ・プ ・ トコルのみ を標 準 化 し,1:1

コ ンバ ー ターで 接 続 を図 る。 も っ とも現実 的 な 解 決策 で あ る 。

結局,IVの 形 に収 れ んす るが,そ の かわ り,「 ぐジネ ス ・プ ロ トコルの

標 準 化」 と 「1:1コ ンバ ー タ ーの 実 現」 が 新 た な課 題 と して生 じる。 す

なわ ち,ネ ッ トワ ー ク内 の ビ ジネ ス ・プ ロ トコンレを共 通 化 す る こ と(標 準

化)と,1:1ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル ・コンバ ータrを 開 発 す る こ とでp.t

問 題 を解決 で き る 。そ こで,当 調査 研 究 で は,第1段 階 と して,ビ ジネ ス

・プ ロ トコル の標 準化 の 方 向を絞 る作 業 を実 施 す る こ と と した 。
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表1-2 問 題 の 解 決 方法

1

多

端

末

形

態

H

効

率

的

左

形

態

皿

上

記

∬

の

改

良

型

W

現

実

的

な

形

態

形 態

ピジ プ ロ統一 在 し

完全統一 ビジプ ロ

→一一 一1

コ ンバ ー ター

.ネ ッ トワー ク内 の みの 標 準 ピ ジプ ロ

べータ

-

《!

.

.
ン

ー

コ

不 ッ トワ ー ク

犬
標準 ビジプロ

利 点

Oオ ンライ ン化

。事務処 理効率化

。オンライン化

。事務処理効 率化

。安価

Oオ ンライン化

。事務処理効率化

。ピジプ ロ統一不要

。オ ンライン化

。事務処理効率化
,

。各企業 のビジプロはそ

のまま

。皿 より安価

。費用 負担が公平

。拡張性が大

問 題 点

。端末 の費用負担大

。操作性が悪い

。拡張性がない

(ビ ジプ0が 統一 されていな

い)

。全業 界のビジネス ・プロ ト

コルを完全に統一 する必要

が ある。

∪
実現不可能

。高 価

。1:nビ ジ プ ロ ・コ ンバ ー

ター の維 持 管 理 困難

。標 準 ピジ プロ の設定 が必 要

。1:1ビ ジ プ ロ ・コ ンバ ー

ターが 必 要
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L2ネ ッ トワ ー ク と ビ ジネ ス ・プ ロ トコル

1.2.1議 論 の基 本 とな る企 業 間 シス テ ムの 形 態

現実 的 な企 業 間 ネ ッ トワー クの 形 態 は,表1-2のIVの 形 態 で あ り.書 き

直 す と,図1-4(E企 業 を追 加 して あ る)の よ うに な る。 この 企業 間 ネ ッ

トワ ー クの 本 質 は,前 述 した よ うに,1:1の 企 業間 オ ン ライ ン ・シス テ ム

で あ り,図1-5の よ うに 表わ す こ とがで き る。 こ れが,す べ て の分 析 の 基

本 で あ る。

この企 業間 オ ン ライ ン ・シス テ ムの 中 の,ネ ッ トワー ク上 だ け の共 通 ビジ

ネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化 が最 終 的 な 目的 で あ る。 企業 内 の ビジネ ス ・プ ロ

トコルが,た ま た ま,共 通 ビジネス ・プ ロ トコル と 同一 で あれ ば,1:1コ

ンバ ー ターは 不要 に な る(図1-4,図1-5のE企 業)。 も し,不 一 致 で

あ って も,こ の コ ンバ ー ターの 開発 ・運用 は そ れ 程難 し くは ない。 そ の結 果,

この 形態 は,現 在 の ところ も っ とも妥 当な 企業 間 ネ ッ トワー ク ・シス テ ムの

形 態 とな って お り,消 費 財 流 通の 分 野 で も,多 くの ネ ッ トワー クが この 形 態

に属 して い る。

B企 業i

A企 業1コ ンベ一夕ー

ネ ッ トワー ク

(標 準 ビ ジ ネ ス
・プ ロ ト・コル)

囲E企 業 は,企 業 内 も標 準 ビ ジネス ・'プ『 トコルの ため,11

コンバ ー ターは不要 に な ってい る。

図1-4現 実 的 な 形 態
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1:1コ ン バ ー タ ー二

(標 準 ビ ジ ネ ス ・プ ロ

トコ ル の エ リア)

1コ ン バ ー タ ー

E企 業

囲c企 業は省略 してある㌧ ・1-1

図1-5図1-4 .をD企 業 を 中心}こ して 表 現.

1.2.2ビ ジ ネ ス ・プ ロ ト コ ル の 考 え 方

本調査研究の事前検討で,ビ ジネス ・プロ トコルの要素分析を試み たが,

その結果,以 下 の要素が含 まれてい ることが,は っき りした。一酊 －
d tl

① 帳 一 票

② t.コ ㌶t.1・

③ メ ッセ ージを送受す るに際しての約束事(時 期,送 受 方法な ど)

④ そ の 他

上 記 ① と②は ∴ 従 来 か ら指 摘 され て い る要 素 で あ り,又,こ り 時 の 分析 で は,'
1了.1

③ と④ を具 体化 ず る には 至 らな か った。 そ こで,当 プ ロジ ェ ク トで は,各 業

界の ネ ッ トワ ー ク化 の現 状 を 踏 ま えて さ らに分 析 を進 め,再 度 ビジ ネス ・プ

ロ トコルの 大枠 につ い て 検 討 した 。

(注1)昭 和60年9月 に,「 ビジネ ス ・プ ロ トコル の調 査研 究 」 と して ま とめ た・」・冊子

に結 果 が掲載 され てい る。
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魯

ビジ ネ ス ・プ ロ トコル は,広 く把 ら える必 要 が あ る場 合 と,限 定 して 考 え

な け れ ば な らな い場 合 が あ る。 例 えば,実 際 に ネ ッ トワー ク ・シス テ ムを 構

築 す る場 合 には,前 者 の 視 点 で な けれ ば設 計 で き ない し,ビ ジネ ス ・プ ロ ト

コ ルの 問題 点 を 検 討す る場 合 に は,後 者 の よ うに 限定 しない と,検 討 が複 雑

に な り本質 を見 落す 可 能性 が あ る。 こ こで の 問題 点 は,ビ ジネ ス,・ プ ロ トコ

ル を限 定 的 に切 り出す こ とが 可 能 か ど うかで あ る。

そ こで,従 来 の ビジネ ス ・プ ロ トコル に 関す る資料 や 分 析 結 果 等 を整 理 し

て,ビ ジ ネス ・プ ロ トコルの 広 義 の 解 釈 を行 った うえで,限 定 的 解釈(狭 義

の 解 釈)に つい て 検 討 し,分 析 対 象 を 絞 り込 む こ とが可 能 で あ る との結 論 を

得 た。

尚,ビ ジネス ・プロ トコルの広義 の解釈 と狭義の解釈 の詳細は第3章 に示

して あ る。

Φ

1.2.3ビ ジ ネス ・プ ロ トコル 狭 義 の解 釈 に お け る ネ ッ トワー ク

ビジ ネ ス ・プ ロ ト?ル を狭義 に 解釈 して分 析す る こ とは,1ネ ッ ト ワ ー ク

(通 信 シ ス テ ム)を ブラ ック ・ボ ソクス化 して,分 析 す る こ とで あ る。 この

場 合,こ の ブラ ック ・ボ ック スに どの よ うな機 能 を設 定す るか が 重要 で ある 。

我 々は,以 下 の機 能だ け を設 定 してい る。.

① ネ ッ トワー クに投 入 した 情 報 は,そ の まま,他 の 場所 か ら出 力 さ

れ る(無 加工)。

② 情 報 投 入 時 に 指定 した 目的 地 に情 報 が 出 され る(交 換 機 能)。

③ ①,② の機 能 が100%保 障 され るわ け では ない(こ の こ とが,

メ ッセ ー ジ送 受 方 法 に大 き く影 響す る)。

実 例 と しては,先 ず 電 話 回線 が 考 え られ る。 そ して,DDX回 線(専 用 回

線 使 用 を 除 く),テ レ ックス 回線 な どが,上 記 の条 件 を 満た して い る。 特 定

通 信 回線(専 用 回線)な どは,交 換 機 能 を 追 加 しない と,上 記 の 条 件 を満 た

さな い。 機 能 の 追 加 の 仕 方及 び 誰 が 機 能 を 追 加す るか に よ って,ビ ジ ネ ス ・
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プ ロ トゴルは 大 きな影 響 を受 け るの で,当 分 の 間,電 話 回線 及 びDDX回 線

(交 換機 能 付)を 想 定 して 分析 を進 め る こ とに した 。

つ ま り,限 りな く透 明な ネ ッ トワー ク(通 信 シ ス テ ム)が 前 提 に な る。 こ

の ネ ッ トワー クを用 いた 企 業 間 シス テ ムは 図1-'6お よび 図1-7の よ うな

形 態 に帰 着す る。 ネ ッ トワー ク内の ビジ ネス ・プ ロ トコルは,す べ て 同一 で

あ る。 各 企 業 シス テ ム との接 続点 では,変 換(コ ンバ ージ ョ ン)す る場合 が

あ り,企 業 内(企 業 内 ネ ッ トワー ク)で は,独 自の ビジネ ス ・プ ロ トコルが

存 在 可能 で あ る。

,

き

トー 一 物理的唖 離がある一 一 ー 一 一 叫

口口口

口口口

口口口

=セ

)

ッ

ロ

メ

出(
基 本 的 な

ネ ッ トワー ク

同一 の もの

図1-6ネ ッ トワー クに よ る情 報 交 換 の基 本
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θ

A企 業 通 信 回 線

(標 準 ビジ ネス ・プ ロ トコル)

B企 業

処 理

フ ロセ ス

企 業 内

ビジネス ・プロ トコル

処 理

フ ロセス

企業 内

ビジネス ・プロ トコル

こ こで変換 す る こ とは それ 程難 しくない

図1-7出 入 口で の変換を考慮 した接続形態

ネ ッ トワー ク形 態 と じて 考 慮 してお く必 要 が あ るの は,ネ ッ トワー ク とネ

ッ トワー クの 結合 や,一 つ の 企業 シス テムが,二 つ 以上 の ネ ッ トワー クに接

続 す る形態 で あ る(図1-8)。 この 場合,す べ て め ネ ッ トワー ク内の ビジ

ネ ス ・プ ロ トコルが 同一 の 場合 と,異 な る場 合 が考 え られ る。 そ こで,こ の

形 態 の ビジネ ス ・プ ロ トコルの検 討 は 複雑 にな る こ とが 予想 され る。 これ は,

第2段 階 で 取 り上 げ る こと と し,当 面,図1-9の よ うな単純な形態 を念 頭 に

おいて検 討を進め ることにした。

ワ
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(注1)A,B,C:透 明 な ネ ッ トワ ー ク

(注2)⑧:11コ ン バ ー ター

●

ヌ

図'1-'8'複 雑 な 企 業 間 シ ズ テ ム

企 業

シ スァ ム

:企 業
シ スァ ム

クーワ

な

ト

明

ツ

透

ネ

企 業'

シ ス ァ ム

図1-9基 本 とな る ネ ッ トワー ク形態
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●

1.2.4技 術 的項 目に つい て

前 項 で は,対 象 とな る ネ ッ トワー クの透 明性 に つ い て述べ た が,も う少 し

補 足 してお く。 こ こで 透 明 とは,メ ッセ ージ に 対 して透 明 で あ る こ とで,例

えば 以下 の 項 目 に対 しては;必 ず し も透 明で は ない 。

,・ 回線 の速 度

・伝 送 制御 手 順

・ネ ッ トワ ー ク制 御

・伝 送 時 間等

'そ こで透 明 な ネ シ トワー クで は あ るが
,通 信 速 度 の 変 換 が 行 わ れ ていた り,

あ るい は,・ メ ジセ ー ジが 一 時 的 に蓄 積 され てい る 場合(電 子 メ・一ル機 能)は

∵ あ り得 る。『た だ し.1メ ッセ ー ジそ の もの に対 して は,一 切無 加工 で あ る。

ン シ七 一 ジに 対 して透 明 な ネ ッ トウ ー クを前 提 にす るこ とに よ り,ビ ジ ネ

ス ・プ ロ トコル全 体 の 中か ら,メ ジセー ジに関 す るゼ ジ ネス ープ ロ トコル を

切 り出す ことが 可能 に な った 。

;実 際 の ネ 、ッ.トワー ク構 築 時 には,～ ・一 ドウ ェア及 び ネ ッ トワ ー ク1・ ソフ ト

ウ ェ アの仕 様 に 関す る取 り切 め も重 要 に な って くるが,現 在 の 進 ん だ ハ ー ド

ウ ェ ア技 術,そ して,ISOな ど に代 表 され る 標準 化 活 動 を 考 え る と.問 題

は 解 決 の 方 向に 向 って 動 き 出 した と思 われ る。'

この よ うな 見 通 しに基づ きち,1当 調 査 研究 では,そ れ ら通 信 シ ス テ ムに お け

る 標 準 化 活 動の 成果 を 尊 重 す る こ と と した ○ ∵,.∴,、

'i・、-l t'・1'1','t・'・1《 ∵:・t・一

・ ・tl
,、・'一『い'・ ・1い`∵,.',"1ぶ バ ♂ 、`
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1.3効 率化 と標 準化

1、3.1み かけの効率 と真の効率

メー カー と商社(卸 店)間 の受発 注ネ ッ トワー ク ・システムは,図1-10

の よ うな形 を形成 し,多 端 末現象を発生す ることが多い。 この形 では,メ ー

カー側の効率は最大で あ り,商 社側 の効率は最低であ ると解釈 される。 しか

しなが ら,ネ ッ トワークの形を変更す ると,商 社側 メーカー側共 にも っと効

率を高めることがで きる。

図1-11は 図1-10に 比べて,コ ンバ ーターの多 さが 目についた り・

交換機能 を持つ比較的高価な通信回線が気 にな り,む しろ全体の効率 が悪化

するか のよ うな印象 を受ける。・しか し実際 は,図1-11の 方が メーカ ー側

の効率 も商社側 の効率 もともに高 くな る。図で表わ した場合は,各 企業 間の

物理的距離な どが表現 されないた め,通 信回線 を集約 した効果が判然 とせず,

みかけの効率 と真の効率 が不一致 にな ってい る。

一 般的に,図 では 通信回線を集約 した効果が表せ ないが,実 際 に計画 して

い るシステ ム化に沿 って積算を行 えば 明確 にな る。 このよ うな集 約を可能に

す るためには,ビ ジネス ・プ ロ トコルを標準化 しなければな らない。 この限

りでは,効 率化 と標準化は完全 に両 立す る。.

第2章 で紹介す る各業界のネ ッ トワー ク化の中で も,回 線集約化 の効果を

狙 って,ビ ジネス ・プロ トコルの標準化 を計画 してい る例が ある。

標準化 による真の効果全体 を明らか にす るこ とは,な かなか難 しい問題で

あるが,標 準化を促す 有力な材料なので,い ずれ実施す る必要があ る。 これ

らの分析を行 うため には,一 般 的に行 うのであれば モデル ・システ ムの設定

が,個 別具体的に行 うので あれ ば,タ ーゲ ッ ト・システムの設定が必要 であ

る。
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多端末

＼
＼

メ ー カ ー

1商 社

ノ(卸 店)

!

図1-10メ ー カ ー と 卸 店 の ネ ッ ト ワ ー ク

■

標 準

ビジネス ・プ 占 トコル

⑧:1対1F」 ン バ ー タ 一

図1-11図1-8の 通信 回線 を共 通 化 した 形 態
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1.3.2標 準 化 の意 味

本報 告 書 に は,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル へ の 対 応 に つ い て,「 統 一化 」・

「共 通化 」 そ れ に 「標 準 化 」 とい う3つ の単 語 で,そ の 方 向 を示 して い る。

これ らの単 語 に は,次 の よ うな意 味 が 含 まれ てい る。

統一 化 とは,文 字 通 り,ビ ジネ ス ・プ ロ トコルのす べて の 要 素 を 統 一す る

こ とを示 してお り,共 通化 とは,ビ ジ ネス ・プ ロ トコル の 要素 の 中 の 必要 な

部 分 だ け を統 一す るこ とを示 してい る。 そ して,標 準 化 とは,統 一 規 格 あ る

い は 共 通規 格 を公 的 レベ ルで オ ー ソラ イ ズす るこ とを示す 。

そ こで,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル を標 準 化す る た め には,先 ず,元 に な る統

一 規 格 か共 通 規 格 を作 成 しな けれ ば な らな い。 こ の元 に な る規 格は,実 際 に

使 わ れ て い る こ とが 重 要 で あ り,机 上 で 設 計 され ただ け の規 格 は,標 準 化 の

候 補 には な り得 ない 。

標 準 化 の候 補 に な り得 る実 用 的 な規 格 を設 計 す るた め には,使 用 現 場 にお

け る具体 的 デ ー タの 積上 げ と,そ れ に加 える新 しい アイ デアが 必 要で あ る。

この アイ デ アが,こ の 標準 化 の効 果 の大 部 分 を もた らす 。 一 般 的 には,こ の

ア イ デ アは 多数 存 在す る。 どの アイ デ ア を セ レク トす るの か は,結 局,ビ ジ

ネ ス ・プロ トコル を用 い る企業 間 ネ ッ トワー ク ・シス テ ムの 狙 い に 大 き く左

右 され る。

企 業 間 ネ ッ トワー ク ・シス テ ムの モ デル化 を行 い,一 般 的 な 標 準 ビジネス

・プ ロ トコル を追 求 して 行 くこ とは,現 状 では,不 明確 な要 素 が 多す ぎ る。

そ こで,具 体的 な標 準 化 は,実 際 的 な ア プ ローチ ー す なわ ち,実 際 の企 業

間 ネ ッ トワー ク ・シス テ ム を開 発 して 行 く過 程 で,標 準 化の 方 向 を 意識 しつ

つ ビジネ ス ・プ ・ トコル を設 計 す る。 こ うい う作 業 を積 み 重 ね て標 準 案 の 原

型 を得 る。 一 を とるべ きで あ る。 本 調査 研究 の成 果 は,そ の時 の,標 準 案

作 成 時 の よ き参 考 と して役 立 つ こ とを 期待 してい る。
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第2章 ネ ッ トワーク化の現状 と問題点

第1章 で指 摘 した よ うに,ビ ジ ネス ・プ ロ トコル の 問題 が複 雑 に な る背 景 に は,

産 業 界 の ネ ッ トワー ク化 の進 展 が あ る。 ネ ッ トワー ク化 は,・流 通 の 迅 速化,事 務

処 理 の 効 率化 あ る いは 生 産 の効 率 化 を 目的 と して 進 ん でい る。

この よ うな ネ ッ トワー クを構 築す る ときに は,通 常,ビ ジネ ろ ・プ ロ トコル を

設 定 しな けれ ば な らな い。 そ の際 に,当 事 者 は 問 題 を複 雑 に しよ うと意 図 して い

るわ け で は な い が,結 果 と して 問 題 が複 雑 化 して い る。

ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 問題 を理 解す るた め には,あ る程度 広 い視 野 に立 って,

状 況 を眺 め る必 要が あ る。 当 プ ロジ ェ ク トで は,分 析 の糸 口をつ か む た め に,'各

業 界の ネ ッ トワ ー ク化 状況 とそ の 問題 点 につ い て 調査 を行 った 。 本 章 で,以 下 の

業 界の 状 況 に つ いて 示す 。

① ク レジ ッ ト業界

② 商社(総 合 商社)

③ 流 通(家 電 業界)

尚,産 業 界 の ネ ッ トワ一一ーーク化 の 状況 につ い ては,昭 和60年9・ 月 に ま とめ た 小

冊子 「ビジ ネ ス ・プ ロ トコルの 調査 研 究 一 産 業 界 の情 報化 とネ ッ トウ』一 ク 』 」

に も,下 記 業 界 の 状 況が 掲 載 され てい るの で参 考 に され たい 。'㌧

① 生 命 保 険 業 界 ,'t'∴ ・

② 化 学工 業 界'"ぼ ご ㌧ ∵

③ 不 動 産 業 界'∴ ・一'

④ 通信 販売 業

⑤ 鉄 鋼 業 界"一
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2.1ク レジ ッ ト業 界 におけ る シス テム ・ネ ッ トワ ー'ク

クレ ジ ッ ト業 界 にお け る"シ ス テ ム ・ネ ソ トワー ク"も イ ソフ ラ ク トラ クチ

ビ ャL－と して の情 報 ネ ッ トワー クと して 位 置づ け られ る よ うに な っ て き てい る。

・した・が って,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル統 一 の 問 題 や,イ ンター オ ペ ラ ビ リテ ィの

問 題 も他人 ご とで は な くな って きた 。

高速 道路 に光 フ ァイバ ー ・・ネ ッ トワー クを設 営 した り,鉄 道 に ビデ オ テ ック

ス の ネ ッ トワー ク を設 営 した り∴ また 電 線 に ホー ム ・オ ー トメ ー シ ョ ン ビジネ

ス機 能 を設 営 した り,従 来 の 単 一 目的 用 の 道路,鉄 道,電 線 とい った バ ー・ド型

の イ ンフ ラス ト・ラクチ ャーか ら,ソ フ ト型 の イ ソプ ラス トラ クチ ャー に変 革 し

て きて い るの と同 じよ うに,ク レ、ジ ッ ト ・ビジ ネス にお い て も,ク レジ ッ ト1カ

ー ドに よ る シ ョ ヅピ ソ グ及 び キ ャ ッシ ン グ機 能 に総合 生 活 サ ー ビス と して,情

報及 び 各種 の ソフ トサ ー ビス機 能 が追 加 され,ク レジ ッ トカー ドがす べ ての ア

ク セス ・キ ー カー ドと して機 能 し,企 業 間 ・異業 種 間 に また が る広 域 ネ ッ トワ

ー ク と して構 築 され ,イ ンフ ラス トラ クチ ャー化 して きて い るの が 実 状 で あ る。

そ う した ク レジ ッ トビジネ ス業 界 にお け る変 化 を セ ゾン カ ー ドの 現 状 と方 向

を 中心 に して〆 浮 き彫 り,にす る.と同時 に,、 ビジ ネス ・プ ロ トコル につ いて 考察

し て み た い 。,■1 . ,∴ 、 、:it、t、

それから,こ うした各種サー ビろ機能は,そ じぞオ}個別?ζ ㌘τ↑ζネパ 、

ワ ー ク か ら な っ て い る の で,こ の ま と め で は"シ ス テ ム ・ネ シ1ワ ー ク"と い

う 言 葉 を 使 用 し て,一 般 に つ か わ れ て い る"情 報 ネ ッ ト7・7ク"・ と かflオ ン ラ

イ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク"と い っ た 表 現 と 区 別 し て み た 。1,.∵ 、・

,L・11t1

2.1.1カ ー ドと消 費 者 信 用産 業 市 場 の動 向:い バ ・:1 、

(1)カ ー ド発行 枚 数

経 済 ・産業 の構 造 変化 を背 景 に 円高 に よ る輸 出 の落 ち込み,さ らに 原油

安,金 利低 下 が 加 わ って,業 種 間,企 業 間 の 明暗 が 一段 と鮮 明に な りつ つ

あ る今 日で あ るが,消 費 者信 用 は 依然 と して激 しい伸 長 を続 け てお り,ク
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レジ ッ トカー ド発 行 枚数 も,業 界 全体 の競 争 激化 に よ って 急 増 し,い まや

8,700万 枚(前 年 比17.6%の 増 加 〉 に な った。(表2-1.1参 照)

表2-1.1 系 列 別 ク レジ ッ トカ ー ド発行 枚数

(昭 和60年3月 末現在)

系 ・ 列 名 発行枚数 (万 枚)

流 通 系 1,691

メ 一 カ 一 系 419

信 販 系 '3
,095

中 小 小, 売 商 団 体 445

金 融 機 関 系 2,620・ 、、

石 油 系 ,、. 366

・ そ の' 他 47

合 計 8,683

・(注1)'

(注2)

(注3)

(注4)

(注5♪

・嘩6)

消費者信用市場

ここ警 急激 勢いで馴 している弓 、シジ・トカー ドが煕 消費の酷

を掴 する切 り木!でもあび のよラ醗 ㌘ ・シ・詞 である・

こ れ まで ク レジ.ッ トカ ご ドの 発行 主 体 は,信 販会社;

会社,銀 行 系 カー ド会 社や 中小 小 売 商 団体(日 專 連,'

金融機関系ぱ,銀 行系 クレジットカごド会社各グループ及び地銀バンクカード,

協 同 カ ー ドの合 計"1t'・t'・tL

信 販 系 は,プ ロパ ー カ ー ド分,提 携 事 務 代 行 カ ー ド分 を 含 む 。

流通 系 は,
,自社 管 理 々一 ド分 のみ。、,

石油 系 は,サ ニ ビ ス ・スデ ー シ ョン発行 の カー ドを含 む。

メー カ ー系 は・ 電機 メー カー系・ 自動車 メ≡ カ ー系 及 び 日立 ク レジ ッ!分 ¢)合

.計 。:

その繊 ホ咋 旅行類 畦 会社等の自社管理カー・ドを鉱
、,t'

と'り.わけ ク レジ ッ ㌧カー ド分 野 に新 規 参入 す る企 業 が

メ ー カr系 カ ー1ド

日 商 連 等),そ し て
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月賦 専業 店,大 手 百 貨店,量 販店,チ ェー ン専 門 店 な どに 限 られ てい た。

と ころが 昭和50年 代 後 半 以降,各 種 金融 機 関,大 手 商社,一 般 小 売業,

化 粧 品 メー カー,航 空 会 社,旅 行代 理 店,チ ケ ッ ト販 売 会社 な どが,ク レ

ジ ッ トカ ー ドの新 しい 発 行 主 体 と して市 場 に参 入 し,カ ー ドビジネ スの 取

り組み が 本格 化 して き てい る。 また,既 存 の カ ー ド会 社 も従 来 に も増 して

会 員,加 盟 店 の 獲 得,カ ー ド自体の多機能化 など カー ド業 務 の強 化 拡 大 に力

を 入 れ てお り,新 旧 入 り乱 れ て"カ ー ド犯濫 時 代"の 様相 を示 して きて,

本 格 的 な カー ド社 会 の 到 来 を 感 じさせ る に十 分 な状 況 とな って き てい る。

そ の 結 果 と して 昭和60年3月 末時 点 で 約8,700万 枚 とい うこ とは,昭 和

58年3月'末 が 約5,700万 枚 で あ った の で,こ の2年 間 で 約1.5倍 の伸び

を記 録 した こ とに な る。

(2)ク レジ ッ トカ ー ド加盟 店 数

ク レ ジ ッ トカ ー ドの増 加 に 関連 して増 えて くるの が,そ の カー ドの利用

加 盟 店数 で あ る。 昭和59年 に お け る カー ド加盟 店数 は 石 油系,メ ー カー

月 販 系 を除 い て,約282万 店 に達 して お り,昭 和54年 に 比較 す る と3

倍 以 上 に も増 加 してい る。(表2-1.2参 照)

表2-1.2系 列 別,加 盟 店 数 の推 移

54年 59年 、 年平均伸び率

百 貨 店 ・量 販店 系 2,070(店)

9

3,204㈲ 91(%)

専門店会 ・商店会 系 36,706 63,350 11.5

信 販 系 109,712 811,353 49.2

銀 行 729,785 1,944,273 21.7

合 計 878,273 2,822,180 26.3

出所 二通商産業省「昭和59年 特定サービス産業実態調査」
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ここ数年 の カー ドの急成長 を考慮に入れ ると加盟店の カー ド受 入れ に対

す る積極性 を十分感 じとれ るもの とな っている。

なかで も,信 販系は伸びが49.2%と 著 しい伸び率を示 してい るのは,

クレジ ッ トカー ド事業を次代の戦 略事 業 ととらえ,次 第にその取扱高 を増

大 させつつ,新 しい ビジネスの展開を狙 ってい ることがそのま ま反映 され

てい ると言 える。

ク レジ ッ トカー ドシステムは,消 費者 と取 引き関係が 固定的,継 続的 と

なるため,安 定 した売上げを確保 しやす い システムで あることと,顧 客情

報 収集 の有 力な手段 ともな り,ニ ューメデ ィア時代の進展 とあい まって顧

客 系列化 に極めて有 利 とみ られてい る ことが,カ ー ドを推進 してい く理由

である と思われ る。

さらに加盟店 にとっても,翌 月一括払いの銀行系 カー ドに比べ 分割払 い

機能 を有す るカー ドは高額商品の購入及び頻度の高い利用に も便利な シス

テム となってい るため,販 売促進 につ なが るメ リッ トが大 きく,そ の点 か

らも受け入れが増加 してい るもの と思われ る。

(3)新 規信用供与額の増大

消費者信用の市場 をみてみ ると,昭 和50年 にその新規信用供与額は9

兆8,378億 円,1残 高は7兆497億 円であ,った。それが 昭和58年 には,

それぞれ29兆3,083億 円 と2・4兆4,695億 円と3倍 もの規模 に成長 して

い る。;(表2二1.3参 照)

昭和・50年 か ら58年 までの8年 間における成長の速 さは図2-1.1か

らも知 ることがで きる。

それは消費者信用の新 規信用供与額,民 間最終消費支出,、そ して可処 分

所得の伸び を昭和50年 を1-00と した指数 で表わ している。

この8年 間におけ る年 当た りの平均成長率は,民 間最終消費 支出が&4

%,可 処分所得7.7%で あ った のに対 して,消 費者信用の新規信用供与額

は14.6%も 毎年伸びてきたので ある。消費者 は所得や 消費が増 える割合
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表2-L3消 費者信用の構成 と新規信用供与額,及 び信用供与残高

消費者信用

小計

新規信用供与額

消費者金融

割 賦 方式

非割賦方式

割 賦 方 式

非割賦方式

(単 位:億 円)信 用供与残高

専門機関
媒介方式

総 合 割 賦
購入あっせん

個 品 割 賦
購入あっせん

マ ン ス リ7ク リ アカ ー ド方 式

者

他

郵 便 貯 金 担 保 貸 付

定 期 預 金 担 保 貸

小計

合計

出所1日 本 クレジッ ト産業 協会 「日本の消費者信用 統計'85年 版」

(単 位:億 円)

57(暦 年) 58 前年比(% 57(暦 年) 58

「
前年比(%

35,169 36,376 3.4 20,441
'2

0,176
'
△11.2

17,019
1

18,746 1.α1 15,1.60
`

20,248 33.5

15,152 18,388 21.3 8,513 10,598 244
'

14

t

37:34.4' 41β00 11.9
i36
,487 40,725

'1L6

5,658 5,575 △L4 7,222 7β19 ・1
.3

10,428 15,978 53.2 7,734 .1a216 .70.8
1

8,383 11,496 37.1 698 958 37.2

8・295. 7,785
A'

今.'6.1 747 . 、・'
,η5

、△ ∵29

137,448 156,144 13.6 97,002 113・965 17・4,

64,656 70β61 9.2 66,583 75,074 127

9,6'55 .10.9413 13.3

`

3,129

.'

3,630

.

'い16
.0

44,206 44,942 , 1.6 42222 50,qo5 ∵ ・19.8
ざ

2,300 2220 △3.4 770 740 △3.8

6317 8ユ73 29.3 526 681 29.4

127,134 136,939 7.7 113,235 1『3q,73』0
、

15.4

264,582 293,083 10.7 210,237 244,695 16.3
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以上 に消費者信用の利用 を増や してきたので ある。'

この よ うな信用 供与額の急 速な増大は,わ が国の経済 の中に占める消費

者信用の比重 を高め,そ の役割 を重 くしてい る。た と えば表2-1 .4に み

るよ うに,昭 和50年 の新規信用供与額は民 間最終消費支 出の11 .6%に

相当 していた。それが昭和58年 には18.0%に 相当す るまで になった の

である。

いまや消費者信用は,個 人消費 にまた経済全体の動向に影響 を及ぼす よ

うな存在 となってい る。

④ 本格的な カー ド差別化の時期到来

この よ うに多種多様 なカー ドがび しめ き,消 費者信用 マーケ ッ トが伸 び

てい くなか では,強 力な特徴 あるいはイ メージを持たなければ他の カー ド

との差 別化 を図れず,差 別化 を図れ ないカー ドは消費者 に忘れ られ整理淘

汰 され る厳 しい時代 に直面 してい るこ とを あらわ してい る。

まさに,消 費者が ク レジ ッ トカー ドに期 待す るものは何なのか。 どの よ

うな利便性,機 能を望んでい るのか など,消 費者の三一ズを的確 に把握 し,

それ に即応で きるか否かが,今 後独 自 ブラ ン ドの カー ドとして先き残れ る

かの別れ 目となって くるであろ う。

これを打開す るた めに,カ ー ド会社では ここ数年 カー ドの付加価値の向

上 を図 るべ く,シ ョッピング機能,キ ャッ シ ング機能に加え各種優待サー

ビス・情報 サー ビス'さらに国際化,貯 蓄 ・蓄財機能を有す る多機 能 カー ド

の実現など・ カー ドめ棚 晒 φ向≧ 勘 てし・る.ま た加盟店側にも

すで に,受 け入れ カー ドを評価 し,選 別 をす る傾向が 出て きている。

この傾向 を要約す れば ・'ごド会社が消琴考 を寧 このでな くて消 費者

が持 ちたい カー ドを選び,カ=ド 会社が加盟 店を指定す るのでな くて,加

盟店が利用 カー ド会社 を選別で きる時代 にな らてきて,本 格的 な差別化競

争が これか ら展 開 され ると予想 され る。
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出所:日 本 ク レジ ッ ト産 業 協 会 「日本 の消 費 者 信用 統 計'85年 版」

経 済 企 画 庁 「国 民所 得統 計」

図2-1.1 新規信用供与額と可処分所得及び民間

最終消費支出指数の推移比較

表2-1.4.民 間最終消費支出に占め る新規信用供与額

暦年 漢攣 覆/㌶聾
50 11.6(%)

51 11.7

52 12.2

53 12.9

54 14.0

55 14.6

56 15.0

57 17.0

58 18.0

出所:前 表 と同じ
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2.1.2カ ー ド戦 略(セ ゾ ング ルー プ の例 を 中 心 に)

(1)カ ー ド戦 略 の 意 義

① 流 通 業 に とって 「カー ド」 は,現 状 の マ ー ケ ッ ト・ス ケー ル も大 き く,

今 後 も高 い 成長 性 を示 す 「ク レ ジ ッ ト ・マ ー ケ ッ ト」 へ の参 入の 最有 力

な 武器 で あ る と同時 に,「 フ ァイ ナ ンス ・ビ ジネス」 へ の足 が か りとい

う 「ク レ ジ ッ ト ・ビジ ネ ス」 の 側面 と,流 通 業 の顧 客 組織 化 を通 じて,

「売 上 げ を 支 える」 とい う二 つ の 側面 を持 っ てい る。

② 「カ ー ド」 は,企 業 と顧客 を結 合す る 「ツ ー ウ ェイ の メ デ ィア」で あ

り,そ こに どれ だ け の 「情 報」 と 「機 能 」 が 付 与 され てい るか が ポ イ ン

トで あ る。

しか し,現 実 には その 面の 差 別 化 には 困 難 な点 もあ り,そ れ 故 成熟 化

した社 会 にあ っては 「イ メ ージ」 が 決定 的 に重 要で あ る と考 え られ る。

(表2-1.5参 照)

③ 前述 ② に 加 えて,カ ー ド媒 体 自体は,磁 気 ス トライ プ及 びICカ ー ド

併用 の カ ー ドに企 業 と顧 客 を結 合す る あ らゆ るサ ー ビス機 能 を 自動的 に

かつ 経 済 的 に効 率 よ く処 理 で き る 「ア クセ ス ・キ ー メデ ィア」 に な って

い な くて は な らない 。(図2-1.2参 照) ,."

④ 顧 客 に と,って 「カー ド」 は,生 活 してい く上 で必 要 な 「商 品」,「 サ

ー ビス」 ,「 場 」 あ るい は 「仲 間」 に変 化 し うる 「パ ス ポ ニ ト」 で なけ

れ ば な らな い。

す なわ ち,顧 客 か らみ て,持 って 「楽 しい」,「 便 利 だ」,「 得 だ」

とい う実感 が 与 え られ る 「機 能 」 と 「情 報 性 」 を具備 せ ね ば な らない 。

つ ま り,単 な る ク レ ジ ッ トカ ー ドでは 小 売 業 に と って は意 味 が な い。

⑤ カー ド ・ホ ー ル ダーは 小売 業 か らみ て 「ホ ッ トライ ン」 の 引か れた シ

ス テ ム化 され た 顧 客 で あ り,「 不特 定 多数 」 の顧客 とは 明確 に異 った ア

プ ロー チが な され るべ きで あ る。
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表2-1.5カ ー ドイ メ ー ジ 調 査(ソ フ トイ メ ー ジ)

1位 2位 3位 4位 5位

カー ドデ ザ イ ンが よい (D JCB 丸 井' 日信販 オ リ フ ァ イ

加盟店が一流 JCB 日信販 ㊤∋ 丸井 オ リ フ ァ イ

加盟店が多い 日信販 JCB (づ オ リ フ ア イ 丸井

宣伝広告が上手 丸井 c∂ 日信版 JCB オ リ フ ァ イ

シ ョッ ピ ングが し易い 〔◎ 丸井 日信販 JCB オ リ フ ァ イ

カー ドに親 しみ

易 さが あ る

　

丸井 JCB ⑦ オ リ フ ァ イ 日信販

カ ー ドの セ ン ス が よ い (ゾ〉 JCB 丸井 日信 販, オ リ フ ァ イ

将 来 性 の あ る カー ド @) JCB 日個眼 オ リ フ ァ イ 丸井

顧 客 サ ー ビスが

充実 してい る ◎ 丸井 JCB 日信版 オ リ フ ァ イ

カー ド会 員の 質 が よい JCB 日信販 (ゾう. オ リ フ ァ イ 九 八'1:

進 ん だイ メー ジ

ナ ウイ カー ド
◎ 丸井

ド

　

JCB 日信販 オ リ フ ァ イ

'(セ ゾシヵ ー ド全 敗 鯛 査・60・2月IU月 中 未利脚 ・・名対象)
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国喪時 決済(デピーi1Fh－ド)

7ァ イナンス戦略

提携を含めファ.
イナンシヤルピ
ジネスの展開

;情 報サービス

生活,ショッピング
ファイナンスの音
声 ・画像サービス

`

図2-1.2カ ー ド戦 略 の 基 本 コ ン セ プ ト

　 　

⑥ 小 売 業 の シス デ ム化 は,個 客 とい う側 面 を通 して前 進 す る こ とにな り,

店 舗 間,.企 業 間競 争 の 戦 略 武器 に な り うる6'.

(2)ク レジ ソ ト・マ ー ケ ッ トの成 長 要 因.,,

①:カ ー ドと消費 者信 用 市場 の動 向で も述 べ た とお り,ク シ ジ ッ ト ・マ ー

ケ ッ トは 順 調 に成長 しつ つ あ り,29兆3千 億 にci)ぼ り;:,前年 比2桁 の

成 長 を示 してい る。 こ の規 模 は既 に全 自動 車産 業 に匹敵 す る まで に達 し

てお り,GNPの10.6%に 値 す る。(表2-1 .6参 照)

② また将 来 性 に関 して も,58年 度 の いわ ゆ る 「サ ラ金 禍 」 に端 を発 し

て 「消費 者 金融 」 は 若 干 伸 び 率 を低 下 させ るに して も ,全 体 と しては,

60年 には37兆 円 を超 える ス ケール まで成 長 す る もの と予測 され る
。

(表2-1.7参 照)
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表2-1.6ク レ ジ ッ ト マ ー ケ ッ トの 現 状

単位 億 円,%

指数53年=100

53 54 55 56 57 58

① 消費者信用新規供与額

前年比(%)

指 数

149,169

(115.9)

100

177,317

(11&9)

119

201,335

(1135)

135

217,014

(107.8)

146

264,582

(121.9)

177

2ga883

(110.8)

188

② 民間最終消費支出(名 目)

前年比(%)

指 数

1ユ59,096

(1096)

100

1,270,663

(1096)

110

1,374,578

(10&2)

119

1,451,233

(1056)

125

1.55a601

(107.1)

134

1,630,100

(104.9)

141

③GNP(名 目)

前年比(%)

指 数

2027,079

(111.0)

100

a188,941

(108。0)

108

2,358,340

(107.2)

116

2,519,995

(106.8)

124

2,647,751

(105.0)

131

275a806

(1041)

136

①/② 12.9 14.0 146 15.0 17.0 18.0

.

①/③ 7.4 &1 a5 &6 100 10.6

③ この マ ー ケ ッ トの 成長 要 因は,⑳ 消費 者 サ イ ドの 要 因,◎ 信 用 供 与企

業,つ ま りク レジ ッ ト会 社 の側 面,◎ 小 売 企 業 サ イ ドの 要 因,(∋ コ ンピ

ュー タ及 び 端 末機 器 の 開 発 に よ る技 術 革 新 の 要 因,㊥ 通信 技 術 の 進 歩 と

併 行 して の ネ ッ トワー ク構築 の 要 因,そ して ㊦ ク レジ ッ ト時 代,カ ー ド

会社 を 報 道す る マ ス コ ミを背 景 と した 社 会 的 要 因 に よ って説 明す る こ と

が で きる。 ・..
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表2-1.7ク レ ジ ッ ト マ ー ケ ッ トの 将 来 性

昭 和56年(実 績) 昭 和60年(予 測)

形 態 別 項 目 新規信用 52～56年 新規信用 56～60年

平 均 構 成 比 平 均 構 成 比
供 与 額 伸 び 率 供 与 額 伸 び 率

億円 % % 億 円 % %
独 立 方 式 39,238 28 17.6 43,730 27 11.8

販 系 列 方 式 17,232 45 7.7 20,750 4.7 5.6

総 合割賦購入斡 旋 11,246 20.6 5.1 20,050 15.6 5.4

士
冗

個 品 割賦 購 入 斡 旋 34,193 37.9 15.4 74β50 21.6 20.2

信 提 携 ロ ー ン 9586 10.4 4.3 14,520 10.9 3.9

マ ン ス リ ー

ク リ ア ガ ー ド方 式
6,953 12.4 3.1 9,800 8.9 2.7

用
そ の 他 4,287 7.5 1.9 5,230 5ユ 1.4

小 計 122,735 123 55.1 188,930 11.4 51.0

消 費 者 ロ ー ン 45,847 31.6 20.6 98,690 21.1 26.6

金 郵 便 貯 金担 保 貸 付 &846 226 4.0 16,200 16.3 44

定 期 預金担保貸付 37,073 4.8 16.7 50,830 8.2 13.7

動 産 担 保 貸 付 2,230 0.7 1.0 21gb △0.5 0.6

融 そ の 他
'
5868

.'
374

「26
13760 23.7 37

小 計 99,864 .168 44.9 181,670 16.1 49.0

消 消 者 信 用 合 計 222,599
「142

100.0

ξ

370,600
,.

13.6 100.0

㊨
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④ ここで は,消 費 者+イ ドの要 因 に つ い てのみ 分 析 してみ るこ とにす る。

一 つ は この マー ケ ソ トを リー ドして い る 「団 塊 の世 代」 よ り下 の世 代 の

意識 及 び そ の 価 値感,消 費 者 行 動 で あ る。 そ れ は,高 度 成 長時 代 に何 不

自由 な く育 った若 い こだわ り世 代 の描 く 「ラ イ フス タ イル」 に彼 らの

「収 入」 が見 合 わ ない こ とか ら くる。

つ ま り,「 生 活 レベ ル」 と 「収 入」 との 格 差 を 埋 め る ツ ール と して ク

レジ ッ トが利 用 され て くる。

⑤ つ ぎに,わ が 国 の雇 用 形 態,賃 金 制度 か ら くる もの で あ るが,「 所 得 」

の量 と時 期は 社 会 的 にみ て も極 め て は っき り して い る。 それ に 対 して

「消費」 と 「所 得 」 の 間 に は タイ ム ラ グが存 在 し,こ れ を埋 め る ツール

と して ク レジ ッ トが 利 用 され てい る。

⑥ 最 後 は,若 い 世 代 も低 成 長 経 済 下 にあ って,人 生設 計 には慎 重 で あ る。

つ ま り 「ス ト・ッ ク」 に 手 をつ け ず,「 フ ロー」 を 弾 力化 す る ツール と し

て ク レジ ッ1が 使 わ れ る わ けで あ り,以 上三 つ の 「ラ グ」 が ク レジ ッ ト

マ ー ケ ッ トを成 長 させ る最 大の 顧 客 サ イ ドの 要 因 とい うこ とが で き る。

(3)カ ー ド・マー ケ ッ トの 中期 展 望

、① わ が 国 の ク レジ ッ トカ ー ドは,昭 和60年3月 現 在 で 約8,683万 枚 に

達 した。 この急 増 傾 向 を もた ら'して い る背 景 につ い て は,す で に述べ て

きた が,銀 行 系 カ ー ド会 社 の分 裂,信 販 会社 の カ ー ド獲得 努 力,ダ ブル

カー「ド,デ ュア ル カ ー ドの 発行,流 通企 業 の カー ド戦 略 強 化,消 費 財 ン
}

「 カ ーの カー ド発 行 等が もた ら した もの で あ る。

② わ が 国 あ カ ー ドマ ー ケ ッ トは,昭 和63年 頃 に は1億6,000方 枚 程 度

まで 拡 大す る も の と思 わ れ る。 カ ー ドの稼 動 率 を 考 慮す る必 要 は あ る も

の の,カ ー ド ・ビ ジネ ス と して あ る一 定水 準 まで 到 達す る には,ス リー

ビ ン グカ ー ドを除 い て約500万 枚 の カー ドホル ダ ーを 組織 化 す る こ と

が 必 要 で あ る。

③ 流 通 業の カー ドビ ジネ ス展 開の 最 大 の ポ イ ン トは,店 頭 に カ ウ ン ター
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を設 置 し,オ ン ライ ンで 即 発 行,即 使 用 可 能 な カ ー ドを発行 す る こ とが

で きる こ とで あ る。 しか も顧 客 と接 触 して い る社 員が,直 接 買 物 の際 に

会 員化 す る もので あ り,会 員 化 の イ ンパ ク トが 強 く,こ れ は後 の カー ド

稼 動 率 に と って大 き な意 味 を持 つ。

④ そ して流 通業 は 土,日,祭 日 とい う顧客 が 最 も来店 が 多 い 日に,顧 客

に接 触 で き る メ リ ッ トが あ り,信 販 企 業や カー ド会社 には こ の武 器 は ほ

とん ど存 在 しない 。

⑤ とはい え,こ れ だ け 多 くの カー ドが 発行 され る と,い くら成 長 性が 高

い とい って も,消 費 者 は 混 乱 す る。 わ れ わ れ の 調査 に よれ ば,一 人が 常

時 利用 す る カ ー ドは3.5枚 程 度 で あ る。 ベ ス トス リーに 入 らな い カー ド

は ナ シ ョナル ・カー ドと して先 き残 れ ない こ とを意味 して い る とい って

よ いか も しれ ない 。

(4)フ ァイナ ソシ ャルLビ ジ ネス の 可 能性 一 《

① ク レジ ッ トカ ー ドに キ ャ ッシ ングの 機 能が 付 い て い る こ とは,実 は 当

た り前の よ うで あ るが,そ れ 程古 い 話で は な い。 そ して キ ャ ッシ ングを

カー ドで 自動 化 し,C/Dの ネ ッ トワー クへ 乗せ る こ とは 西 武 ク レジ ッ・

トが57年8月,セ ゾ ン カ ー ドで 初 め て本 格 化 した もの で ある 。

② 消費 者 金 融 マー ケ ッ トが,種 々の社 会 的 背 景 の結 果,そ の ニー ズを 拡

大 して い る に もか かわ らず,対 応 す る機 能 が 用 意 され てい なか った とこ

ろに,こ の 問 題が 社 会 問 題 化 す る最 大 の原 因 が あ る6

③ 消費 者 金融 のつ ぎ に くる のは 「大型 ロー.シマ ー ヶ ジ ト士 の マス 化で あ

り〇 一 方 の側 面 で は 「マ ス ズ トック」,「 マ ス イ ンベ ズ 〆ト」 マ ーケ ッ ト

の拡 大で あ ろ う。 残 念 なが らこの マ ー ケ ジ トた も,'顧 客 ニ ー ズ に対 応 し

た1サー ビス シス デ ムほ 用 意 され てはい ない 。

④ 大 型 小 売業 の 店 頭 は:顧 客 か らみ た場 合 か な り'「ニ ュー トラル」 で

「相 談」 の しや す い 場 所 で あ る。 そ して これ らが 法的 に も整 備 され た 状

態 で あ る な ら,「 ワ ンス トップ ・フ ァイ ナ ソシ ャル ・セ ン タ ー」 と して
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は 格 好 の 立地 で あ り,消 費 者 の支持 を得 る可 能性 も高 い とい って よい。

⑤ 小 売 業 の ク レジ ッ ト・セ ンターは,今 や 「総 合生 活 情 報 サ ー ビス ・セ

ンタ ー化 」 に 日夜 努 力を傾 注 してい る。 「レ ンタ カ ー」 「宅 急 便 」 「ホ

ー ム ク リー ニ ング」 「ホ ーム セ キ ュ リテ ィ」 等 ,枚 挙 にい とまが な い。

そ う した サ ー ビろ の中 の 重 要な 一 つ の 機 能 と して,消 費 者 か らの支持

の 高 い マ ス ・フ ァイ ナ ンス ・サ ー ビスが 位 置づ け られ る 日が 来 るか も し

れ な い。

(5)カ ー ド戦 略 の 展 開 方 向

① カー ドの 多 様 化 と技術 革 新

③ 「即 与 信 」 「即 発行 」 「即使 用 可能 」 とい うシス テ ムで ス ター トし

.た 「セ ゾ ソカ ー ド」 は コ ンピ ュ ー タ ・シ ス テ ムと端 末機 器 の 技術 革 新

の 賜 で あ り,セ ゾ ン カウ ンタ ーの ネ ッ トワ ー クは 大 型小 型店 舗 の チ ェ

ー ンを前 提 と して は じめ て 可能 な形 で あ る とい える
。

従 来の 「ス テ ー タス カー ド」 か ら ク レジ ッ ト社 会 を 先取 りした 「マ

ス カー ド」,「 パ ご ソナ ル カ ー ド」 化 で あ り,ク レジ ソ トカー ドの大

衆 化 の 意義 は大 きか った もの と思 わ れ る。

@一 セ ゾ`ン.>b－ ドは 発 足後2年,マ ス カ ー ドに一 応 の 目鼻が つ い た 時点

で .「ゴ〒 ル ドカー ド」 を 開発 投 入 した 。 グル ー プの 保 有す る ク ラス マ

∵∵ ケ ッ・トへ の対 応,創 造 鵬 確 保 が そ の 目的 で あ り,よ り高質 な 「情報 」,

「サ ー ビス 」 ・丁 機 能」 開発 を グル ご プ内外 を問 わ ず,そ の ソース と

結 合す る こ とに挑 戦 しつつ あ る。'

◎ そ して 「ゴー ル ドICサ ンチ カー ド」 の 開 発が そ れ に続 く。 詳 細 な

説 明 は 省 くとUて わ が 国 で 最初 に実 用 化 され たICカ ー ド機 能 を結 合

した ク レジ ッ トカー ドで あ る。 これ は1枚 の カー ドに個 人 の 健康 デ ー

タを4回 分 記 憶 させ る こ とが 可 能 で あ り,16ビ ッ ト約8,000文 字 分

の デー タが 自由 に書 き込 みが 可 能で あ る。
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全 国100ケ 所 の専 用 端 末機 を設 置 した 病 院 で健 康 デ ー タを と りだ

す こ とが で き る この シス テ ムは カー ドホル ダーが 旅 行 先 で の 不慮 の 事

態 に的 確 な情 報 を病院 側 で と りだす こ とが 可 能 に な る。

⑥ 「マス カー ド」 のrICカ ー ド化 」 も大 きな 課題 で あ る。 経 費 対 効

果 が残 され た 最 大 の ポ イ ン トで あ り研 究 開 発 を進 め るべ き とい えよ う。

実 用化 の ネ ックは 端 末機 器 の 開発 設 置,記 憶 容 量 とい う視 点 か らみ れ

ば 「レ ーザ ー カ ー ド」 も 目的 を絞 った 形 で は既 に米 国で は 実用 化段 階

で あ り,わ が 国 で も メ ドはつ い てい る とい って も良い。

⑥ 「異 った 機 能」 「異 った カ ー ド・アイ デ ンテ ィテ ィ」 を 結合 す る い

わ ゆ る 「デ ュアル カー ド」 化 での 提携 が さかん で あ る。 わ が 国 にお け

る カー ド戦 争 の 今後 の行 方及 び カー ド会社 の 在 り方 を考 える 場合,「 カ

ー ド ・アイ デ ンテ ィテ ィ」 の崩 壊 は生 命 と りに も な りか ね ない
。 昨 今

の イ メ ー ジを失 った カー ドの 氾 濫 は顧 客 か らみ て も混乱 を生 む ぼか り

と思 わ れ る。 慎重 な対 応 の 必 要 なゆ えん で あ る。

② 加盟 店 開発

③ カー ドホ ル ダ ーの 立 場 か らみ れ ば,カ ー ドの 利 用範 囲や 分 割 購入 の

範 囲が 限 定 され て い る こ とは奇 異 に感 じられ る に違 い ない 。 そ して我

々が カー ドホ ル ダーへ の 定期 的 マ ー ケ ッ ト ・サ ーベ イ の結 果 におい て

も特 にT&E(ト ラベ ル&土 ンタ ーテ イ メ ン ト)機 能 の 拡 大の欲 求 が

最 も強 い。

⑮ セ ゾ ン グル ー プで は 地域 を 限定 しつ つ また 加盟 店 の質 を充 分 配慮 し

つ つ カー ド機 能 の 拡大 を 実施 して い く考 えで あ る。 特 に グル ー プ大 型

店 の所 在す る都 市 周 辺 で の カー ドホ ル ダーの ニ ー ズに 応 える必 要が あ

る。 当該 都 市生 活 にお い て利 便性 の 提 供は ハ ウス カー ドか らの脱 皮 を

意 味 す る。 脱 「ハ ウス カ ー ド」戦 略 と位 置 づ け られ よ う。

◎ ナ シ ョナ ル カ ー ド戦 略 は セ ゾンカ ー ドの オ リエ ンテ ッ ドが セ ゾン グ
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ル ー プ小 売業 で あ るだ け に慎 重 に考 える必 要 が あ り,当 面 は 例 外 を除

い て 対 応す る考 えは ない。 但 し,限 定 され た都 市 に あ って は,地 元 の

カー ドとの相 互 乗 入れ の 時期 に きて い る と思 わ れ る。

地 元 商 店 街 等 との 共 存 共 栄 は60年 代 の 大 型小 売業 の 果 た す べ き最

大 の役 割 で あ る と思 わ れ,そ の 場合 カー ドが 一つ の重 要 な 役 割 を 果た

す もの と考 え られ る。

⑥ イ ン ター ナ シ ・ナル カー ド化 に つ い て,④ イ メー ジ の問 題,◎ 機 能

の 問題,◎ 経 費 対効 果 の 問題 が あ り,現 在 研 究 中で あ る。 カー ドホ ル

ダ ーの 実 際 上 の ニ ーズは 我 々の ホ ル ダ ーに 関 して い えぼ そ れ 程高 い と

は 思わ れ な い。

また,カ ー ドア イデ ンテ ィテ ィの問題 が 大 きな ネ ックで あ り,手 数

料 は勿 論 セ キ ュ リテ ィが らみ の カー ドコス トの増 大 等,ク リアーすべ

き課題 も大 きい。

⑥ 総合 コ ンシ ュー マ ーズ ・バ ンク ・システ ムの構 築

1,000万 顧 客 対 応 の デ ー タベ ー ス を軸 に した 総 合 ネ ッ トワー クシス

テ ムを 目標 と して お り,そ の 主柱 とな るい かつ を次 項 か ら述 べ てみ る。

φ

2.1.3シ ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク産 業 へ 向 け ての 展 開

(1)ク レジ ッ ト ・ビジネ ス ・ネ ッ トワー クの基 本 理 念

ま す ます 発展 す る ク レジ ッ ト ・ビジ ネス展 開に 要 求 され る もの は,第1

に,コ ン ピ ュー タ技 術 や 通 信 技 術 を高 度 に駆 使 した オ ペ レー シ ョナ ルな ト

ー タル ・ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ムで あ り;第2に は ,企 業 聞及 び 異 業 種間

との 対外 ネ ッ トワ ー クとそ の サ ー ビス度 で あ る。 そ して 第3に は,ク レジ

ッ ト ・ビジ ネス の 生 命 といわ れ る 与信 ・回収 の ノ ウハ ウ と,そ の 現場 運用

で あ る。 最 後 に そ れ らを ベ ース と した うえで の カー ドホル ダ ー数 の マ ス化

とサ ー ビス機 能 の 多機 能 化,つ ま り カー ド戦 略 その もの で あ る。

経 営 サ イ ドか ら表 現す れ ば,逆 の順 に な るが,こ れ らが バ ラ ンス よ く鍛
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練 され た社 員の 活 力で 維 持 され て い る状 態 が理 想 で あ ろ う。

セ ゾ ン グル ー プ にお いて は,膨 大 な コス トをか け て こ の トー タル シス テ

ムの ベ ー スが 出来 上 が り,シ ス テ ムネ ッ トワご ク産 業 と して エ ンジ ンが フ

ル稼 動 し始 めた と こ ろで あ る。

以上 の よ うな基 本 理 念 を も とに近 未 来 を見 透 し,目 標 に してい る ネ ッ ポ

ワー クィ メー ジを 図2-1.3の よ うに 推し・て い る。

(2)目 標 とす るICBS

① 一ーICBSの 構築 ..,

流 通 にお い て ノ ンバ ン ク化 を 目指す には,現 在 保 有 してい る全 国展 開

の 販 売店舗 網 とラ 全 国 オ.ペレー シ ョンの ノウハ ウの 他 に,マ ス フ ァイナ

ンシ ャル ・マ ー ヶ シ トに 対 応 した新 商 品,新 サ ー ビスの 開発 と顧 客 の 組

織 化,そ れ に コ ン ピ ュー タ シス テ ム と ネ ッ1ワ ー クが 必 要 で あ る。

特 にそ の中 で も,シ ス テ ム産業 とい われ る くらい重 要 な コ ン ピ ュー タ

とネ ッ トワー クを駆 使 したIC』BS(IntegratedCQn§umersBank

System)を 構 築 し,常 に ソ フィス ケ ー ト化で き る よ うに してい る。

その!9恥 の システムポ リシ ・の骨子につV'て 紹介 してみ る・

・精 功で,洗 練 された トータルシステム,

・提携 を含め各種新商品開発展 開に対する早期対応

・大規模,大 容量の データベースの確立

・高度麟 通信 戸 ト‥ クの磁 ・∵ 一・

・集 中 型 分散 シ ステ ムの採 用 '.

:多 様 な端 末 メデ ィアへ の柔 軟 な対 応'.t

・新 しい マ ー ケ テ ィン グ シス テ ム と本 部OAb結 合"い

'」
シス テ ム ・セギ ゴ リテ ィの 確 立

以上 の基 本的 ポ リシ ーを ベ ー ス に したICBSの 基 本構 造 と ク レジ ッ

ト処 理機 能 は 図2-1.4,図2-1 .5の とお りで あ る。
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② 総合顧客報 システムの フル稼動

③60年6月 か らス ター トした新 システムは,カ ー ド戦略を成功裡 に

導 くためのベ ース となるべ きものである。1,000万 顧客デ]タ ベース

管理,加 盟店拡大等,量 的対応 と共に今後新 しい金融商品開発や個人

信用情報のオ ンライ ン化,顧 客の活用等,質 的対応への抜本的対策が

織 り込 まれ ている。 この システムは ソフ トの開発に今なお数年間の時

間を要 し,定 着化に意を注 ぐべきであろ う。(図2-1.6参 照)

O流 通業 自体,低 成長下の消費構造変化に よ り,顧 客のr組 織化」「特

定 化」 が必要な時期 を迎 えつつある。そ して実は大型小売業 も従来か

ら 「顧客組織化」 「クレジッ トカー ド化」を試みて きた。 しか し従来

の信販会社 もしくは カー ド会社の代行す る小売業の 「クレジッ トカー

ド」ば顧客の債権管理 に主たる 目的がおかれてい るとい って良い。

〈シス テム対応 〉

〈エ リア戦略 と顧客の組織化〉

〈顧客情報システムの4大 機能〉

商
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未
取
引
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図2-1.6顧 客情 報 シス テ ムの必 要性
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◎ す な わ ち銀行 引 落 しの結 果が ど うで あ った の か リ チ ェ ソクの シス テ

ムで あ り,そ れが 全 てで あ る。 小 売 業 の競 争 の 視点 は,「 個 客」 に 移

りつ つ あ り,現 在 顧 客 情 報 は顧 客 の④ 「属性,価 値 観 を含 め た分 類 」,

◎ ヒス トリー を中心 とす る取 引状 況,◎ 利 用 目的 に 対応 す る活用 可 能

性 に重 点 が 移 され るべ きで ある。

⑥ そ して小 売 業 が これ まで経験 して きた 既存 の 顧 客 情 報 システ ムも又,

⑦ 「カー ド会 員 用 ラベ リング ・シ ス テ ム」 及 び ◎ 売 物 別得 意 先 名簿 管

理 にみ る ご と く,シ ス テ ムとは い い難 い 低 レベ ルの 顧客 管 理 で あ る。

⑥ つ ま り,今 迄 とは全 く異 った 構 造(拡 大 性,弾 力性,有 効 性)が 要

求 され る。 そ れ は 小 売 業 の 側面 で い えば,「 マ ー ケ テ ィ ング」,「 プ

ロモ ー シ ョン」,「 マ ーチ ャ ンダイ ジ ング」 の デ ー タ と して 活用 され

うる もので な けれ ば な らない 。 一 方 顧 客 サ イ ドか らみ て も企 業 と2ウ

ェィ コ ミュ ニ ケィ シ ョンが 可能 化 され て い くもの で なけ れ ば な らない 。

この シ ステ ムは 「新規 事 業 での 活 用 」,「 情 報 そ の もの の 商 品化 」等,

i㌧,応 用範 囲 の 拡 大が 予測 され る。
い コ ヒ ロ ぴ ぷ 　

③ 総 合生 産 情 報 サ ー ビス ・カ ウ ンター ・シス テ ム

㍍ ご ◎:舗 ネ
。 ・・一・の活用 『

『"
、大 型 小 売 店 の持 つ 「店 舗 チ ェー ンネ ッ トワー ク」 を 各種 の 情 報 シス"

… 一 テ ムで 結 合 す る こ とに よ り,小 売店 舗 は勇 躍 「総 合 生 産情 報 カ ウ ンタ

∠」 に変 貌 す る可 能性 が あ る。
1㌧ ≡

・淋 「商品販売及び一部のサー ビ櫟 拠点」にすぎな・輔 は・

,店 頭 物 品 販 売 の 構 造 的 不振 と消費 者 ニー ズ の変 化 へ の 対 応 を迫 られ て

,い る。 そ の 結 果,小 売業 は よ り集客 力 の あ る フ ァク ターの導 入 と,単

位 面積 の生 産 性 向上 を 追 求す る。 大 型 小売 業店 舗 の特性 は,「 立地 の

'利 便性 」 で あ り
,日 常顧 客 が 使 い馴 れ して い る こ とで あ り,ニ ュー ト

ラル な性 格 を持 って い る こ とで あ る。 つ ま り,マ ス顧 客 に と っては,

使 い勝 手 の点 で 勝 れ て い る とい えよ う。
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また,顧 客 ニー ズか らみ て も,顧 客 は ワンス トップを求 めて お り,

生 活 して い く上 で の あ らゆ る機 能 が,あ る場 所 に集 中 して存 在 す る こ

とが 理 想 で あ る。

⇔ 総 合 サ ー ビス カ ウ ンターの 内 容

顧 客 ニー ズを 概括 す れ ば,表2-1.8の 通 り④ 情 報 サ ー ビス,◎ シ

ョ ッピ ン グ ・サ ー ビス,◎ コ ンサ ル テ ィ ング ・サ ー ビス,◎ フ ァイ ナ

ンス ・サ ー ビス,㊥ 公 的 サ ー ビス等 に分 け られ る。・

た と えば,フ ァイ ナ ンス ・サ ー ビス につ い て い えば,「 銀 行 」,「証

券 」,「 保 険」,「 郵 便局 」,「 ク レジ ッ ト」,「 ロー ン」 等 の 手 続

きが,一 ケ所 で 済 ませ られ る よ うな フ ァイナ ソシ ャル'セ ン ターが あ

れ ば,そ の利 用 価 値 は 高い 。

投資 相談 に して も,「 定 期 預 金 」,「 ビ ッグ」,「 ワイ ド」,「 中

国 フ ァ ン ド」,「 投資 信 託 」,「 金 証 券」,「 株 式」 等 が,一 ケ所 で

ニー ズ に応 じて 購 入 で き る よ うな 仕組 み を求 め て い る と思 わ れ る
。 そ

の シ ス テ ム化 の 基 本構 造 は 図2-1.7に 示 す 通 りで あ る。

◎ ホ ー ムサ ー ビスの 可 能性

総 合 生 活情 報 サ ー ビスの機 能 は,将 来 的 には 店 舗 の カ ウ ンタ ーを も

離 れ,家 に居 な が らサ ー ビス を享 受 で き る シス テ ム まで 到 達 す る もの

と思 われ る。 情 報 シス テ ムの 革新 と,端 末機 器 の 進 歩 は 目ざ ま しい も

の が あ る。 わ れ わ れ が考 えてい る以 上 に進 歩は 早 く,ま た シス テ ムが

完 成 して しま えば,消 費 者 は 以 外 に 早 く馴 れ 親 しん で使 い 出す 可能 性

が 高い 。 そ の 時 点 を ター ゲ ッ トに した 戦 略 が 必 要 なゆ えん で あ る。
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表2-1.8情 報 ネ ッ ト ウ ー ク ・サ ー ビ ス メ ニ ュ ー

ー

O
O

ー

サ ー ビス

分野

機能

'

代1表 サ ー ピ ニス 分 野

行 政
公 益

金 融

サ ー,ビ ス.

教.育

サ ー ビ ス

医 療

サ ー ビ ス

流 通

サ ー ビ ス

交 通 運 輸
サ ー ビ ス

娯 楽

サ ー ビ ス

デ ー タバ ンク

サ ー ビ ス

機

能

情 報
検 索

統計情報
ニュース

広報(行 事等)
行政案内
気象情報

利殖案内
⌒
市況情報
⌒

各種学校案内
図書館サービス
学習プログラム

'

医学専門情報
一

挙

マーケット情報
バーゲン案内

各種商品情報

旅行ガイド
宿泊案内
混雑情報
各種ダイヤ案内

映画 ・音楽等催
物 レース結果
TVガ イト 競
馬予想 レジヤ

=
グルーフ詔介
不動産情報
求人求職情報 ・

一施設案内

オ ー ダ

エ ン トリ

施設予約
アンケート調査
住民票等送付

ホ ー ム ・

デ ィー リング

ホ ー ム

バ ンキ ング

通信教育予約
各種講座予約

病院等予約 .カタ ログ

シ ョ ッピ ング

ホ ー ム

シ ョッ ピ ング

宿泊予約
交通機関予約

ゴルフ場予約

馬券投票
チケット予約

各種資料請求
求人求職応募

計算加工
麺

税金等 シミュ
レーション

利率 のシミュ
レー ション

家計簿計算

低学年教育
進路相談

ヘル ス チ ェ ック 獺
売上{指十算

交通費見積り 占い

クイズ

ゲーム

⌒

CUG

サ ービス

民生委員情報 ⌒ 企業内再訓練 難病等患者
情報交換

グループ
情報交換

(商店会等)

航空機等
発着情報

飲食店案内
趣味の会

掘り出し情報
企業情報
個人信用情報

メッセー ジ

鑓

公共告知板
公用通信

各種通知 轍 綱 ダイ レク ト

メール

ギフ トサ ービス

交通機関通信 ゲーム等

テ レソフ ト

ウェア

採用通知
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計
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分散系システム

⑪ 一カル処理機能の充実

●ホス トとの効率 よいインター

フェイス機能

O分 散/集 中機能の適正化

Oデ ー タ管理 シス・テム
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管理 システム
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化
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ス

ユ
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ア ク セ ス キ ー

●カー ドの 自動 読取 リ

●オー ソ リゼー シ ョン システ ム

と連動'

O最 新情 報 のア ウ トプ ッ ト

O接 客会 話 システ ムの 完成

Oニ ュー メデ ィア と新技術の利川

Φ文 章,図 形,画 像,音 声

のンヨシー
ト

レ

ー

ベ
ボ

ォ
サ

●オペ レー シ ョンの 省力 化,自

動 化
024時 間サ ー ビス休制 の 確立

eシ ステ ム無 人運 転支 援

図2-1.7総 合 サ ー ビス カ ウ ンター ・シス テ ムの基 本構 造

●

●

4

)1(

L2

である。'以下,

末の資料 を参照 されたい。

① 個 人信用情 報相互交流利用 ネ シ トワーク ・システム

消費者信用産業は年 々規模が 拡大 し,新 規信用供与額で29兆 円以上

の産業 に成長 してお り,今 後 も引き続 き健全な伸び を もた らす ためには,

個人信用情報機 関相互 の情報交流が望 まれてい る。

ク レ ジ ッ ト ・ビ ジ ネ スに お け る対 外 ネ ッ トワー ク

2大 ネ ッ トワ ー ク

ク レジ ッ ト・ビジネ ス にお け る重 要 な ネ ッ.トワー クは・

① 個 人信 用 情 報相 互 交 流 利 用 ネ ッ トワー ク ・シス テ ム

② ク レジ ッ ト ・オ ー ソ リ ・ネ ッ トワ「 ク ・シス テ ム

これ らの 内容 を簡 単 に説 明す る。 尚,詳 細 に つ い ては,巻

一51-一



(社)日 本割賦協会(現,日 本 クレジ ッ ト産業協会)に おいては 「信用

情報交換所の将 来構想」 をもとに,昭 和55年 度にイ ンライ ン ・オ ンラ

イ ンシステムに関す る諸問題を研究 し,昭 和57年 度 では,オ ンライ ン

拡大 と保有情報の内容充実のため,名 寄せ処理 システムを準備 し,昭 和

58年 度は オ ンライ ン ・ネ ッ トワーク作 りを推進 し,第 二期オ ンライン

として交換所 と会員相互 のホス トコ ンピュー タとの結合 シス テムを稼動

させ て きてい る。

しか し,信 用情報機関は業界 ご とに存在 し,相 互の交流 は行われてな

く,多 重債 務,過 剰与信 を防止 し,よ り健全な消費者信用社会に してい

くために個 人信用情報相互の情報交流利用 シス テムを稼動 させ ることは,

以前 か ら強い要 望で あったが,こ こにきてや っと事故情報につい ては,

61年 中 に実現の見通 しがついてき た。

個人信用情報セ ンターを運営す る全 国銀行協会連合会,全 国信用情報

セ ンター連合会及び(社)日 本クレジット産業協会(以 下 「三機 関」 とい

う)は,昭 和58年11月 に 「三 情報機 関連絡協議会」 を設 置 し,三 機i

関の情報交流 についての問題点を中心 に種 々協議を重ねて一年にわた る

検 討の結果,三 機 関は消費者信用の健全 な発展 と消費 者保護の一 層の促

進 を図るために三機関の情報交流 を早期 に実施す ることで一致を見た。

このため,各 地 における情報交流の実施に 当っての適正化を図 りつつ

全国展 開や情報の全面 交流 に向けて最善の努 力を尽 くす こととす る。

また,情 報交流の本来的な意義に照 らし,三 機 関以外の機 関 との情報

交流の拡 大についても十分 な配慮 をもって対応 してい くたあに と りまと

め られた 「情報交流に 当っての基本事項」 については,今 後の ビジネス

・プロ トコルの問題に波及 して くるので,そ の要約 を巻 末に資料 として

掲載 した(資 料1参 照)。

当初 は事故情 報に限 るので,特 別な問題は生 じない と考 えられるが,

全情報交 流時のこ とを考 えて,今 後検 討すべ き項 目をあげてみた。
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a.全 体 の シス テム

・シ ス テ ム化 の 差異 とそ の整 合 性

・プ ロ トコル とネ ッ トワー ク化

・情 報 提 供 側 の 管理 シス テ ム化

・情 報 利用 会 員 制の シス テ ム化

b.プ ライ バ シ ー の保護 と窓 口機 能 の充 実

・情 報 利 用 会 員 側の 運用

・プ ライ バ シ ー保 護対 応

・消費 者 との窓 口機 能 の充 実

C.情 報 の登 録 シ ステ ム

・情 報 の種 類(会 員提 供 情報 ,セ ン ター収 集情 報)

・情 報 の 範 囲(本 人 ,保 証 人)

・登 録 基 準(情 報 種類 別基 準 ,取 引 状 況 の 変化 に よ る メ ンテ ナ ンス基

準)

・登録 項 目(基 本項 目～ 会 員 ・メ ンテナ ンス コー ド,情 報 内容 別登 録

項 目)

・登録 方 法(MT ,フ ロ ッピー,そ の 他)

d.情 報 の 提 係 シス テ ム

・提 供 の種 類(照 会 清清 ・申込み 情 報 ・契 約情 報 ～ ネ ガ ・ポ ジ)

・提 供 の範 囲(本 人 ・類似 者)

・提 供項 目(出 力項 目,利 用端 末別 提 供 項 目の制 限,名 寄 せ に よ る提

供項 目)

・提供 方 法(オ ン ライ ン～CPU-CPU・ 各 種 端 末機 ,イ ンライ ン

～電 話 ・FAX)

e.情 報 の管 理 シス テ ム

・バ ッチ 処 理(月1回 ,又 は,デ イ リー で のMT・ フ ロ ッピー等 に よ

る登 録,更 新)
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・リアル タイ ム処 理(照 合 情 報 ・申込 み情 報 の 入 力 ,即 時 訂 正)

・保 有期 間(ネ ガ ・ポ ジ ,照 会情 報,パ ー ジデ イ トチ ェ・ック他)

・デ ー タ管理(集 中 処 理 ・分 散 処 理 ,集 中 管 理 ・分 散 管 理)

・名寄せ

f.利 用 ネ ッ ト

・デ ー タベ ー ス保 有 基 地 ,

・回線 の設 置 範 囲(機 関 ・会 員)

・中 継機 の設 置 範 囲

・イ ンライ ンセ ン ターの 設 置 範 囲

② ク レジ ッ ト ・オ オ ソ リ ・ネ ッ トワー ク ・シス テム

個 人信 用 情報 相 互 利用 ネ ッ トワー クシス テ ムと並 ん で,ク レ ジ ッ ト ・

ビジネ スに 欠か せ ない もの と し.てピ カ ー ド利 用 の 場 合 の ク レジ ッ トオオ

ソ リの ネ ッ トワー クが あ る。

従来 の 販 売 オ オ ソ リの 形 態 と して,POSオ ンライ ン店 で な い店 舗 に

お い ては 無効 リス トの 目検 チ ェ ックと フ ロ ア リ ミッ.ト以 上 の場 合 の カー

ド会 社 へ 承 認 問 い合 せ をす る 方法 とPOSオ ン ライ ン店 に お い ては,各

カ ー ド会 社 か ら ネ ガ リス トを磁 気 テ ー プで受 取 り,POSナ ー ソ リホス

トに展 開 して,POSオ ペ レー シ ョン時 に 自動 的 に チ ェ'ックす る 方法 の

2と お りが オオ ソ、リの主 流 で あ った 。

この 方法 で は,い ず れ も ネ ガ リス トの 一 部 の チ ェ ッ ク しか で きず 健 全

な クレ ジ ッ ト取 引 の 成約 は,不 充 分 で あ ったd

そ こで,与 信 限度 額 を含 め た全 顧 客 を対 象 に 完全 な オ オ ソ リ ・シス テ

ムを実 現'し,適 正 な信 用 供 与 が で き るよ う,積 極 的 に58年11月 よ り

CATの 導 入 をは じめた ので あ る。

現 在 で は,3,000台 のCATをPOSオ ンライ ンシス、テ ムとの 共 存 で 完

全 な ク レジ ッ トナ ー ソ リネ ッ トワー クが 稼 動 してい る(巻 末 の資 料2を

参 照)。
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(2)サ ー.ビス ・ネ ソ トワー ク

各種 の チ ケ ッ ト・サ ー ビス及 び 自動 販 売機 を活 用 した サ ー ビス な どの た

め の ネ ッ トワー ク'シ ス テ ムが あ6。 これ らの 詳細 を,巻 末 の資 料3及 び

資 料4に 示 す。:

2.1.5ク レジ ッ トビ ジネ ス に お け る ビ ジネ スプ ロ トコル の考 察

従 来,通 信 回線 の 開 放 とこの 自由 な利 用 は 通信 事 業 分 野 のみ の 開放 と考 え

られ て き た;し か し実 際 には コン ピ ュニ タに ょる デ ー タ交 換 が 可 能 とな り,

デ ー タ通 信が 拡 大す る と この 自由化 の 波 は銀 行,証 券,保 険 ,物 流,流 通 と

い った 多 くの業 界 に波 及 し始 め て い る。

こ こで は まず セ ゾ ン グル ー プにお け る総 合Lナ ー ビス カ ウ ンタの イ メ ー ジに

つ い て説 明す る。(図2-1.8参 照)

総 合 サ ー ビろの サ ー ビス の種 類 と して は情 報案 内,取 引照 会,加 盟 店 情 報

案 内,カ タ ログ照会/送 付,チ ケ ッ ト予 約/販 売,カ ル チ ャー セ ンタ ー案 内,

カ ー ド会 員 入会 手 続,キ ャ ッシ ン グ等 が あ る。

総合 カ ウ ンター また は ク レジ ジ トカ ウ ン ターで は こ れ らの 総 合 的 な サ ー ビ

スが受 け られ,百 貨店 をは じめ コン ビニエ ンス ・ス トア等 の カ ウ ンター さ ら

に家 庭 か らの利 用 もで き る。 この 時 ネ ッ トワニ クは,と れ らの サ ー ビス に対

応 す る情報 通信 処 理 の 役 割 を 担 う こ ととな る。

情 報 通信 処 理 の ク レジ ッ トの 多 目的 利 用 につ い てな が め る と図2二1.9の

よ うに な る。

キ ・ヤ プテ ン端 末 か ら ビデ オ テ ック ス網 を経 由 して キ'ヤ プテ ンセ ジ ター の 商

品 の 画像 情 報 を 検索 し,会 員番 号 と電 話番 号 と暗 証 を 入 力す る こ と にφよ って

買い た い商 品 を選 定 す る ク レジ ッ トカニ ドでの 決済 は,画 面切 替 をし,ク レ

ジ ッ ト会社 の コ ンピ ュー タセ ン ターへ の接 続 を して こ の処 理 を行 う。 この よ

うに して ホー ム シ ョ ッ ピ ングが 可 能 とな る。

これ と同様 に電 話機 と フ ァク シ ミ リ端 末 を用 い,ANSERへ の接 続 を行 う
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こ とに よ りカ タ ロ グシ ョ ッピ ングも可 能 とな る。 家庭 とセ ゾ ン グル ー プ.との

ネ ッ トワー ク イ メー ジを 図2-1.11の よ うに 考 えてい る。

ホ ー ム シ ョッ ピ ングに おけ る情 報 処 理 は 会 員 番 号,電 話 番 号及 び 暗 証 の チ

ェ ック,顧 客 情 報 の 内 容 の確 認 と与 信 チ ェ ック,支 払 い 処 理,ク レジ ッ トの

明細 の 出 力 な どが あ る。

キ ャ ッシ ング につ い ては 図2-1.10の とお りで あ り,例 えば 電 話機 か ら

キ ャ ッシ ングの 申込 み を受 けた ク レジ ッ ト会 社 はFINEを 経 由 して 銀行 へ
.

の振込み を行 う。 この後,申 込者がCD端 末等か らキ ャ ッシングを受けるこ

ととなる。 この ときも情報処理が重要な役割 を演 じるこ ととな る。

;::麟欝 ・螂
(図田:手 順 省略)

④ キャッシング
申し出

振込先の

申し出

②承認NO,撮 込月 日/引出可能月日

①② 同上。r

易 鍵
1;多1ユ ー

、ビデオ テ ッ
クス網

他社
クレジ。 川

クレ ジ ヅ ト

会 社 別書

(llOST)信 服⑲

田… シ・べ

.』CD/ATM(銀 行)

図2-1.10キ ャ ッ シ ン グ

,
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こ の よ うに して 通 信 回線 が 解放 され,各 企 業 は 競 って 自 由な オ ン ライ ン シ

ス テ ムを構 築 しよ う とす る とお互 い のイ ンタ ー オペ ラ ビ リテ ィ(相 互 運用 性)

を喪 失 し,相 互 に接 続 す る こ とが 困難 とな る。 例 えば流 通 業界 にお い て コ ン

シ ゴ・一マ,・バ ン クが 系 列 毎にCD/ATM及 び 各種 端 末 を設 置 す る と1つ の

店 舗 に は複 数 の 種 類 の 異 なる 端 末が 設 置 され,乱 立 した 企 業 別 シス テ ムを相

互 に接 続 す るた め に は ビジ ネス プ ロ トコ:ルを 変 換 して 接 続 しな けれ ば な らな

くな る。 こ こで い うビ ジ ネス プ ロ ト'コル とは,・各業 務 にお け る電文 フ ォー マ

ッ トとこの 電 文 に含 まれ る 内容 を中心 にお い た プ ロ トコル を,い・う。

ビジ ネス プ ロ トコルは 情 報 処 理 プ ロ ト、コル と通 信 プ ロ トコル に2大 別 で き

る。 ,.,、 ∵㌦,

情報処理 プロ トコルは今迄述べて きた業務処理 廿一 ビスの提供のための も

のであ り,通 信 プ ロ トコルは通信 のためのチ ャネルを提供す るための もので

ある。

少 し細 く述べ る と 通 信 チ ャネ ルの 形成 に は ハ イ テ ク指 向 が 望 まれ る。 即 ち,

伝 送 制 御 手順 には ハ イ レベ ル伝 送 制御 が,ネ ッ トワー,ク経 由の と きの ネ ッ ト

ワー ク制御 に は,例 え ば パ ケ ッ ト交 換 の手順 が用 い られ る。

さ らに 業務 処 理の 窓 口まで の た め の トラ ンス ポ ニ ト制 御 が用 い られ る情 報

処理 プ ロ トコル には,業 務 処 理 の べ ー,スとな る セ シ ョン制 御 が あ り,こ れ ら

がISO,CCITT等 で標 準 化 の 検 討が行 わ れ,ほ ぼOSIプ ロ トコルが 定

ま っ てい る。 ・.・;一 、

tプ 、レ1ゼン テ ニ シ.ヨ・/以 上 の 手順 は ま さに 電文 フ ォー マ ッ トと電 文 の 内容 で

あ り,こ の情 報 処 理 プ ロ トヲル の検 討に は,数 多 くの シス デ ムに おけ:るサ ー

ビろを 検 討す る こ と と な る。

サー ビスの 種 別 は ハ イ キ ャ ッチ の必 要性 か ら今 も どん どん 進 化 してお り,

また今 後 も さ らに 速 度 を 増 して の拡 大 が 予測 され る。.
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従 って次 の点 の 検 討 が重 要 で ある。

・現 状 の ビジ ネス プ ロ トコル の把 握

・将 来 の+一 ビス の拡 大 へ の 対応

現 状 の ビジ ネス プ ロ トコル の典 型的 な例 と して は 流 通業 のJ手 順 と全 国銀

行協 会 の 全 銀 協 手順 が あ り,概 要 は 表2-1.9の とお りで あ る。

将 来 のサ ー ビスの 拡 大へ の対 応 と しては 次 の もの が あ る。

・業 務 デ ー タの 効 率的 な処 理

・業 務 デ ー タの 迅 速 な伝 達

・オペ レイ タ ガイ ドに よる容 易 な操 作

・マ ンマ シ ンイ ン タフ ェー スの充 実 に よ る 効率 の 向 上

コ ジシ ュー マ ー ・パ ンクの通 信 の相 手 と して は,

・最 も 大切 な 個人 顧 客

・顧 客 の受 け 口の 中心 と なる 加盟 店

・へ ・顧 客 の受 け 口で あ る百 貨店 ,小 売 店 等 の 店舗

・商 品情 報 の 提供 元/提 供 ル ー トとな る卸 業/製 造業

が あ り,こ れ ら をふ ま えた上 で の 標 準化 が 要 望 され て お り,標 準 化 の3面 性

と しては 次 の ものが あ る。

・』'・ 標 準 化機 構iによ る 標準 化

・シス テ ム メ ー カー に よ る標 準化

・ユ ーザ ー団 体 に よ る標 準 化

ビジ ネ ス プ ロ トコル に お け る最 も大切 な面 は,企 業体,複 合企 業 体 を複 数

集 め た業 界 ご との プ ロ トコル の統 一 で あ る。

今後 の動 向,通 信 の ハ ー ドウ ェア ・イ ンフ ラス トラ クチ ャーを ベ ース に ビ

ジネ ス プ ロ トコル を 含 め た 通信 の ソフ トウ ェア ・イ ンフ ラス トラ クチ ャー を

構 築 す る こ とが期 待 され る。

情 報化 の向 か う方向 は,社 会 の あ らゆ る レベ ルの ネ ッ トワ ー ク化で ある。
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表2-1.9代 表 的 な 業界 標準 プ ロ トコル

「

全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ ト コ ル

J手 順(JCA手 順)
ベ ー シ ッ ク 手 順 パ ソ コ ン 用

目 的 小売業 ・卸売業 間の受発注等 企業 ・銀行相互間のオ ンライ 企業 のパ ソコンと銀行の コン

取 引 情 報の オ ン ライ ン ・デ ー ン ・デー タ交 換 を行 な う。 ピュータ間で限 られた業務 の

タ交換 を行 なう。 データ交換 を行 ない簡 略化 し

て い る。1

制 定 機 関 通産省産業政策局/働 流通シ 全国銀行協会連合会 同 左
ステム開発 センタ(日 本チ ェ

.

一 ンス トア協 会)

標準化の範 囲 ① 伝送制御手順 ① 適用回線及び制御仕様 同 左
② デ ー タ ・フォ ー マ ッ ト ・伝送制御手順仕 様 ただ し,業 務範囲 を限定 した

③ セ ンタ ・コー ド ・電文制御手順仕様 ためにその内容に一 部変更が

② フォ ー マ ッ ト仕 様 、あ る。
・伝送 テキス トの構造及び 、

」

レイ ア ウ ト
' ・制 御電 文 別 フ ォー マ ッ ト

`

③ コー ド体系 ●よびデー タ

圧縮仕様

制 定 年 月 57年7月(JCAは55年7月) 58年10月 59年1月
㎡

・ `r

適 用 業 務 ファイル転送 フ7イ ル転送 同 左
1伝 送 で は1フ ァ イル のみ ・連 絡 モ ー ド ただ し,1回 の通信の中での

・照 会 モ ー ド モー ド変更 なし,1伝 送では

1フ ァイ ル のみ。

構 造 レイヤを意識 しない従来 から ISO.OSIの 基 本 モ デル の7 同 左
の構造 レイヤを意識 して階層化 され

て い る。

セ キ ュ1ノ テ ィ セ ンタ コー ド等か ら構成 され ・セ ンタ確 認 コー ド/パ ス ワ 同 左
るパ ス ワ ー ドに よ り,接 続 相 一 ド

手の正 当性 のチェック ・フ ァイル ・ア クセ ス キー に二

(電 文 レベル) よ る接 続 相 手,フ ァ イ ル ・

ア クセス相手の正当性 のチ
エ ツク(電 文 レベ ル)

電 文 保 証 ・伝送制御 レベル ・伝送制御 レベル 同 左
・制御用電文に よる再送 ・ファイル制御電文 による再 ただ し,フ7イ ルの再送は フ

送 アイル単位

電 文 ・J手 順独 自の制御用電文 を 全銀協制定による通信制御電 同 左
使用,ユ ーザ電文は任意 フ 文 ファイル制御電文 を使用, た だ し,ユ ーザ 電文 の フ ォー

オ ー マ ツ ト ユーザ電文 は任意 マッ トは全銀協磁気 テープ ・

フォ ー マ ッ トを使 用 。

伝送制御手 順 BSC(ノ ントランススペアレン}) BSC(ト ランスペ アレン ト) 同 左
EBCDICコ ー ドのみ た だ し,デ ー タ電 文 の レコー

ドはJIS8単 位,シ フトJIS

回 線 構 成 電話網 DDX-CS,電 話 網 電話網

通 信 速 度 2400 2400,9600(DDX) 2400

実'現 方 法 ほ とん どの ケ ー スは メー カー 各 メーカで標準S/Wパ ッケ 同 左
がS/Wパ ッケー ジを作成, 一ジを作成 して実現(全 銀協

ユーザが端末 も含めて開発 し か らの指導)

客先に提供す るケース も有

そ の 他 ・デー タ圧縮(全 銀協MTフ

オ ー マ ッ ト)
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す で に述 べ た とお り,総 合 生 活 産 業 と して顧 客 の ニー ズに合 わ せ て ク レジ ッ

トビジネ ス を積 極 的 に展 開 して い くこ とは,家 庭 及 び サ ー ビス カ ウ ンター,

そ れ に パ ブ リック ・スペ ース まで 広 が り,水 平/垂 直 含 め,総 合 的 レベ ルの

ネ ッ トワー クが要 求 され て きて い るb

ネ ッ トワー ク社 会 とい うこ とも,通 信 シ ス テ ムだ けの ネ ッ トワー ク社会 な

らば,そ れ ほ どの イ ンパ ク トを与 える もの にな らな いで あろ うが,人 間,モ

ノ,情 報,す べ て を含 ん だ 高度 の相 互 依 存 型 対 応 の総 合 ネ ッ トワー ク化社 会

の 実 現 に向 け て は,残 され て い る問 題 も多 い 。

通信 自体 の ネ ッ トワー ク,個 人 の プラ イバ シ ーの 確保 等,お び た だ しい 数

の 課題 が あ り,そ こに 到達 す る まで には こ う した 課 題 を地 道 に解 決 してい く

こ とが な に よ りも必 要 な こ とで あ り,そ う した 努 力 を積極 的 に あ らゆ る側 面

か ら続 け て い く こ とで あろ う。

`

一62一



2.2商 社 におけ るネ ッ トワーク化の現状と問題点

2.2.1総 合商社の全般的状況

現在の 日本には総合商社 は9社 あ り,そ の商品取扱高は,昭 和58年 度 の

実績で約3,600億 ドル(1ド ル=236円 換算)と,日 本のGNPの 大体3

分の1に 相当す る規模に達 している。 うち三国間貿易を含む貿 易取扱高は,

年間約2,100億 ドルであ り約6割 を占めてい る。

この ように,内 外の流通に大き く関わ ってい る総合商社の機能については,

次の ような ものが ある。

① 国際的 な総合力 を活 か した流通機能

② 貿 易取 引お よび国内取 引における金融機 能

③ 商 品の 開発と販売に伴 う リス ク,商 品 ・為替市況の 変動 に伴 う リス ク,

あるいは信用供与に伴 う リスク等,い わゆ る リス ク負担機能

④ 取 引先等への経営指導機 能

⑤ 内外の 多種 多様 な事業に投資 し,こ れ ら事 業を育成 ・管理 ・統轄す る

事業推進機能

⑥ 世界をつ な ぐネ ッ トワー クを通 じての情報機能

⑦ 人,物,金 と情 報を有機的に活かす オル ガナイザ ー機能

以上お よそ7つ の機能 を,有 機的 に発揮 してい る組織集 団が,総 合商社で

ある。

また別 な面か ら見て,繊 維,機 械,金 属,食 料,木 材,紙 パ ルプ,物 資,

石油 ガス,化 学品,建 設等 あらゆる商品取引 ・業 界に関わ ってい る事 も大 き

な特徴 である。

総合商社 の概要は以上の よ うで あるが,世 の大勢 として 「高度情報化社会」

に向って,各 企業がそれぞれ対策に追われ る中,総 合商社 もその一方策 と し

て関係す る各 業界の川上,川 中,川 下それ ぞれ に,情 報の ネ ッ トワー ク化 を

推進 している。

企業 間情 報ネ ッ トワー クの 目的は,第 一に省力化を中心 とする合理化に あ
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るが,他 方で,先 に述べた総合商社の機能 を補完強化す ることも重要 な目的

である。近年 「商社冬の時 代」 といわれ,ま た重厚長大 ・,素材産業の不況の

中にあって,ネ ッ トワー ク化は急 速に拡 大 してゆ くもの と考 えるが,派 生す

る問題 も少な くない。以下総 合商社 におけ るネ ッ トワーク化の現状 と問題点

・課題 を述べ る。

2.2.2商 社の情報化及び企業間 システムネ ッ トワークの現状 と今後

先に述べたよ うに総合商社 の取引は,各 業界 におよんでいるため,情 報 シ

ステムの構築 に当 っては,基 幹 となる全社統一 システムと営 業取 引毎の個別

システム,例 えば,繊 維 とか,鉄 鋼 とかい うよ うに,各 商品単位や 各部門本

部単位 に,あ るいは輸出取引,輸 入取引,海 外間取引,国 内取引 とい った取

引形態単位に,シ ステム化は進 め られてきた。

各社基幹 システムの構築は,以 上の社 内 システムの進捗 とともに,各 業界

毎にそれぞれの歴史 を持 って進んで きた。 以下,そ の歴 史 と共に特徴 を述べ

てみ たい。

(1)第 一世代(デ ー タ交換型)

昭和4}O年 代中期か ら昭和50年 後 半が,こ の時 代に当た り,草 分け的

い ,代表的 なものは,鉄 鋼業界,特 に高炉 メー カー と商社 との データ交 換で あ

る。

. .1繊 維や 食 品の 取 引等,デ ー タ量 の 多 い取 引 も.比 較 的 早 くか ら始 まって

、㍉・い る。に の 頃 は まだ 各社 の シ ス テ ムは,バ ッチ処理 が 主 流 で あ り,ま た シ

ス テ ム化 も総合 的 かつ 取 引 一 貫 型 で な か った こ とか ら,企 業 間 デ ー タ交 換

1'もtt取引の ある 一部 の デ ー タに 限 られ て い た。

・.,各 社 の デー タ入 力は キ ー パ ンチ(KEYTOM/T)が 中心 で,互 い に,

そ の 入 力業 務 の 省 力化 を 目的 と した デ ー タのや りと りを磁 気 テ ー プで行 っ

て い た。 した が っ て,企 業 間 の コ ミュニ ケ ーシ ョンの 大半 は,人 手 を介す

か書 類 をベ ース と した 。(図2-2:1)
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図2-2.1第 一 世 代 の デ ー タ 交 換 処 理 例 ・・t/・t、tt

(2)第 二 世 代(企 業 間 情 報 シス テ ム ネ ッ トワー ク型)i

昭和57年 の通信回線の一部舳 化を契機にジ繰 嘩 竺 ン'㍗ 端

金が進み・ 第一世 代のいわゆ る載 るデー ・交換か ら 三社 齢 治 テム

とシステ ムを結合す るネ ッ トワー ク型へ と移 っだ。 この背 景にはパ 各企業

と世 内システムのオ ンライン化が進み・従来め・ミ・理 に比心 治 テ

ム卵 容も離 化 し・かつまた取引鰭 型にな≒て唾 旭 ジ ・・一

ク鋤 取組蹴 較的蜴 であったことにもよる・/ス デぷ え 冷 ワ弓

の 特徴 は次 の 点 に あ る。 『'^

①'2社 間 の シス テ ムを,そ れぞ れ お互 い に 独 立 した形 態 を.ど りな が ら.

機 械的 ・シス テ ム的 に連 結 してい る。
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② 取 引一 貫 型 で.常 にお 互 い の整 合性 を確i認 しなが ら,デ ー タのや りと

りを行 う。(こ の結 果,デ ー タの 正規 化 が確 認 出来 て,通 常 個 別 に交 わ

して いた 書 類 を廃 止 可 能 とな る)

シス テ ム ・ネ ッ トワー クは 必ず しもオ ンライ ン伝 送 で あ る必 要 は な く,

上 の2点 が 満 足 出来 れ ば充 分 で あ るが,現 実 の 運営 を考 える と(時 間 的 ・

距 離 的 に),コ ン ピ ュー タ と コ ン ピ ュー タを通 信 回線 で結 合 しな けれ ば な

らない こ との 方が 多 い 。

現 在,こ の よ うな シズ テ ム ・ネ ッ トワー クの 例 と しては,対 紡 績 ・合 繊

メ ーカ ーや 対 高炉 メー カ ーあ る いは 対 自動車 メ ー カー等 の,1対1の ネ ッ

トワー ク結合 が 大 半 で あ る。 図2-2・2は ・ 繊 維 取 引 にお け6メ ー カー商

社 間 の 事 例 で あ る。

(3)第 三 世代(取 引 総合 ネ ッ トワー グ型)

第 二世 代 の ネ ッ トワー ク化 が 進 ん で くる と,2社 間 で,そ れぞ れ ク ロー

ズな 形 での ネ ッ トワー クか ら,'そ の 取 引 に関 与す る全 て の企 業 との ネ ッ ト

ワー ク化 要 請 が 高 ま って きた 。
シ ソ

例 えば,メ ー カー と商社 との 間 の ネ ッ トワー ク化 が進 展 す る と共 に,デ

ー タの 内容 が精 細 に な り
,か つ,タ イ ム リーな授 受 が行 なわ れ る ご とか ら,

客 先 に対 して も,従 来 に比べ,よ り早 く,よ り精 細 な デ ー タの提 供 が 可 能

とな る一 方 で,商 社 か ら メ ー カーへ の デ ー タ提 供 も,同 様 な ニー ズか ら,

客 先 との ネ ッ トワー ク化が 必 然 的 に 要求 され だ した。

同 じこ とが 倉 庫 業 者,海 貨 業者 等物 流 企業 や 加工業者等 との間で もい える。

引合/乙 波,契 約,生 産(加 工),入 出 荷(入 出庫,船 積/通 関),決 済

と,そ れぞ れ の 取 引 を一 貫 す る形 で の ネ ッ トワー ク化 は,今 日以降 の大 き

な 流れ と考 える し,そ の萌 芽 を見 る。(図2-2.3)

一67一



メ ー カ ー
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加 工 場

コン ピ ュー タシ ステ ム
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コン ピュー タ シス テム

銀 行 ・保 険会 社

コンピュータシステム

図2-2.3第 三 世 代 取 引 総 合 ネ ッ トワー ク例

2.2.3ネ ッ トワ ー ク化 の 問題 点 と課 題'.・.

ネ ジ トワー ク化 を 進 め る上 で,種 々 の 問題 と課 題 が あ るが,こ こで は,ビ

ジ ネ ス ・プ ロ トコ ル とい う面 か ら述べ てみ た い。

企 業 相 互 間 で ネ ッ.トワー ク化 を図る 上 で,基 本 的 に大 きな壁 とな るの は,

そ れ ぞ れ の 企 業 の もつ歴 史 や文 化,・特 性 の 違 いが あ る よ うに,そ れぞ れ の 業

務 シ ス テ ムや コ ンピ ュー タ ∵イス テ ムに も大 きな差 が あ る こ とで あ る。 これ

は,伺 業 種 ・業 界 とい え ども 同 じで あ る。 業 界 内で,標 準 化 ・統一 化 の努 力

は そ れ ぞ れ 進 め られ て い るが,長 い 間 に培 か わ れ て きた 各企 業 の シス テ ムを

一 挙 に改 訂 す る こ とは非 常 に困 難 を伴 う と共 に
,そ の コス トに 見 合 う効果 と

い った 経 済 性 か ら見 て も無 理 が あ る。 結 局,コ ー ドとか デ ー タ ・フ ォー マ ッ

トの 標 準 化 ・汎 用 化 とい った と ころ が 現 状 で あ る。 しか しなが ら,今 後 ます
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ます ネ ッ トワー ク化が進むなか,各 企業の構築 に要す る開発 コス ト負担や,

運営 コス トの増 加を抑制す るためにも,各 業界の中で,業 種 を越 えて標準化

に努 力 してゆ く必要性は非常に大 きい と考 える。 以下,ネ ットワーク化 を進

める上での問題点 に触れ てみ る。

(1)制 度又は取引条件面か らの問題

企業にはそれぞれ社 内の各種制度や規程が ある。例 えば,取 引管理の規

程 とか経理規程 等々であるが,メ ーカーと商社 あるいは商社 と取引先の間

では業種が異 るこ とか ら,当 然その内容も異 り,そ れ に基づ くコンピュー

タ ・シス テムもまた,同 様に異 なる。

一方
,取 引に当 っては,互 い に契約書で基 本的項 目は確認 し合 っている

が,慣 習によるものや取引担 当の商談時の取 り決めによる条件 もいろいろ

ある。 こういった もの を,ネ ゾ トワーク化の中で,ど う互いの システムに

齪 齢を生 じさせぬ よ う配慮 してゆ くかは,大 変や っか いな事である。

コンピュータ ・システムとネ ッ トワーク化が,ま す ます取引に深 く関与

してゆ く中で,こ の問題は避け ては通れない。商社は売手 と買手 の間に立

ち,こ の問題 に対応すべ く,情 報のバ ッファー的機能 を果 している ともい

える。

(2)処 理 ・手続面での問題点'・'・

一般的 に,取 引に係わ る業務 あるいはそ こか ら発生す る書類や情報 とい

った もの全 てが,完 全に コンピュータ ・システ ム化 され てい るケースは少

ない。 人手による業務の部分,人 手による書類の作成 あるいは人手による

情 報処理 とい った形で,コ ンピュータ ・システムと相互補完の関係にある。

特に緊急性 の高い例外的な処理や,シ ステム化が困難 な もの もそうで ある

が,コ ス トと効果 とい った経済性か らも,人 的作業は併存する。

また,企 業対企業の間に発生す る取引の流れ の中で,互 いの社 内手続上

の理由か ら派生す る諸問題 もある。ネ ッ トワー ク化以前か ら当然存在す る

事柄で あるが,互 いのシステムの整i合性を維持 しよ うとす ると,ど うして
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も解決 しなけれ ばな らない問題で もある。

(3)組 織面か らの問題 点`

企業は組織か ら成 り立 ってお り,取 引における情報のや りと りは,そ れ

ぞれの必 要な組織 か ら組織 に流れ てい るが,企 業間情報 システ ム ◆ネ ッ ト

ワー クにお い て 一番 大事 な こ と は この組 織 的 伝 達機能で ある。正 しく

相手 に伝達す るとい った事のためには,デ ー タの内容の正確性 と,そ の伝

達 方法に充分 配慮が必要で あると共に,互 いの企業内で起 る組織の改変に,

柔軟 に対応出来 る ネッ トワーク ・シス テムで ある事 も特 に重要 である。

(4)運 営面か らの問題点'・

取引におけ る情報 の ネ ッ トワーク化で,最 も神経を使 う問題 であ り,か

つ,ま た最 も解決 に時 間を要す問題 でもある。 ネ ッ トワーク化以前は,情

報の伝 達を書類や 人 と人の面談,あ るいは電話 といった形で行 っていた も

のを,デ ータとい う形で伝達す るわ けだがド相 手の行動確認をいかに して

送 り手の元にジ フィーぶバ ックす るか とい った事 も一例で ある。

例 えば 商社か ら倉庫 に出荷依頼 した品物 に対 し,今 日中の 出荷が可能

か どうか即座に確認 を し,も し出来 ない とした ら,他 の手段 に切 り変 える

といった応用 動作が必要 な ケースは,取 引のい ろんな局面で常 に発生す る。

その他,運 営時 間の問題,セ キ ュ リティの問題 あるいは ネ ッ トワー クの

トラブ ル時対策 等 々,運 営 に関す る課題は多い。 ・

2.2.4ま と め.・,

ば じめ に も述 べ た よ うに,商 社 は い ろい ろな 業 界 と業 種 と商 品 に か かわ り

あい を持 ち,ま た そ の 中 で 多 面的 な機 能 を持 ってい るが,今 後 ます ます ネ ッ

トワー ク化 社会 が 進 展 して ゆ く中 でtl流 通 の核 と して商 社 の 果 た す 役 割 は大

き く重 要 な もの と考 える。

そ うい った 中 で,そ れ ぞ れ の 会 社 の持 つ シス テ ムの 独 自性,あ るい は 取 引

それ ぞ れ の情 報 シス テ ム ・ネ ッ トワー クの 独 自性 を 活 か しなが ら,ビ ジ ネス
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・プ ロ トコル の 標準 化 あ るい は汎 用 化 を進 め てい くこ と こそ ,商 社 の 大 きな

役割 の 一つ で あ る と考 える。 それ は,利 便 性 や 容 易性 を高 め るだ け で な く,

よ り早 く,よ り正 確 に,よ り低 コス トに とい った ネ ッ トワー ク化 が もた らす

効果 を,も っ と急 速 に普及 させ てゆ く大 きな 力 と な るか らで あ る。

∵ ・ぶい'二

～
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2.3家 電業 界 に お け る ネ ッ トワー ク化 の現 状 と問題 点

2.3.1家 電業 界 の 概況

(1)家 電 業 界 の規 模

日本 にお け る 家電 製 品 の 生 産 高は,昭 和59年 時 点 で 国 内 出 荷 額4兆

2,312億 円,輸 出額4兆6,370億 円,合 計8兆8,682億 円 とな って お り,

個 人 消費 支 出 に対 す る 国 内 出荷 額 の比 率 は2.5%弱 を 占 めて い る。

この規 模 は 昭和30年 と比 較 す る と実 に130倍 に 達 し,こs30年

間 の 家電 製 品の"高 度 成長"が うか がわ れ る。

(2)家 電 製 品 の普 及 状 況

カ ラー テ レ ビ,電 気 冷蔵 庫,電 気洗 濯機,電 気 掃除 機 とい った主 力製 品

は いず れ も普及 率が98%を 越 えてお り,な か で も カ ラー テ レ ビは1家 に

1台 の時 代 か ら1部 屋 に1台 の時 代 に な りつsあ る。

最近 の 成 長 商 品 で あ るVTRは まだ 普及 率が30%台 で あ り今 後 の 伸び

が期 待 され てい る。

(3)家 電製 品 の動 向

以前 は 家庭 の文 化 度 をは か るバ ロ メー ターは 家庭 の 中 に モー ターが 組み

込 まれ た 家電 製 品 が い くつ あ るか,言 い換 える とモ ー ターの数 が 基 準 にな

ってい た が,最 近 は コ ン ピ ュー タ(マ イ コ ン)の 数 が 基 準 に な って き てい

る。

将 来 は パ ソコ ン ・ソ フ ト,ビ デ オ ソフ ト等 ソフ トの 数 で 文 化 度 を は か る

時 代が 来 るか も しれ な い。

一般 的 には 「電 気製 品」 か ら 「電 子 製 品」 へ ,「 音 製 品 」 か ら 「映 像 製

品」 へ,「 単 機 能 製 品 」 か ら 「複 合 製 品」 へ と変 化 して きてい る。

更 に今 後 の 方 向 と して は 従 来 の家 電 製 品 の ジ ャ ンル を越 えた電 話機,パ

ソ コ ン,ワ ー プ ロ,フ ァ クシ ミリとい った いわ ば 「脱 家 電 製 品」 又は 「拡

家電 製 品」 とい わ れ る もの が 増 えて い く傾 向 に あ る。

又,ハ ー ドだ け で な く,パ ソコ ンや ビデオ,デ ィス ク等 の 様 々な ソ フ ト
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が 売 上げ の 中で 大 きな ウ ェイ トを 占め る可能 性 も十 分 あ る と思 われ る。

(4)家 電製 品の 流 通 経 路

家 電 業 界の メ ー カ ーは 大 き く分 け る と3つ に区分 で き る。 即 ち,電 機 総

合 メ ー カー,家 電 総 合 メ ー カー及 び 専 門 メ ー カー(音 響 等)で あ る。

これ らの メ「 カ ーに よ って製 品 の 流通 経 路が 異 な って い るが,代 表 的 な

パ ター ンを示 した のが 第2-3 .1図 で あ る。

(電 機 総 合 メー カー,家 電 総 合 メー カー)

(音 響 等専 門 メー カー)

レ づ 一1

{般 小 売 店1
.,

十 家家電 量 販司

一1百 貨店 ・スーパー ト

消

費

者

一1直 司

図2二3.1家 電製品の流 通経路

流 通経路の構成比 においては,メ ー カー系列をは じめ と した小売店が圧

倒的で あったが,こ の10年 間に構成比の変動が起 り,小 売店 の売上げ ダ
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ウ ンに対 し.家 電量販店,ス ーパーが各 々約2倍 にな ってきている。今後

もこの傾向は しば らく続 くもの と予想 され る。

(5)流 通経路の変化

従来か らの家電製品を従 来のルー トだけで売 っていたのでは売上げが伸

びない。そ こで新 しいル ー トを開拓 して売上げ を伸ばす動 きと,従 来なか

った新 しい製品 を従 来の ルー トで も流す と同時 に新 しい ルー トを求めてい

く動 きが最近 特に 目立 ってきている。その理 由は,製 品の 多様化に対応す

るルー トの多様化 にある。

製品 にして もルニ トに して も従来の家電業界の枠 を越 えて,他 の業界 と

の競合 牲 じて きてお り・ 又他の業界嫁 電 ルー、トを利用す る動きも今後

二層増 えて来 るもの と思われ る。

2.・3.2家 電 情 報 シス テ ム化 の背 景

(1)企 業 内OAの 限 界 、

5'0年 代 におけ る家電業界の情報 シス テムは,メ ー カーサイ ドでは社 内

及び系列 グルー プ内のOA化 が中心で あ り,一 方流 通小売業におい てもP

OSや パ ソコン導入に、よる社 内OAに 重点が置かれていた。
　 ぞ 　

しか し,企 業 内OA化 を徹底 してい くと最後 に残 って しま う部分が メー

カーにも流 通小売業 にもでてきた。 そ してそ の部分をQA化 す るためには

もはや各企業単位では解 決で きない こともは っき りしてきた。

具体的縛 例 をい くつか挙げると受発注銚POSの インス ・アマー

キ ング業 務 等 で あ る。

① 受 発 注業 務 の 問題 点

流 通小 売 業 にお い て は メー カ∴,販 社 へ の 発 注 は,電 話,フ ァクシ ミ

リに よ っ て行 ってい た が,非 常 に 人 手が か か る上,ミ ス も多 く時 間 もか

か ってい た 。 一 部 で は 自社 で 発注伝 票 を プ リ ン トア ウ トし,メ ー カー,

販社 へ 手 渡 し してい たが,こ れ も伝 票 の 仕 分 け 作 業 と受 け渡 し事 務 量 が
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増 え問題 になって きた。

一方,メ ーカー,販 社側 も電話や ファクシ ミリを受ける事務作業や,

伝票を先方まで取 りに行 く時間の問題,更 には これ らを社 内伝票 に全部

打 ち替 える タイプ業務等の問題点 をかXえ ていた。

② イ ンス トアマーキ ングの問題点

50年 代の後半か ら流 通小売業では売場の レジの合理化か らPOSを

導入する機 運がひ ろが ってきた。

しか しPOSは 単 なる レジの合理化だけでな く,そ の機能を フルに生

かせば商品の単品管理に よる売れ筋 商品の把握,死 に筋 商品の把握 によ

り在庫管理の質的向上がはかれ,経 営上大 きな効果が得 られる ことがわ

か って きた。

しか し,POSに よる単品管 理を行 うためには仕 入れ た商品 にPOS

に イ ンプ ッ トす るための コー ドを 自社 で付番 し管理す るイ ンス トアーマ

ーキ ングを行わなければ な らないが ,こ れ が非常に大きな ネ ックとなっ

てい る。

(2)企 業間OA=ビ ジネスオ ー トメーシ ョン(BO)へ の展 開

前項 で説 明 した ように企 業内だけでは解決で きないOAに ついては取 引

してい る企業同志が話 し合 って進め なければ実現で きない ことがは っき り

して きた。 そ して家電業界で も60年 代 に入 って,流 通小売業 とメー カー

が話 し合 う場作 りが急 速に進んで きてい る。 ・.L・

こ うして1企 業の能率化を追求 した50年 代のO・A化 は,60年 代に入

って企業 間,更 には業界全体 の効率化 を追求す る ビジネス,・オー トメーシ

ョンへ と移 りつSあ る。

即ち,ビ ジネス ・オ ー トメーシ ョン(BA)と は,「 企業間の取 引その

ものにかxわ るOA」 であ り,今 後取引の方法や条件 にまで 大きな影響 を

与 える ことは必須で ある。
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(3)BAの 基 盤=ビ ジネ ス プ ロ トコル

企業 同志 が 話 し合 って進 め な い と進 まな いBAに お いて 重 要 な ポ イ ン ト

は 「取 引 に 直接 影響 を 与 える情 報 化 シス テ ムに 関す る プ ロ トコル(規 約)」

を 取 り決 め る こ とで あ る。 これ を ビジ ネ ス プ ロ トコル とい う。

即 ち,ビ ジ ネス プ ロ トコル とは 「コ ン ピ ュー タ とネ ッ トワー ク を中 心 と

した 広範 囲 にわ た る企 業 間 の取 引の た め の基 本 的,標 準的 な事 務規 約 で あ

る」 とい える。

この ビジネ ス プ ロ トコル の 標準 化 こそ が 今後 の 家電 業 界全 体 の 取 引 の 効

率 化 の イ ンフ ラス トラ クチ ャに な る。

2.3.3家 電情 報 シ ステ ム化 の 現 状

家電 業 界 にお け る情 報 シ ス テ ムにつ い ては 大 き く分 け て,2つ の流 れ が あ

る。1つ は 各 メ ー カー の 自社 系 列店 に 対 す る情 報 シス テ ム化 の 取 組み で あ り,

1つ は 大型 電 気 量 販店 や 地 域 店,更 に は ス ーパ ー等 との非 系 列 店 と メ ー カー,

販社 間 の情 報 シ ステ ム化 の 流 れ で あ る。

こXで は後 者 の 流 れ の 中 か らオ ンラ イ ンに よ る受 発注 シス テ ム と ソース マ

・∴一キ ングの対 応 につ い て紹 介す る
。'

'(1)'オ
ン ライ ンに よ る受 発 注 シス テ ム

ビジネ スオ ー トメー シ ョ ンの中 核 を 占め るオ ンライ ンに よ る受 発 注 シス

テ ム(EOS)に も様 々な シス テ ムパ ター ンが ある が,代 表 的 な もの とし

て 掲 げ た のが 図2-3.1で あ る。

④ 流 通 小 売 業 の 各支 店めPOSに よ り売上 情 報,在 庫 情 報 を も とに した

発 注 デ ー タが 本部 の ホ ス トコ ンピ ュー タに吸 い 上 げ られ る。

ぺ ◎ 本 部 で は 全 支 店及 び 本 部 在 庫 と最 近 の 売上 情 報 を分 析 した 上 で 各 支店

か らの発 注 デ ー タの修 正 を行 う。

◎ 本部 の コ ンピ ュー タに メー カ ー,販 社 別 の発 注 用 メ ール ボ ックス を用

意 しデ ー タを セ ッ トす る。
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◎ メ ー カ ーは 本社の コンピュータか ら,取 決 め た 時 間 に流 通 小 売業 の コ ン

ビ ュ ー タへ 受 注 デ ー タを と りに行 く。

㊤ 受 注 デ ー タを在 庫 引 当後,各 販 社へ 出 荷指 示 の デ ー タを 送信 す る。

㊦ 各販 社 は 出 荷 伝 票 に も とず き,品 揃 えを行 い 各 流 通小 売 業 の 支店 へ 納

品 す る。

⑮ なお,在 庫 切 れ に つ い ては,メ ー カ ー,販 社 か ら電 話 又は フ ァク シ ミ

リで 流 通 小 売業 の 本部 へ 連 絡す る。

以上 が 現 状 のEOSシ ス テ ムの概 要 で あ るが,い うなれ ば 「ワ ンウエ イ

型EOS」 で あ り,「 パ ッチ型EOS」 で あ る と もい え る。

(2)EOSの 問 題 点

① メ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ トの 不 統一

まだ 実 施 して い る流 通 小売 業 の数 は 少 な い が,各 店 毎 にほ とん ど異 っ

てい るの が 実 状 で あ る。 現 在 チ ェー ンス トア協 会 で ま と めた オ ンライ ン

受 発 注用 の メ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ トの標 準 化 が あ るが,ま た十 分徹 底

され てお らず,又,他 の 流 通業 で は まだ 標 準 化 案 が な い。

② 諸 コー ドの 不 統 一

と くに商 品 コー ドは 各 流通 小 売業 の 社 内 コ ー ドが 使 用 され てお り,メ

ー カー,販 社 は 各 店 別 の商 品 変 換 マ ス タ ーを持 って 社 内 コー ドに 変換 し

てい るの が 実 状 で あ る。

まだ オ ンライ ン実 施店 が 少 な い ので なん とか 対 応 で きて い るが,・将 来

的 に は こ のや り方は 行 きづ まっ て くるで あ ろ う。

商 品 コー ドの他 に も取 引先 コー ド等 各 店 個有 の コ ー ドが 多い 。

③ 伝 票 フ ォー ムの 不統 一

最近 はA,B,C様 式 の 統一 伝票 の 他 に 大 型電 気 量 販店 を中 心 と した

E様 式 も設 定 され,フ ォ ーム の上 では 標 準化 が進 ん で い る よ うに 見 える

が,個 々に は 伝 票 の セ ッ トが 異 った り,伝 票 の 項 目ぺ の表示 方 法の 条 件

が 店 毎 に異 った り して い る状 況 で あ る。
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④ 伝 送 手順 の 問 題

J手 順 に よる オ ンライ ン シス テ ムが 多 い が,他 の手 順 に よ る ケ ース も

あ り,メ ー カー,販 社 側 は オ フ コン,パ ソコ ン等 を駆 使 して対 応 して い

る部分 も あ る。 又,J手 順 も伝 送 効率 の 面 か らは,見 直 しが 必 要 な時 期

に きてい る。

(3)ソ ー ス マ ーキ ングへ の対 応

60年 代 はPOSの 時 代 で あ る といわ れ て い る。 確 か に 最近 の 流 通 小売

・業 のPOS導 入は 急 速 に進 ん で きてお り
,流 通 にお け る情 報 シス テ ムの基

本 シス テ ム と して の 位 置 を固 め つSあ る。

しか し,POSシ ス テ ムの 基 盤 とな る ソー ス マ ーキ ングが 普 反 しない 限

り流 通 小 売業 にお け るPOSシ ス テ ムの 効 率 的 な運 用 は 期 待 で き ない
。 家

電 メー カーは こ うした時 代 に対 応 す るた めに 家電 製 品へ の ソー ス マー キ ン

グ実 施 に踏み 切 った。

以下 そ の概 況 を紹 介 す る。

① 名称 と 目的

「家電 統 一 商 品 コー ド」 と称 し,各 メ ー カーの 全 商 品 に コー ド付 け を

行 う もの で,使 用 目的 はPOS用 の ソー ス7:一 キ ング用 コー ドと して 使

用 す る一 方,今 後 の オ ンラ イ ンに よ る受 発 注 シス テ ムの 中で 共 通 商品 コ

ー ドと して 流 通 小 売 業 に 使 って も ら うこ とを 狙
った もの で あ る。

② コー ド体 系

JANコ ー ド体 系 を採 用 して い る。

従 って13桁 の 標 準 コー ド及 び8桁 の短 縮 コー ドを使 用 してい る。 各

メ ー カー共 コー ド付 番 を コン ピ ュー タ によるシ リーズNO自 動 採 番 と して

い る とこ ろが 多 く,従 って コー ドには 分類 の た めの機 能 は な く,い わば

単品 識 別 コ ー ドで あ る。

③ ソース マー キ ン グの 方法

世 界 で も例 の な いOCRコ ー ドとバ ー コー ドの併 記 方式 と し,OCR
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コー ドの前 には13桁 の 場合はT.8桁 の短 縮 コ.一 ドの場 合 はEを 付 し

て区分で きるよ うに してい る。

これ は 家 電製 品の 販 売 ルー トの 多様 化 の視 点 か らバ ー・・コー ド方式PO

Sで も0.C.R方 式POSで も流 通 側 で 任意 に使 っ て も ら える よ う配慮

した もの で あ る。

④ 実 施時 期

家電 製 品 を3区 分 し,.61年4月 か ら62年4月 にか け て3段 階 に分

け て 実施 す る。 当初 は 流 通段 階 で イ ンス トア マー キ ン グが一 番 手 間 のか

か る小物 品 か ら実 施 し,遂 次 大 型 商 品 へ と進 め て い く。 但 し,据 付工 事

を 伴 うよ うな 大型 商 品 や,サ ービ ス 補 修 部 品 に は ソー ス マ ーキ ン グを行

わ な い。

(4)「 家電 統一 商 品? .一 ド」 の 伝達 シ ス テ ム

流 通 小 売 業 で ソース マ ー キ ングの コー ドをPOS、 に 利用 す る には,予 め

メ ー カー か らそ の コ ー ドを入手 し,自 社 のPOS用 コ ンピ ュー タに マ ス タ

ー と して 登 録 して お か なけ れ ば な らな い。 家 電 メ ー カ ーは,当 面 その 手段

、、、.jlと し てVβNヤ ン8,一 一を 利 用 レた シ ス テ ム を 構 築 し 実 施 に 踏 み 切 っ た 。

・ …以 下 そ の 概 況 を 紹 介 す る 。
、.…ll

,・ρ ・ シ ら テ ム 概 要 ∵ ・

㌧バ 絃 ろ テ ム に つ.y・て は 図'2-,3.3の 通 り で あ る 。

～ キ・
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図2-・3.3「 家 電 統 一 商 品 コ ー ド」 の 伝 達 シ ス テ ム

}

ト ビ 　 ガ

各・づ 一は新製品を醒 する酬 で耀 統哨 品 玉ー ドを決め伝送

又は磁気テニプにてVANセ ジターへ連絡ナる.VANセ ンタ÷ではデ

≡:諜㌫㌫㌫二=ll舞 ㌻∴
',.+

或は プ リン トリ
,スト等 の形苗 給す る・,

② 嘩 手順一':∴"1「i,

∀ 日 モ ンテ と游 づ 伝 送にっv・てはJ手 順 を採用 してい る. 、

③ 実施時期

61年4月 か ら実施 してい る。
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2.3.4今 後 の情 報 シ ス テム 化 に つい て

(1)推 進体 制

家電 メ ー カー の集 りで あ る 家電 製 品協 会 が 中心 に な って,第2-3.4図

の よ うな組 織 で推 進 して い る が,今 後 は 更 に こ う した 各 流 通 チ ャネル との

話 し合V・の場作 りと話 し合いによるシステムの標準 化が進め られ よう。

流通情報システム化

委

家電製品協会

POS{足 進委員会

家職 通の情報 システム化懇親会

,座長 通産省電気機器 課長

メンバー 家製協、 家電メーカー

工 葉会、NEBA、 百貨店 協会'

チェー ンス トア協会、,全国 卸商連

メンバー、懇談会の副委 員

(調整機関の機能)

ソースマーキングWG

情報化WG

NEB・A

との情 報化連絡会.

百z貨 店 協 会

・との情 報化翠総会,

チェーンストア協会

との情報化連絡会

NE、BA

情報化関連委員会

日本 百紅 袖 会

.情報化関連委員会

日本チェーンストア協会

情報化 開運委員 会

参加工 業会:(社)-日 本 竜機工集会、(社)日 本電 子機械工業会=!(社)日 本冷凍 空調工業会、(社)日 本 電球工莫会、(社)日 本乾

電池工葵 会、.(社)日本冨電池玉 菜会、(社)iヨ本照明器具工 菓会、(社)εヨ本事務{接続 工黄金、(社)日 本 ガス石1日

借器工 莫会、這気テー プ工 案会

,

■

第2-3.4図 家電流通の情 報 シス テム化推進体制
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(2)今 後 の課題

① 統一商品 コー ドの伝 達 システムの改善

現在の シス テムは全ての家電製品の コー ドをVANを 利用 して流通小

売業へ伝達 してい るが,今 後は特定の製品だけを任意 に要求で きるよ う

な システムが要請 されてこよ う。

② オ ンライ ン受発注のた めの メ ッセージ ・フォーマ ッ トの標準化

60年 代 に最 も普及す るであろ うオ ンライン受発注に備 えて,メ ーカ

ーと流通小売業 との話 し合いによ り出来 るだけ早 くメ ッセー ジ ・フォー

マ ッ トの標準 化を進 める必要がある。

③ オ ンライ ンデー タ交換の通信手順の再検 討

現在 はJ手 順 によるオ ンライ ンデータ交換が主流 であるが,ま だ デー

タ量 も少 な く,又 実施 している数 も少ない のでなん とか対 応 してい るの

が実状であるが,今 後の拡大に対応するためには もっ とス ピー ドのある

回線の選択 と漢字伝送等の機能面の見直 しが必須 になろ う。

④ 請求,支 払 メ ッセージ ・フォーマ ットの標準化

受 発注の オ ンライ ン化 と並行 して請求 データ及び支払 データの交換も

増 えて行 くこ とが 予想 されるので,標 準化の検討が課題 になっている。

●
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60年 度調査研究のまとめ第3章
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第3章60年 度調査研究のまとめ

現 在,標 準 ビジネ ス ・プ ロ トコル と呼 ば れ る プ ロ トコルが い くつ か あ る。 そ れ

は,メ ー カ ー ・卸 問屋 間 の受 発 注 ネ ッ トワー クな どで主 と して使 わ れ るJ手 順,

決 済 ネ ッ トワー クな どへ の 普及 が 期待 され る全 銀 協 標準 通 信 プ ロ トコル,ク レジ

ッ ト関 係 で主 と して使 わ れ てい るCATネ ッ トの手 順 な どで あ る。 この うち,J

手 順 はJIS化 され てい る ので,名 実 と もに標 準 ビジネ ス ・プ ロ トコル で あ る。

さ て,こ れ らの ビジ ネス ・プ ロ トコル の規 格 を眺 め る と,規 格 書 の か な りの 部

分 が,通 信 シス テ ムの 記述 に割 か れ てい る こ とが 判 る。 そ の ため,ビ ジ ネス ・プ

ロ トコルの 標 準化 を,通 信 システ ム の標 準 化 と して受 け取 る 向 き も多 い。 従 来 の

ビジ ネ ス ・プ ロ トコル は通 信 シス テ ム と一 体 化 して お り,こ の よ うな解 釈 を一 概

に 誤 りとす る こ とは で き ないが,通 信 シス テ ム と ビジネス ・プロ トコル の関 係 を

整理 してお く必 要 が あ る。 ・

当 調査 研 究 で は,ビ ジ ネス ・プ ロ トコル の定 義 を ま とめ る に当 り,通 信 シス テ

ム と ビジ ネス ・プ ロ トコル との 分 離 を試 み た。 こ の よ うな分 離が 可能 で あ れ ば ,

次 の よ うな 利 点 が あ る。 通信 シス テ ム と ビジネ ス ・プ ロ トコル を分 離 す る こ とに

よ り,ユ ーザ ーは,前 者 を選 択 の 問 題 と し,後 者 に的 を絞 った共 通 化 の 検 討 が 可

能 に な る。

実 際 問 題 と して分 離 で きる か ど うか は,分 離 型 と して 開発 され た ビジネ ス ・プ

ロ トコルが 実 使 用 にお い て も有効 で あ る とい う実績 が必 要 で あ るが,ペ ー パ ー ・

プ ラ ンの 段 階 で の見 通 しを述べ れ ば,J手 順 な どに比 べ て,コ ス ト高 には な る も

の の,有 効 で あ る と思 わ れ る。'、

本 章 で は,ビ ジネ ス ・プ ロ トコルの定 義 そ して標 準 化 のた め に今 後 検 討 す べ き

項 目な どについて述べ る。
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3.1基 本分 析'f'・.J・":∵ 一 ・、t"1'

3.1.1ビ ジネス ・プ ロ トコル(BP)に 対する認識

産業の情報化お よび ネ ッ トワーク化の実現 を推進す るための要件 としてB

Pの 標準化が重要であるとされ る。その ためには,ま ずBPを 定義 し,で き

,る だけ明確にす る必要があ るし,..種々の重大 な利害 を超 え統一 し標準化 しよ

うとす る試みは大変な困難を伴 うであ ろ うことは容易 に予想 され る。

BPと い う用語は最近の ものであるが産業の情報化の急速 な進展 と共に企

'業 間の関係が複雑化す るに至 ってそれ らの情報交換のため オ ンライ ンネ ッ ト

ワーク化の要求が急速な高 ま りを見せ ている6、このためBPで 代表 される新

語 によ ってその必要性が包括的 に表現 された訳で,新 しい言葉 に よ り問題の

所 在 と新 しい取組が容易にな るこ とが 期待 できる。i'

1ふe,',・ 、'

3」.2ビ ジ ネス ・プ ロ トコル(BP)の 仮定 義.・'、 ・"」 、l

BRの 定 義 と して は 中間 報 告 とほぼ 同 様 の考 え方 を と り企 業 間 の 業務 取 り
(甑 ア㎜一一

決 め(契 約)1:に も どつ く情 報 交 換 お よ び 情報 処理 に関す る規 約 とす る。・た

.;だ情 報 処理 を加 えたの は ネ ッ トワー ク化 の 内容(そ の 深 さ).にiよD,情 報 の交

'換 だ け で な く処理 を規 定す る レベ ノレがBPに 要 求 され るか らで あ る
。1

3.1.3ビ ジネ ス ・,プロ トコル,(BP)の 構 造`t・r・.,・'

仮 定 義 に基づ きダ その 構 造 を分析 す る。"BPの 概念 的 な構造 は 図3-1の

とお りで あ る。 一 般 的 にBPは 図示4層 の 規約 に関 係 が ある 。 下 層 の通 信 シ

ス テ ム規約 は 電気 通 信 の分 野 で従 来 か ら確 固 た る標 準 化 が行 わ れて お りヂ ま

た 最 近OS:・liモ デル 乏 して標 準 化 作 業 が 進 め られ てい る。 これ はBPの 範 囲

か ら除 い た方 が 良 い と思 わ れ る の で残 りの3層 とな る。 ただ し,通 信 システ

ム規 約(標 準)と そ の上 位 層 で あ るBPと は後 述 の よ うに密 接 な 関 係が あ り

(注1)昭 和60年9月 に 「ビジネ ス ・プ ロ トコルの調 査研 究」 として ま とめ た小 冊 子

一86一

●



本来独立でない ことは注意を要する。

⑲

上 位 ↑

下 位 ↓

OSI参 照 モデ ル

、 、

BP構 造

__二 「、

ア プ リ ケ ー シ ョ ン

、

、

＼

＼
＼

、
、

＼

＼
、
|

/
/

/
/'

/

業 務 規 約

プ レ ゼ ン テ ー シ 。 ン 事務運用規約

セ シ ョ ン 情 報 システム規 約 工

.

ト ラ ン ス ポ ー ト
:

通 信 システム規 約

ネ ッ ト ワ ー ク
、

'/
一

/_,

/

リ ン ク

ラ ィ ジ ガ ル ～
杁'

本 来 のBP

と考 え ら れ

る部分 ,

:

)す

Tl

'図3-1BPの 概 念 的 構 造

●

3.L4ビ ジネス ・プ ロ トコル(BP)の 理解レベル

企業間の業務 の契 約,,約 束 にもとついて相互 の ビジネスの情報 を交換 し,

;そ の情報 を相互理解 で きることがBPの 最 も基 本的 な事項である。 この理解

叫 ベル畝 間向志である臨 のレベノ・から織 味 ㌘ ゴ ラへ 更にご
ミ

… れ らに よ 品 表 現 され る情 報 シス テ ム レベ ノレに至 る ま℃ 幾 層 かρ レざ ルが

;あ って 相 互B.pが 成立 す る。 この事 を図372で 示 す?,t/.、.1

3.1.5情 報 伝 達 の 要 件'

1情 報の交換には情報嘩 が醒 でありその要件は表3 ..1の 鋤 であ
ト 　

・ る。情報のネ ッ トう ÷ ク化 には情報 その ものの理解 に加 えて,伝 達 た関 して

,のBPを 決める必琴が ある。 、
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情 報 シス テ ム 性能

機
品 質

タイ ミング

処理手順

械
電文様式

機械言語 文 字 符 号(コ ー ド)

プ ロ グラ ム言語

事 務(業 務) 帳票様式

業 務 コ ー ド

契約

手順手続
人

自然言語 文章

文字 文 字,シ ンボル

言葉 文法

単語

国語

e

図3-2情 報 の 理 解 レベ ル

表3-1情 報 伝 達 の 要件

1

必要な情報を

(情報内容形態)

理 解できる内容,形 態 業 務 取 決 め(契 約)

メディアの 区 分(郵 便 ・

電 話 ・FAX・Mr伝 送)

2

必要な相手へ

(相 手先)

正 しい相手

(単数 又は多数,

不特定 の場合 もある)

相手確認

相手規制

3
必 要 な時 に

(タ イ ミ ング)

で きるだけ早 く或は指

定の時刻に

応 答時 間

時差,不 在,同 報

4
正確 に伝 える 正確に

安価 に

障害への対応

代替手段
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3.2ビ ジ ネス ・プ ロ トコル(BP)の 定 義

基 本分 析 を踏 ま えて行 った,BP定 義 の結 果 を示 す。

,

3.2.1大 枠的定義

BPは,企 業間の業務取 り決め(契 約)に もとつ く情報交換お よび情報処

理 に関す る規約で ある。 その要素は,

① 業務規約

② 事務運用規約

③ 情報 システム規約

④ 通信 システム規 約

であ る。①～④の要素が互い に独立であれば,図3-1の よ うな階 層構造 と

して,こ れ ら4つ の要素 の関 係を示す ことができる。

現段 階では,① ～③ の要素の独立性がは っき りしないため,階 層構造 とし

て定義す ることは見送 ったが,後 述の狭義の ビジネス ・プロ トコル設定の障

害にな っているので,こ の面の検討 を今後行 う必要がある。

3.2.2ビ ジネス ・プ ロ トコル(BP)狭 義 の定義 の必要性

BPの 標準化が必要 なことは,は っき りしてい るが,そ れで は,前 項で示

したBP全 体の標準化が必要 なのか とい うと少々問題がある。前項 で示 した

要素 個々について検討すれば 次の ようたなる。

① 業務規約

業務の方法は,個 々の業界や企業で千差万別であ り,こ れ を一律に規

定 して しまうのは,少 々疑問が 残る。

② 業務運用規約

業務運用は,業 務に密接 に関係 している とはい うものの,運 用スタイ

ルは,基 本的パ ターンが あ り,現 在 でもある枠 内で統一 され ている可能

性があ る。
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③ 情報 システム規約tl

内部構造は ともか く,外 部仕様は標準化すべ きであ るδ

④ 通信 システム規約

既 に標 準化の作業が進んでい る。 ㌧

以上 の分析 か ら,標 準化すべ きBPと 競争すべ きBPの 存在が感 じられる。

また,通 信 システ ム規約 は,サ プライヤーの責任 で標準化作業が実施 され て

いるので,こ れを含 まないBPを 定義 してお く必要 がある。それが,狭 義の

BPで あ る。'

3.2.3狭 義 のビ ジネ ス ・プ ロ ト=]ル(BP)`1

狭義 のBPは,前 項 で 述 べ た背 景 で 生 まれ た標 準 化 を必 要 とす るBPで あ

る。 したが って,第3.2.1項 で あげ た4つ の要 素 の一 部 を,狭 義 のBPと し

て再 定 義す る こ とに な る。 一

(1)・通 信 シス テ ム規約 の除 外 －tt

元 来,通 信 シ ス テ ム規 約 は,サ プ ライ ヤ ーの 責 任範 囲で あ り,BPの 他

の要 素 が 主 に ユ ーザ ーの責 任 範 囲 に あ るの に 比 べ て 特徴 が あ る。 そ こで,

通信 規 約 を分 離 す るの は,極 めて,自 然 な成 り行 きで あ る。'

前 述 した よ うに,通 信 シ ステ ム規 約 は,電 気 通 信 の 分野 で従 来 か ら確 固

た る 標準 化 が 行 われ てい るので,こ れ を期待 す る のが ノー マル だ とい うこ

と もあ る。

(2)業 務 規約 の 除外

"、 業 務 規 約 の 標 準 化 とは〆 例 えば 取 引 条件 の 標 準 化 な どを意 味 す る。 これ

が 無理 で あ る こ とは 明 らか で あ ろ う。

(3)狭 義 のBPの 基 本 要素'、+

"狭 義 のBPは ,`残 る2つ の 要素(事 務 運 用 規 約,情 報 シス テ ム規約)の

一 部 と して 定i義 され ,主 に情 報 シ ス テ ム規 約 に 関 わ る部分 で あ る。 も し,

事 務運 用 規 約 と情 報 シ ステ ム規約 が 互 い に独 立 で あれ ば,情 報 シス テム規
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約が狭義 のBPで あ る。

狭義 のBPと は,標 準化すべきBPで あるか ら,も し事務運用について

も標準化すべ きであるな らば,狭 義 のBPに 含める必要が 出て くる。 この

辺 りは,各 企業の 自主性 を どこまで認 め るか とい うことと関連があ り,簡

単には決 め られ ない。 今回の定 義ではジ グ レー ゾーンとして取 り扱 ってい

る。

以 上 の こ と と,BPが 基 本 的 に は 企 業 間 の情 報 交 換や 情 報 処 理 に関 す る

規約 とい う解 釈 と を結 合す る とダ 結 局 メ ッセ ー ジ交 換 に 関す る規 約 とい う

こ とに な り,そ の 基 本 要素 は,

① 一コニ ドに関 す る規約.

② メ ッセ ー ジ ・フ ォ ーマ ッ トに関 す る規 約

③ メ ッセ ージ取 り扱 い に関 す る規 約(情 報 処理 に関す る規 約)

に な る。 『 ・

狭 義 のBPB・P全 体

(=標 準 化 すべ きBP)

事 務 運 用 規 約

情報 システム規約

通信 システム規約

/

/

!

!

!

情報処理の規約

メ ジ セ ー ジ ・ フ ナ ー

マ ッ トの 規 約

ドの 規 約

図3-3狭 義 のBPの 基 本要 素

3.24帳 票 システムとオ ンライン ・システム

現実的 には,企 業間の情報 交換方式 は複数 ある。 代表的なのは,帳 票 タイ

プとオ ンライ ン ・タイ プの2方 式で ある。磁気媒 体による方 式は,両 者 の中

間的性質 を持 っている。情報交換方式 の違 いによ って,表3-2に 示す よ う
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に,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル(BP)の 基 本要 素 は 異 な る。:

表3-2情 報交換方式に よるBPの 違い

BPの 要 素

狭 義 のBPの 基 本 要 素

帳 票 方 式 磁 気 媒 体 方式 オ ン ラ イ ン 方 式

事 務 運 用 規 約

情報システム規約

(人 間) (人 間) 情 報処理規約

帳 票 フ ォ ー マ ッ ト フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ ト メ ッセ ー ジ ・フ ォ ー マ ッ ト

コ ー ド コ ー ド' コ ー ド

従来,BPの 要素 として言われて きた 「帳票」 と 「コー ド」はプ 帳票型 デ

ータ交換 におけ る狭義 のBPの 基本要素であ ったことが判 る。帳票 方式 と磁

気 媒 体 方 式 では・(注1)人 手(表3-2で は カ ッ コ書 き して あ る)が 介在 し

て い るた め,オ ンライ ン方 式 に 比 べ て,BPは 単 純 化 してい る。 人 手 は,現

在 も っと もす ぐれ た コ ンバ ー タ ーだ か らで あ る(多 少 のBPの 違 い は 人 手で

吸 収 で き る)。

尚,帳 票 方 式 で デ ータ交 換 を行 って い て も,各 企 業 内で は コ ンピ ュ ータ処

理 が行 わ れ て お り,帳 票 方 式 とは,す べ ての 処 理 が 書類 シス テ ムで実 施 され

る とい う意 味 で は な い。

(注1)通 常,人 手 はBPの 要 素 に しない 。
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3.3今 後 の 課 題

3.3.1ネ ッ トワー ク化 と ビジ ネ ス ・プ ロ トコル(BP)

(1)ネ ッ トワー ク化 の進 展

企 業 シ ス テ ムの ネ ッ トワー ク化 は,通 信 の 自 由化(以 前 は企 業 の ネ ッ ト

ワー クに は 制度 上 制 約 が あ った。)と 取 引 きの多様 化(低 成 長 成 熟経 済 の

到 来 で 従 来 の た て割 りの企 業 グ ル ー プの 系 列化 秩序 が失 われ つ つ あ る。)

に よ り広 範 囲 な複 雑 な 企業 関 係 を背 景 と して急 速 に進 展 しつ つ あ る。

今

α

同業 者ABC

同業 者XYZ

記

(注)A.B.Cは 同 業 者で 例 えば メ ーカ,α は共同利 用 デ ータ ベ ース。

X.Y.Zは 同 業 者 で例 えば 商社,β は受 発注 デ ータ の交換 シ ステ ム。

rはA'"Zま で の全 企 業 で利 用 す る例 えばANSER。

図3-4ネ ッ トワ ー ク化 の進 展
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(ネ ッ トワー ク化 の例)
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●

(2)ネ ッ トワー ク化 の深 さ とBP

図3-1の ビ ジネ ス ・プ ロ トコル(BP)の 階 層 構造 を,上 位 層 ほ ど円

の 中心 部 に な る よ うに描 い て表 現 す る と,重 な りの 中心 に入 った ネ ッ トワ

ー ク化 ほ ど,深 い ネ ッ トワー ク化 と言 える。 異 った シス テ ム 同士 で情 報 交

換 を 行 う場 合 に は程 度 は あ るが,単 に伝 送 制 御 手順 を一致 させ るだ け で は

な く,実 際 に は ア プ リケ ーシ ョ ンに 至 る まで,合 意 の上 で行 わ れ な けれ ぼ

な らない の で,シ ス テ ム同士 の 接 続 の場 合 図3-6の 真 中か 右 の 形 に な っ

てい るの で は な いか と考 え られ る。 例 えば 全 銀 協 プ ロ トコル で企 業 と銀 行

間 でMT伝 送 を 行 う場 合,全 銀 協 プ ロ トコル部 分 のみ 双方 で一 致 させ てい

るわ け では な く,デ ータ受 信後 の 銀 行 シス テ ム での 口座 振 替,振 込 の 処理

まで 行わ れ る こ とが 当然 の 合意 と して 成立 して お り,こ の よ うな事 務 運 用

規 約,業 務 規約 に まで 立 ち入 ってい るの が実 態 では ないか と思 わ れ る,・も

ち論,シ ス テ ム内 での 処理 の仕 方(コ ンピ ュ ー タ内部 の コ ー ド,デ ー タハ

ン ド リング方 式 等 の プ ログ ラム内容etc)ま で は規 定 して い ない が,論 理

的 な部分 ま で定 め な けれ ば 成立 しない の がBPの 現 状 で は な いか と考 え ら

れ る。 チ,

◎o
デ ー タ伝送(通 信 回線a)オ ンライン結 合(専 用 システム)'ネ ットワーク共用(共 同 システム)

・ .、 図3-6ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 深 さ

3.3.2ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコ ル(BP)の 要 素 の 独 立 性 の 確 保 ∴ ㍉ ぞ
ヅ

前述 しだよ うに,BPの 各要素は複雑 に関連 してい るのが現状 である。 こ

れ らを独立 に取 り扱 えるよ うにす るのが重要だ と思われ る。

J手 順な どを参照す ると,通 信 システム規約 とも情報 システム規約 ともと
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れ る規約が存在す る。通信 システム規約 とそれ以外の規約 とを独立 にするた

めには,情 報 システ ムか ら見 た場合 に透明になる通信 システ ムを規定すれば

よい。OSIモ デルに基づ いた通信 システムの標準化 は,ま さにこの方向に

向 っている。

例 えば,透 過 モー ドでない通信 システムを用 いると,一 部の文字 が送れず,

漢字な ども送れ な くなる。すなわち,コ ー ドな どを決定す る時,通 信 システ

ム規約 を考慮 しなければ な らず,BP要 素間の独立性が ない。 もし,透 過 モ

ー ドの通信 システ ムを用いれば,こ の ような問題は解決 して しま う。

従来,非 透過モ ー ドの通信 システムを用い てきた主な理 由は,コ ス トの問

題であ った。技術的進 歩が著 しい現在では,通 信 システムは基本的 に透過

(す なわち透 明)で あ る として,独 立 している と考 える ことが 可能だ と思わ

れ る。 したが って残 る問題は,業 務や業務運用 の規約か ら,い かに狭義のB

P(標 準化すべ きBP)を 切 り出す か とい うことに尽 きる。

・3.3.3狭 義 のビジネス ・プ ロ トコル(BP)の 基本要素 の詳細化

狭義のBP(以 後,特 に断 らないかぎ りBPは 狭義 のBPを 意味する)の

基本要素は,表3-2に 示す通 りであ るが,こ れ らの要素 の中であま り明確

でないのは,情 報処理規約である。

(1)情 報処理規約の意味

帳票を 目的の相手に渡す時 に,た だ単に渡すだ けで済む場合 もあるが,

何 らかの コメ ン トを付加す る ケースが多い。通常,こ の渡す時の受け答 え

は,社 会人の常識で あ るか ら,帳 票方式においては,BPと して特別の規

約 を設 けるこ とはほ とん どない。

しか しなが ら,オ ンライ ン化 を考 える時に,こ の常 識は曲げ物である。

コンピュータには常 識 は通 じないので,常 識を手順化 して プ・グラムしな

ければ な らない。 この 手順 に関す る規約が,情 報処理 規約 の一つの解釈で

ある。
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●

図3-7の 実例 を用いて説 明す ると次のよ うになる。

① 書類 を届け る場 合,先 ず電話 などで訪問時間な どを連絡 し,誤 りが

発生 しない ようにす るのが普通であ る。 この手続 きは,図3-7の

「制御電文(開 始)」 に相 当す る。

② 届けた書類が3つ の封筒に分類 されて入 っていれば,相 手 に渡す時,

それぞれの封筒 に どの ような書類が入 っているか簡単 に説 明す るであ

ろ う。 これは,図3-7の 「ファイル ・ヘ ッダー」 に相 当す る。

③ 書類を渡 した後,間 違 いな く渡 した事な どの確認 を含む挨拶 を行い,

書類 を届ける作業はすべて完了す る。 これが,図3-7の 「制御電文

(終 了)」 に相 当す る。

④ 以上,① ～③の処理 は,こ の順番で行 うのが普通で ある。 もし,③

→①→②の順番で行 った ら,相 手 はとまどって しま う。

ド 　 　 の ロ 　 　 　 　 の つ

}綱 電文(watS)1
L_一_____-D__」

レ ・イル ・～ ダー1

ー伝票
単

位

フ

ァ
イ

ル
単
位

伝票ヘッダー

伝 票へ7ダ ー ・オ プ シ ・ン

1

伝票明細行

伝票明細行 ・オプ シ・ン^

オ プ シ ョン

(

オ プ シ ョン

レ ・イル ・～ ダー1

r

オ プ シ ョ ン

白 ・イル ・～ ダー1

プ リン ト ・イメ ー ジ1

…

プ リン ト ・イメ ージn

オプ シ9ン

ア一 一 　ロ 　 　 ぽのコロヨ

1制 御電文(終 了)1
L=.一 一:一 一 一」

図3-7J手 順 にお け る メ ッセ ー ジ送 信順 序
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以上の事例は,も っとも単純 なケースであ り,「 フ ァイル転送型」 と呼ば

れ ている。そ して,企 業 間の事務運用規約の反映であ るこ とがお分 りいた

だける と思 う。 しか し,企 業間事務運 用規約のすべ てではない ことも,同

時 に分 る。そ こで,仮 の名前 を 「情報 交換方式」 とい うことにす る。

(2)情 報交換方式の パターン化'

情報交換方式は い くつか存在する。 「ファイル転送型」が存在することは,
に ユ

既 に分 ってい るが,少 な く とも表3-3に 示 す よ うな方式 が あ る と考 え ら

れ る。 一't-'

情 報 交換 方 式 は,・事 務 運用 規 約,も っ と基 本 的 には,業 務 の反 映 で あ る

が,業 務 の種 類 は 非 常 に た く さん あ る。 我 々の よ り どころ は,情 報 交換 方

式 に は基 本的 パ タ ー ンが い くつ か あ り,こ れ の組 み 合 せ に よ って,業 務 運

用が 実現 され てい る とい う考 え方 で あ る。 ち ょう ど,陽 子 や 電子 な どの基

本粒 子 の組 み 合 せ で,す べ て の物 質 が 構 成 され て い る とい うの と同 じで あ

る。

そ こで 必 要 な のは,実 際 の企 業 間の 業 務,事 務 運用 を分 析 し,表3-3

の 空 白 を埋 め て,情 報 交換 方 式 の基 本 パ タ ご ンを導 き出す こ とで あ る。

(3)BPの モ デル 化
..N::;一.一,

情 報 交 換方 式 の基 本パ タ ー./を 導 き 出せれ ば,各 パ タ ー ンに つ い て,実

現 す る場 合 の基 本 要件 を解 析 す る こ どが可 能 にな る。1
;"　 .二"∵ ・

この基本パ ター ンの組み合わせ によ りン 様 々な業務 を実現 できるとい う

ことは,基 本パ タ ーン自体は,業 務か ら独立 してい ることになる。その結
　 い ご ムに い ハ 　

果,前 述 した 業務 規約 ・事 務 運用規 約 か らのBPの 切 り出 しに,成 功す る

こ とに な る。'"『'"、":こ

こ の場 合,こ の 基 本 パ タニ ンは, .BPの 標準 モ デ ル とい うことが で き る。

なぜ な ら,こ の 基 本 パ タ ー ンが実 現 され た ≧ 乙 ㌧ワ ニ クで は,基 本 パ タ ー

ンの組 合 せ の工 夫 に よ り,言 い換 えれ ばBPの 変 更 な しに,様 々 な企業 間

の 業務 を実 現 で き るか らで あ る。
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表3-3、 情報 交 換 方 式 の基 本 パ ター ン

■

基本パタ_ン

処理
方式

機

対応 能

業務

フ ァイル転 送型 問 合 せ 型 フ ァイル更新 形

凹 『 『
バ ッチ型 で デ ー

タを送 信 す る。

業 務

A

B

C

'

3.3.4メ ッセー ジ ・フ ォー マ ッ トや コー ドな ど

前 述 した よ うに,BPの 標準 モ デル を導 き出す ことが で きれ ば,標 準 的 な

メ ッセ ー ジに含 まれ る項 目は,自 動 的 に定 ま って くる こ とが 予想 され る。

BPの 標 準 モ デ ル は,い くつか の 情報 交 換 の基 本 パ タ ー ンと して表 され る

が,そ れ ぞ れ の 処 理機 能,対 応 業 務が 定 ま る こ とに よ り,メ ッセ ージ に含 ま

れ な けれ ぼ な らな い最 小 限 の デ ータ項 目は,必 然 的 に定 ま って しま う。 この

結 果,メ ッセ ージ ・フ ォー マ ッ トで残 る 主 な問 題 は,デ ー タ項 目の 配 列(順

番)だ け に な る。

コ ー ドに つ い ては も っと難 しい 問題 が あ る。 コ ー ドは,コ ー ド化 対象 物 の

識 別 さ えつ け ば い か な る体 系 で も許 され,情 報 交 換 の基 本 パ タ ー ン,処 理 機

能 お よび 対 応 業 務 な どは,コ ー ド体系 決 定 にそ れ 程 寄 与 しない か らで あ る。

コ ー ドに つ い ては 別途 報 告 書 「業 界共 同 シス テ ムに 関 す る 調査 研 究 コ ー

ド調 査研 究報 告 書(昭 和61年3月,産 業 情 報 化 推進 セ ンタ ー)」 も参

照 され た い。

以 上 の よ うに,BPの 標 準 モデ ルの 作 成 に 成功 して も,メ ッセ ー ジ内 に お
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6

,

ドの問題 は残る ことになる。ける データ項 目の配列の問題お よび コ

ト

、

、
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9

3.4標 準化について

(1)標 準化の意味

BPの 標準 モデルを導 くこ とと,BPの 標準化 とは同一の意味ではない。

無論,BPの 標準モデル を標準化す ることは,望 ましい ことであ る。 しか し

なが ら,BPの 標準 モデルを標準化す るだけでは,BP問 題の半分 しか解決

で きない。 メ ッセージ内の データ項 目の配列 とコー ドの問題が解決できない

か らであ る。

BPの 標準 モデルは,論 理 的な帰納法,演 繹法の組み合せで導 くこ とが可

能であ るが,デ 〒タ配列や コー ドは,論 理的に導 くこ とは,ほ とん ど不可能

であ る。そ こで,経 験的結論の標準化 とい うのが有力な手法 になる。

この場合の標準化 とは,経 験的結論 を数学でい う公理 に して しま うことで

あ る。公理 とは証明な しに正 しい とす る定理 であるので,産 業界がそれ を認

めるか認 めないかが問題 になる。 当然,認 める業界が多 くなければ意味が な

い。

(2)標 準化

標準化 されたBPを 普及 させ る(す なわ ち標準BPを 産業界が認め ること)

ためには,強 力な力に よる義務化を行 うか,産 業界 自身に よる標準化 を行 う

かの2通 りの方法 しかない。そ して望 ま しいのは後者の方法 であ り,実 際の

選択 の余地 はない。

その ためには,話 合いの場が必要であるが,産 業界全体 が話 合 う場 を設定

す ることは無理である。 そ こで,業 界単位 の場,業 界代表 による業際的場 な

ど,様 々な形が考 えられるが,今 後,効 果 的な検討がで きる体制 な どについ

ても研究す る必要が 出ると思われる。

BPの 標準 モデルは,そ の ような場での標準化検討 の出発点 として,役 立

つ ことが期待 される。

最後に;NCSシ ステム構築 時に検討 された問題点 と広義 のBPの 問題点

を参考 事例 として示す。
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(3)参 考事例(NCSシ ステ ム)

① 主 な問題点

a.共 同利 用 の範 囲

b.サ ーービ ス 地 域

c.実 現 時 期

d.カ ー ド統 －

e.CD共 用

f.シ ス テ ム 運 用

g.シ ス テ ム接続 方 式

、"、1

h.イ ン タ フ ェ ー ス

日.応 答 時 間

都 市 銀 行 → 地 方銀 行 → 相 互銀 行54行

(最 大 の 問題 点),

.各 行 の 地 盤 で 利 害 関 係 あ り,

店 外 設 置CD(現 金 自動 支 払機)の 先 行 実 施 銀行

あ り,

我 国 初 の磁 気 力・一 ドの 標 準化(物 理 規格,及 び

・フ ォ ーマ ジ ト)(既 発 行 分 を ど うす るか が 問題 だ

った),・

無 人 運 用 の 共 同利 用CDの 開発,

MM(操 作 方 法,サ ー ビス機 能 な ど)の 統 一

(各 行,,メ ー カの 仕 様 が異 な る),

運 用会 社(NCS)の 設立,各 行 の 顧 客 情報

(残 高 な どの 守 秘),・1

'運 用 上 の セ キ ュ リテ ィ
,

100以 上 の シス テ ム を単 一 イ ンタ フ ェ ース

(BPの 標 準 化)で 結 合,… ・,

リアル タ イ ム フ ァイル 更新 シス テ ム

一 般 の顧 客 が 端 末操 作 ,

'各 行
slメ7力 別 で 異 な る方 式 の完 全 統r

'(以 後 の 金融 系 シ ス テム な どで はBイ ンタ フ ェ ー

ス と呼 ばれ 広 く用 い られ ている),、

端 末 系,セ ン タ ー系,運 用 監視 系 をそ れ ぞ れA,

Bお よびCイ ンタ フ ェ ース と呼 び完 全 統 一,

顧 客 に対 して 良好 なサ ー ビス を維 持 す るた め応 答

時 間 の 規 定,各 区 間割 付 け
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(各 行 は シ ステ ムの造 りの改 造 を必 要 と した),

j.信 頼 性 試験 機 能,修 復 時 間 と回復 手 順 等

(同 上),

k.処 理 方 式 多重 処 理 ・フ ァイルの 更新 方 法 の 規 定 等

(同 上),

② ビジ ネ ス ・プ ロ トコル(BP)の 問 題 点(表3-4参 照)

表3-4広 義 のBPの 問 題 点

レ ベ ル BP規 定 問 題 点

各 種 規 約 、 対 象 企 業 、業 務 、 各 種 取 引 条 件

1 業 務 既 得 権 、 力 関 係 、法 規 制 、

と り決 め 当事巷 間での調整の困難性

事務手続 既成事実 、力関係

2 事 務 帳 票類様式 標準が ない

業 務 コ ー ド 業界内 での調整必須

処理機能 機 能 改 善 、 メー カ に よ る造 りの 差

3 情 報 シ ス テ ム 信頼性

応 答時間 コ ス ト負 担 能 力

制 御手順 メ ー カ に よ る 差

4 通 信 シ ス テ ム

回線種別 或程度 の統 一必要
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資料1三 情報機関の情報交 流に関 する基本事項(要 約)

(1)情 報交流の意義 とその必 要性

① 近年,消 費者信 用市場 の急速 な拡大に伴い,消 費者側における多重債 務

の発生,金 融機 関や 与信業者側 におい ての過剰与信の発 生等,多 くの社会

問題を提起す るに至 っている。

② そのため,昭 和58年11月 に施行 された貸金業 規制法,並 び に昭和5

9年5月 に成立 した改正 割賦販売法においては,多 重債 務発生 の防止等消

費者保護 を図るため与信業者 に対 し,与 信に際 しての信用情報機関(以 下

「機関」 とい う)の 利用 を義務づ けている。 また,昭 和59年3月 にま と

められた大蔵 省銀行局長の私的諮問機関である,金 融 問題研究会の報告書

で も機関の当面の現実的対応 と して,機 関間の情報交流等が提 言 されてい

る。.

一方 ,金 融機 関や与信業者側において も,適 正 な与信判断 を行 うために,

機関 の整備 ・拡充 を望む声が高 まっている。 これ らの要望 ・課題等に応 え

るためには,将 来 における各機関 ごとの対応では問題 を整理 しきれないの

が現状 であ る。

③ 多重債務の発生,過 剰与信等の防止 をより効果的に行 うた めには,機 関

の統 合を図 り,一 元的 に利用す ることも一つの考 え方で あるが,わ が国に

おける機関の設立 ・発展経緯等 を考慮 した場合,機 関間の情報交流 を行 う

ことが現実を踏ま えた場合の最適の方法であ り,統 合 と同様な効果 を期待

す ることができる もの と判断 した。

④ 以上の ことか ら,三 機関は情報交流に よって期待 され る効果 を最大限に

発揮す るよ う努める とともに,消 費者保護に も十分配慮 の うえ相互互恵の

精 神にの っとって早 期に情報 交流 を行 う。

② 情報交 流の基本原則

① 相互互恵に基づ く情報 交流の原則

三機関が設立 され発展 して きた経 緯の違い等か ら,情 報 交流は相互互恵
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の精神で行い,三 機関が現在独 自に定 めてい る定款 ・規則等 または加盟会

員企業(以 下 「会員」 とい う)と の間で締結 してい る契約関 係等,そ れぞ

れの立場 を尊重す る。 さらに,情 報交 流によ って会員が不利益 を被ること

のない よ う留意す る。

② システム構築 におけ る経済性 ・合理性の原則,

三機関の情 報交流 システムは,正 確 ・迅速性,さ らに経費の負担低減 を

考慮 して,接 続は コンピュータホス ト間 の直結方式 を原則 とす る。但 し,

現在機械化が なされ ていない地区につい ては〆各地域の実情 に沿 った シス

テムを構築す る。`・

③ プライバシ ー保護 に配慮 した情報 交流め原則`

三機関の プライバシー保護 に関 して,会 員は消費者か らの情報の登録及

び利用 の事前承諾 を得てお り,ま た三機 関は会員 に対 し,目 的外利用を禁

止 し;利 用上の秘密保持 を課す ことや,与 信判断は会員の 自主性に任せ る

な ど,既 に諸規 則を設 け対応 してい る。情報交流 に判い これ らの規則は厳

正に連用す るが,同 意文書等め均質的な対応が必要 な事項につい ては,規

則の補充 ・改善 を図る。

④ 一情報一登録 に配慮 した情 報交流の原則'

三機 関の会員 の中には,業 務が多様化す るに伴 い複数の機関に加盟 し,

同一 情報 を複数 の機関に登録す るこ ともお きてい る。 一

この ごとはi情 報 の正確性の確保 とプライバ シL保 護の面か らは必ず し

も好 ま しい ことではな く,一 情報一登録 とす ることが望ま しい と考 えられ

るが,・これについては会員の十分な理解,公 平な競 争等に配慮 しなが ら漸

進的 に検討を行 う。 ・ 一

⑤ 情報の全面交流の原則

三機関の情報 交流は,多 重債務発 生の防止等 消費者保護 を図 るために,

情報 の全面交流が原則 となるが,そ の実 施には現状の 諸般 の事情 か ら,な

お期間を要す る と思われ る。 これ については,そ の実現 のために今後鋭意
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●

検討 を重ね る。

(3)情 報交流の実施要綱

① 契約の締結

情報交流の実施 に当 っては三機 関傘下のセ ンター間で,ま た各機関傘下

のセ ンターと会員において,次 の ような事項 を盛込んだ契約 を締結す る。

a.地 域 ・情報の範囲 ・実施時期等基本事項に関す ること。

b.会 員の資格 ・登録 情報 ・利用料 金 ・規約違反等利用条件に関す ること。

c.プ ライバ シー保護 ・苦情処理等 消費者保護 に関す ること。

② 情報 の範 囲

情 報交流の本来の 目的 を達成するためには,全 面交流が 目標 となる。 し

か し,全 面交 流実施には現状の諸般 の事情かち,な お期間を要す る と思わ

れ る こどと,'多 重債 務の増加な ど早急1こ対策 を講ず る必要か ら範 囲を限定

し,と りかか る。

a.交 流す る情報の範囲は,当 面事 故情報 とする。

b.事 故情報 の定義は,各 機関別 に定 める範囲 とす る。

c.情 報項 目は,別 に定 める範 囲 とす る。

③ プライバ シー保護の措置

。情報 の登録 と利用に関連 しての消費者の承諾 を得る。

。消費者窓 口(相 談 ・苦情 ・開示等)機 能の拡大につい て

a.情 報 の本人 開示

b.異 議 申出等の受 付

④ 消費 者に対 するPR

。三機 関の共 同PR

情報 交流につい ては,三 機関が共同 して プライバ シー保護措置に取 組 、

む など,適 正な運営 に努めることを消費者 に周知 させ る とともに,情 報

交流 によ り会員の与信機能が充実 し,一 方におい て多重債務発 生防止や

家計の健全 化に寄与す るもの であるな ど,消 費者に対 し情報 交流の基本
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的 な理解 を得るためのPRを 実施す る。

。各機 関のPR

三機 関がそれぞれ作成す るパ ンフ レッ ト等に,上 記共同PRの 内容及

び各機関への連絡先(住 所 ・電話番号等)な ど必要 な事項 を明記 し,会

員の店頭 に備 え付 け消費者への周知 を図る。

⑤ 実施時期

実施時期 については,昭 和61年 内を 目途 とす る。地域 ご との実施にあ

た っては事前 に三 情報機関連絡協議会の承認 を得 るもの とす る。

以上の基本事項について三機関で決定 し,実 施に向けての具体的推進 を図 る。

なお,今 後 も三情報機 関連絡協議会で情報交流 システムの円滑な運営及び拡充.

プライバ シー保護の対応,三 機関以外の機関 との交流の問題 な ど引続 き検討を

行 う。
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表 一1各 情 報 機 関(三 者 協)の 概 要

販売信川(60年6月 末現在) テ肖費 者金 品虫(60年3月 末現 在)

㈱ 信用情報セ ンター 個人信用情報セ ンター(全 銀協) 全国信用情報セ ンター迎合会(全 情辿)

組 織 形 態

・

株式会社組織(株 主は㈱ 日本信用情報センタ・

(社)日 本割賦協会 ・(社)全 国信販協会

地区銀行協会がその業務の一環 として運営 信用情報セ ンターの迎合会

営 業 エ リ ア 全 国10セ ンター 22地 区 34セ ンタ ー

創 立 時 期 昭和59年9月(|昭 和60年4月 営業開始) 昭和48年1月 ll召和51年9月

利 用 資 格 会員制(利 用 は会員に限定) 会員制(利 用 は会員に限定)

・

会員制(利 用 は会員 に限定)

会 員 数 約500社 約2500社 約4200社

登 録 情 報 数 約2000万 件(名 寄せ後1it定) 約748万 件 約768万 件

照 会 の た め の 必 要 事 項 氏 名 ・生 年月 日 ・郵 便 番号 ・地 番 コー ド ・

契 約 管理 区分 ・融資 額

氏名 ・生 年月 日 氏 名 ・生 年 月 日

主

要
回

答

事

項

顧客識別のための情報 氏 名 ・生 年月 日 ・郵 便 番号 ・地 番 コー ド ・

電 話 番号

氏名 ・生 年月 日 ・住 所 氏 名 ・生 年 月 日 ・住 所 ・勤務 先 ・、職 業

与信に関する情報 商品名 ・情報発生年月 日 ・契約管理区分 ・

契約年月 日 ・融資額 ・裁決額

取引種類 ・取 引情報(使 途 ・金額 ・実行 日

最終返済 自尊)

貸付年月 日 ・金額 ・貸付種別等

11r故 情 報 上記に加え ・情報種別 ・事故理由 ・延滞月

数 ・延滞度月数

事故日 ・事故内容(延 滞 ・代位弁済 ・取引

停止処分等)

延滞 ・代位弁済 ・貸倒償却 ・ ・不渡 り

破産等

そ の 他 変更(転 勤、転職、退職、死亡等照会履歴 照会目的 ・苦 情受付中マーク等 変更内容
■

データの保有期間 情報発生 日か ら7年 間

・

貸出実行情報～最終返済日か ら5年 間

事故情報～事故発生 日か ら5年 間

登録 日か ら6年 間
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三 者 間 の 開係:と 硫 ッ トワー クの イ メ ー ジ図'1
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資 料2CATオ ー ソ リネ ッ トワー ク の社 会 的 意義

(1)競 争 と協 調 の ウ ェル バ ラ ンスCAT

1つ の 加盟 店 で数 多 い種 類 の カ ー ドが 利 用 で きる時 代 で あ りなが ら,オ ー

ソ リ照 会 基 準 とその 内 容,売 上 伝票 の取 扱 い とその精 算 方 法 等,各 カ ー ド会

社 バ ラバ ラで統 一 され てい ない 。 カ ー ド会社 各社 の ポ リシ ーで 展 開 され て き

て い る環 境 の なか で,各 社 各 様 の カ ー ドが全 て利 用で き る共 同 利 用 のCAT

が 出現 した こ とは,健 全 な カ ー ド化 社 会 の進 展 に大 き く貢 献 して い くこ とで

あ ろ う。

(2)日 本 初 の完 全 オ ー ソ リゼ ー シ ョ ンCAT

まだ ま だ全 国 的 にみ てみ る と,一 般 加 盟 店 は無 効通 知 リス トと イ ンプ リ ン

タ ーで 対 応 してい る。

POSオ ン ライ ンシス テ ムは,一 見 オ ンラ イ ン,オ ー ソ リを して い るの で,

完 全 な オ ー ソ リ処理 で あ る と錯 覚 しが ちで あ るが,オ ー ソ リの質 的,量 的 な

もの は,無 効 通 知 リス トの レベ ル と大 差 な く,カ ー ド会社 か らみ る と完 全 な

オ ー ソ リとは い えない 。,

と ころ が,現 在 のCATは,全 体 的 に まだ まだ改善 点 を残 してい る とは い

え,各 カ ー ド会 社 の全 顧 客対 象 に 自社 独 自の オ ー ソ リ基 準 に 沿 った チ ェ ッ ク

が 出来,日 本 で 初 め て実 現 し えた こ とで あ る。

今 後,各 カー ド会 社 が 協 力 し合 って,完 全 なCATシ ス テ ムを作 り上 げ,

一 日も早 く全 国 展開 を図 り,健 全 な カ ー ド化 社 会 を作 り上 げ て い くべ き であ

ろ う。

(3)気 軽 に ク レジ ッ ト処 理 が で き るCAT

数 多 い カー ドに よ る取 引処 理 をす る加 盟 店 に とって カ ー ドをCATに 読 ま

せ るだ け で,各 社 各種 の カー ド処理 か 自動 的 に され る こ とは,

① カ ー ドの 種 類 とその 対 応 の 意識 を しな くて よい。

② フ ロア リ ミッ トとか 無効 リス トの 日枝 チ ェ ック とい った わ ず らわ し さか

ら解 放 され る。
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③ 無 効 リス ト見 落 し等 に よ る加 盟 店 側 の リスク が防 止 で き る乞.'

④ 加 盟 店 に お け るオ ー ソ リ業 務 の イ・メ ージ ア ップがは か れ る:6'1,

⑤ 不正 ・悪 質利 用客 及 び 多重 債 務 者 の オ フ リ ミッ ト化 が は かれ る。

等 の 革新 に よ り,加 盟 店 は 接客 と販 売 に 専念 で き安心 して カ ー ドサ ー ビスが

で き る。

(4)情 報 化 社 会進 展 の 鍵 とな る デ ー タギ ャザ リングCAT。

ここで い って い る デ ー タ ギ ャザ リ ング とい うの は,℃ATか らオ ンライ ン

で受 信 した売 上 デ ー タを,顧 客 請 求 処理 及 び加 盟 店精 算 処 理 等 に 自動 的 に連

動 す る こと をい ってい る。

オ ンライ ンシ ス テ ムで は,常 識 の こ とで あ るが,当CATオ ー ソ リネ ッ ト

ワ ー クシス テ ムで は 完全 に 出来 上 ってい ない。

この デ ー タギ ャザ リングにつ い ては

・各 加 盟 店 の オ ペ レー シ ョ ン レベ ル の差

・各 加 盟 店 の 売上 伝 票 締 時 間 及 び 精 算 の違 い 。

・CAT機 能 と各 カ ー ド会 社 ホ ス ト対 応

・eCATシ ス テ ム全体 の運 用基 準 の徹 底 難

等 の 違 いが,今 まで 常識 化 され て い る。

コ ン ピ ュ ータ結 合 に よ る企 業 間 情 報 交 換,CD/ATMに よ る マネ ーデ ー

タ ネ ッ トワー ク及 びPOSに よ る オ ンライ ンネ'ッ トワ ー ク等 に よ る デ ータギ

:㌣ザ リン グ と比 較 して非 常 に難 しい 課 題 で あ る。・

しか し,ま す ます 情報 化 社 会 が進 展 し,家 庭 に まで ネ ッ トワ ークが 広 が っ

て い くた め に も又,新 しい シ ス テ ムを一 般 大 衆 に具現 化 してい くた め に も,

完 成 させ るべ きで あ る し,完 成 後 のエ レ ク1ロ ・マネ ー社 会 の 進 展 へ の貢 献

は 大 きい と思 わ れ る。

(5)各 カ ー ド会 社 にお け る ク レ ジ ッ トシス テ ムの推 進 役CAT。

顧 客 の タ ー ゲ ッ ト,カ ー ドの 発行 基 準,'カ ー ドの 汎 用 性 と機 能,カ ー ド利

用 の諸 条 件 につ い ては,各 カ ー ド会社 の政 策 に基づ い て拡 大 して きてい るの
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で,各 カ ー ド会 社 に よ って違 ってい る。 そ して,各 カ ー ド会 社 は そ れ を 自社

の ノウハ ウ と認 識 して い る。

と ころ が,1台 の共 同利 用CATに 各社 の オ ー ソ リ基 準,ネ ッ トワー ク及

び シ ス テ ムに関 す る条 件 が顔 を 出 して くる よ うに な って くる と,こ こに標 準

化 が 必 要 に な って くる。

ビジネ ス ・プ ロ トコル の統 一 の面 か ら もよ り早 く標 準 化 と各 カ ー ド会 社 の

システ ム全 体 の 精 度 向上 をは か る時 期が き た とい える。

(6)ク レ ジ ッ トビジ ネ スを 支 えるCAFISネ ッ トワー ク

現 在,CAFISを 利 用 した,ネ ッ トワー クと して は,CATとCDの 全

国 展 開 ネ ッ トワ ー クに利 用 して い る。 顧 客 ニ ーズ に合 った カー ド戦 略 に対 応

してい くに は,ANSERネ ッ ト及 びFINEネ ッ ト,ビ デ オ テ ッ クス網 等

との複 合 ネ ッ トワ ー クに拡 大 して い くと予 想 され,ク レジ ッ トビジ ネ スに二

番 近 い ネ ッ トワ7ク と してCAFISの 役 割は 重 要 であ る。

ネ ッ トワ ー クと ビジ ネ ス ・プ ロ トコル の側 面 か ら,NTTの 資 料 の なか か

ら,CAFISの サ ー ビス機 能 とイ ンタ ー フェ イス につ い て ま とめ てお く。

ひ
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(1/3)

適 用 業 務 サ ー ビ ス,・ 機 能

業 務 名 業 務 内 容 機 能 形 .態

第]次

シ ス テ ム

加 盟店 端 末

オ ン ライ ン

シ ョッ ピ ン

グ業 務

加 盟 店 端 末 と カー ド

発 行 会 社 セ ン タ を接 続

し,売 上,与 信,取 消

等 の即 時 処理 を行 う。

① ス イ ッチ ング

加 盟店 端末 と カー ド発行 会 社 セ

ン タ間 で 送 受 信 され る シ ョッ ピ ン

グ デ ー タの ス イ ッチ ン グ を行 う。

② ブ ・ トコル 変換

加 盟 店 端 末 と カー ド発行 会 社 セ

ン タ間 の プ ロ トコル 変 換 を行 う。

加盟店端末

CAFISカ ー ド発行

センタ 会社 セン タ

-、

'口
・

加 盟 店 端 末

テ ー ブル

情 報 設 定

業 務

加 盟店 端 末 の テ ー ブ

ル 情 報 の 設 定 を オ ン ラ

イ ンで 行 う。

① 加 盟店 端末 テ ーブ ル 情 報 の 設定

加 盟 店 端 末 ヘ テ ー ブル 情 報 を送

信 し設 定 す る。

② 加 盟 店 端 末 テ ー ブル 情 報 の 登 録

上 記 テ ー ブル 情 報 を カー ド発 行

会 社 か ら受 領 し フ ァ イル に 登 録 す

る。(オ ン ラ イ ン又 は パ ッチ)

CAFISカ ー ド発行

センタ 会社 セ ンタ

加盟店端末

一一(}一

管理資料

作成業務

上記業務に関する各

種管理資料 を作成する。

次 の よ うな管 理 資 料 を作 成 す る。

① カ ー ド発 行 会 社 別 取 扱 い件 数

② 加 盟 店 端 末 テ ー ブ ル設 定 状 況

な お㍉2次:3次 の サ ー ビ ス提 供

に と もな っ て 必要 に よ り作 成 資料 を

.追 加す る。

CAFISカ ー ド発行
センタ 会社 セ ンタ

lQ}
L-〔
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⑯ ㊨
■



P

●

肉

フ ェ ー ス

第2次

シス テム

(2/s)

適 用 業 務

業 務 名

加 盟店 セ ン

タオ ン ライ

ン シeッ ヒ'

ング業務

カー ド発行

会 社提 携

オン ライ ン

シ,ツ ピング

業 務

ロー カル

売上 デー タ

集 信業務

事故 カー ド

.デー タ

配 信業 務

CD提 携

キttrlシング

笑筋

代行売上

処理業務

業 務 内 容

加 盟店 セ ンタ とカ ー

ド発行 会 社 セン タを接

続 し,売 上,与 信,取

消等の 即時 処理 を行 う。

提 携 してい る カー ド

発 行会 社 セ ンタ相互 間「

を接 続 し,売 上,与 信

取 消等 の即 時処 理 を行

う。.

加盟 店 におけ る ロー

カル兄 上 のデー タを,

カー ド発行 会社 セ ン タ

で集信 す る。

事故 カー ドデー タ を

カー ド発行 会社 セ ンタ

か ら加 盟店 セ ン タへ配

信 す る。

〔

カー ド発行会社相互

間及びカー ド発行会社

と銀行相互間のCDの

相互利用による現金の

代払い処理を行 う。

カー ド発行 会社 セ ン

タの休 止 ・障 害時 に一

定条 件 の もとで,売 上

の 即時処 理 を行 う。

サ ー ビ ス 機 能

機 能

① スイ タチ ング'

加 盟店 セン タと カー ド発 行会 社

セ ン タ間 で送 受 信 される シ ・フビ

ングデ ー タの スイ7チ ング を行 う。

② プ ロ トコル変換

加 盟店tン タと カー'ド発 行会 社

セ ン タ間 の プ ロ トコ ル変換 を行 う.

① スイ ブチ ン グ

カー ド発行 会社 セ ンタ相 互間 で

送 受 信 され る シ ・ッ ピン グデ ータ

の スイrチ ング を行 う.

② プ ロ トコル 変換

カー ド発行 会社 セ ンタ相 互間 の

プ ロ トコル変 換 を行 う○

① 集 信

加 盟店 端末(セ ン タ)の 要求 に

よカ,,ロ ー カル売上 デ ー タを カー

ド発 行会 社 セン タ別に メ・一 ル ボ ッ

ク スに収 納す る。

② 配 信

カー ド発行 会社 セ ンタの 要求 に

より,メ ール ボ ックズ収 納 のデ ー ・

タ を送信 す る。

① 集 信

カー ド発行 会社 セ ンタの 要求 に

より,事 故 カー ドデ ータ を メー ル

ポ プク スに築 信ず るo

② 配 信 「'.

メー ルボ クク ス収 納の デ ー タを
'加 盟 店

セ ンタへ配 信す る。

'① スイ プチ ンク

カー ド発行 会社 セ ン タ相 互間 及

び カー ド発行 会社 セ ンタ と銀行 セ

ノタ間 で送受 信 され るキ ャ ッシン

グ デー タの スイ ・チ ンク を行 う。

② プ ロ トコ空変換

カー ド発 行会 社 セン タ相 互間 及
し

び カー ド発行 会社 セン タと銀行 セ

ンタ問 の7ロ トコル変換 を行 う。

.① 代 行 先上処 理

加 盟店 端末(セ ンタ)か らの 売

上 要求 に対 し.事 故 カー ド,金 額

等 のチ ェプク を行 い,宛 上 可能 で

あ れば,.要 求 元へ 許可 の 旨通知 す

る。

② 売上 デ ー タ配 信

カ ー ド発 行会 社 セ ンタ縛 開始 後

代 行売 上 デー タ を当該セ ン タへ 配

信 す る。

③ 事故 カー ドデー タ登録

事故 カー ドデー タ をフ ァイルに

登 録す る。

形 態

加盟店
・ビン タ

CAIFS

センタ

カート発行
会社セン'

A社 カード発行CAFIS
会社センタ セン'

Bカ ード発行
会社七ン'

加盟店端末等 加盟店端末等

加盟店端末 dAFIS

センタ

カード発行
会社センタ

加盟店
センタ

CAFrs
セン'

カード発行
会社セン'

、Aカrド 発行

会社 ・tン'

CD

CD

CD

加盟店端末

加盟店
センタ

Bカ ード発行
会社セン'

CAFlS
センタ ▲カー ド発行

会社セン'

…{コ

事故カードファイル

代行売上フ7イル
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フ ェー ズ

第3次

システ ム

適 用 業 務

乗 務 名

電話機利用

与信業務

カー ド発行

会 社 ・銀行

間CD提 携

キャッシング

乗 務

キ ャプ テン

端 末 ホー ム

・シ写プビング

業 務

噛、.

業 務 内 容

加盟店の電話機とカ

ー ド発行会社センタを

接続 し,与 信の即時処

理を行 う。

カ ー ド発 行会 社 と銀

行 のCDの 相互 利 用に

よる現 金 の代払 い 処理

を行 う。

'
キ ャ プテ ン端末 と カ

ー ド発行 会社 セ ン タを

接 続 し,ク レ ジ ッ ト.に

よる ホー ム タ,ッ ビン

グの 売上,取 消等 の 即

時 処 理 を行 う。

サ ー ビ ス 機 能

機 能 ・

① ス イ シチ ング

(ANSERネ ッ トとの接続)

ANSERシ ス テ ム(音 声照会 通

知 シス テ ム)とCAFISセ ン タを

接続 し,加 盟店 電 話機 とカー ド発

行会 社 セ ンタ間 で送受 信 され る与

信 デー タの スイ ッチ ン グを行 う。

ANSERシ ス テ ムの音 声認識 応

答機 能に よ り,電 話機 の 音声入 出

力 を可能 とす る。

②.プ ロ トコル変 換

ANSERシ ス テ ムと カー ド発行

会社 セン タ間 の プ ロ トコル変換 を

行 う。

①.ス イ フチ ング"

(CDネ プ トとの接 続)

CDセ.ン タ.とCAFISセ ンタ を

接続 し,カ ー ド発行会 社 セ ンタ と

銀行 セ ン タ間 で送 受 信 され るキ ャ

ッ シングデ ー タの スイ ッチ ング を

行 う。

② プ ロ トコル変換

CDセ ンタ とカー ド発 行会社 セ

ンタ間の プロ トコル 変換 を行 う。

① スイ ッチ ング(ビ デオ テ ック ス

・ 通 信 シス テム との接続)

ビデ オテ ックス通 信 シス テムの

外 部セ ン タと なって い る加盟店 セ

ンタ とカー ド発 行会 社 セ.ンタ間 で

送 受信 され る シ ョ ッピング デー タ

の ス イ ッチ ン グを行 う。

② プ ロ ドコル変 換 ・'

外 部 セ.ンタ(加 盟店 セン タ)と

カー ド発行 会社 セ ンタ間 の プ ロト .

コル変換 .を行 う。

形 態

CAFISカ ート'発行ANSER

センタ 会社 センタ
盟店 システム
職

)x⇔ ≡

.CDネ プト'
－CAFISカ ート'発行

センタ 会社七 ンタ
CD銀行センタ
センタ

)
'≡⇔ ≡

i,占CD

ビ
デ

ォ
テ

,
ク

ス
通
僧
帽
シ

ス

テ

ム

外霧C㌻

#Pt.E.'?

ビデオ

テ7ク ス網

ロ キ
マプテン
靖末

一116一

句

■

●



〔イ ン タ フ ェー ス 〕

① イ ンタ フ ェ ースの種 類

CAFISセ ンタに接 続 され るイ ンタ フェ ースの種 類 は,図3 .2abと お り

で す。

CAFISセ ン タ

●

加盟店端末

口
加 盟店 センタ

カ ー ド発 行会 社 セ

トc㌫ 。.一スヨ
トCAFIS叫

イ ン タ フ ェ ー ス

タ

トc霧 §。一ス叫

■

図3.2イ ン タ フ ェ ー ス の 種 類

(注1)CATイ7Bフ ・ 一 ス 、 、∵

CAFISセ ン .タ と 加 盟 店 端 末 間 の イ ン タ フ ェ ー ス

(注2)・c .AFIsイ"7,・ 一 ス(セ ン タ 間 飾)、 ,

CAFISセ ン タ と カ ー ド発 行 会 社 ・加 盟 店 セ ン タ 間 の イ ン タ フ ェ ー ス

・'li∫'・

②CATイ ン タ フ ェ ー スtt∵;∵:・

・伝 送 制 御 手 順'`り

本 手 順 は,JISベ ー シ ジ ク 半 二 重 会 話 型 手 順(調 歩 同 期 式)で す 。

表3に 本 手 順 の 仕 様 を 示 し ま す 。
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表3CATイ ンタ フ ェ ース伝 送 制 御 手 順 の仕 様

項番 項 目 規 格

1 適 用 回 線 交換回線

2 デー タ通信速度 1200b/s

3 同 期 方 式 調歩同期式

4 リンク確 立 方式 コ ン テ ン シ ョ ン 方 式 ,

5
、

応 答 監 視 方式 交互 監視 方式

6 伝 送 符 号

1

JIS7ビ ッ トコ ー ド 十 パ リ テ ィ ぐ ッ ト

7 伝 送 方 式

'

半 固定 ブRッ ク伝 送
「

8 誤 り検 出 方 式 水 平 ・垂 直パ リテ ィチ ェ ック方式

9 誤 り訂 正 方 式 自動再送訂正 方式

・機能 イ ンタフ ェース

機能 インタフェースは,電 文種別,電 文 様式,障 害処理等について定 めた

ものです。電文種別,電 文様 式はCATの 仕様 に合せて設定 します。

③CAFISイ ンタ フ ェ ース

・伝 送 制 御 手 順

第1次 シ ス テ ムで 適 用す る伝 送 制御 手 順 は,JISべ ご シ'ッ,ク手順(SY

N'同 期 式)・ です6表4に 本手 順 の 仕様 を示 します 。q;Ll

また,第2次 シス テ ムでBSC及 びHDLC手 順 を追 加 す る 予定 で す。
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表4伝 送 制御 手 順(JISベ ー シ ッ ク)の 仕 様

項番 項 目

.

規 格

] 適 用 回 線 符 号 品 目2400b/s,4800b/s

2 デ ータ通信速度 2400b/s,4800b/s'

3 通 信 方 式 半二重通信

4 同 期 方 式

、 へ

SYNキ ャラ ク タに よる同期

5
デ ー タ リンクの

確 立 方 式

・ 、

コ ン テ ン シ ョ ン 方 式

6 応 答 監 視 方式 交互監視 方式

7 伝 送 符 号 JIS7ビ ッ ト 十 パ リ テ ィ ビ ッ ト

8 伝 送 ブ ロ ッ ク

先 頭 ・中 間 ブ ロ ッ ク 固 定 長 、 、max
,、 」

最 終 ブ丹Zタ 可 変長 、C256つ イ ト×4)

,

・機 能 イ ン タ フ ェ ー ス

機 能 イ ン タ フ ェ ー ス は,セ ン タ 間 接 続 に お け る 電 文 種 別,電 文 様 式,障 害

処 理 等 に つ い て 定 め た も の で す 。

・̀il},'・1

ヨ 、「
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資 料3チ ケ ッ トサ ー ビ ス ・ネ ッ ト ワ ー クtS:

1.ニ ュー メデ ィアの社会的効果 と生活情報 サー ビスの接 点
'
(1)ニ ューメディアの登場

① 距離 による通信 コス ト格差の是正

② 受 け手主導 の双方向通信

③ 通信が距離の壁 を越 える .;

(2)地 域格差がな くな る

① 従 来地方都市は中央に対 して 情報の受け手 として対応

② これか らの地方都市は中央や他の地方へ 向けての情報発信基 地になる。

・地方固有の生活文化情報の現地 発信

・地域核 の形成 一集中の必然性がな くなる。

・地方店か ら中央の店の商品 を選択購入

(3)新 しい タイプの コ ミュニテ ィを生み 出す

① 従来は職場,家 庭単位の コ ミュニテ ィ

㌃② これか らは地域 ・趣 味を含 めた多重 な コ ミュ三テ ィへ の参加が容易にな

る。'

③ 情 報 交 換,触 れ 合い の場

(4)ミ ニ コ ミが 全 国 に 浸透 す る

① マ ス メ デ ィアで カバ ーで き なか った分 野 の 情報 提 供 が 可能

・従 来 の雑 誌 ,DM等 の テ リ トリ ー

・私鉄 沿 線 の ミニ情報 誌等

② 情 報 の 需 要 発 生 地点 で の ロ ッ トは小 さい が

・全 国で は 数 万 ～ 数 百万 の 市 場

③ 個 々の メデ ィアの 市場 は 細 分 化 され るが

・全 国 の マ ー ケ ッ トサ イズは む し ろ拡 大
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b

・ミニ コ ミが 場 合 に よ って はナ シ ョナ ル ビジネ ス化

2.チ ケ ッ トビジネスへの参入 の背 景 、

(1)情 報化社会へ の グル ープの課題

① 企業 グル ープの経営資源 を最大 ベースとした事業 の多角化

・新 しい マーケッ ト創造 と事業機会の構築 をいか に果 たす か

② 事業体質 の情報化/ソ フ ト化

・顧客 二「ズにウエルフィ ット
,した情報サ ー ビスをいかに実現するか

(2)「 モノ」の充足に よ り変化 した生活者の価値基準

① マー ケ・ トの多様化 と壬・嘩 足 による生瀦 の価峰 準の変化
lt

・商 品 情 報 の重 視 と情 報 の うまい使 い こな し

'② 生 活者 の ライ フェ ンダ ーテ ィ;メン ト志 向 ・

・当該領 域 に於 け る多 くの 可能 性 を持 つ情報 商品 の 登場

(3)情 報 通信 シス テ ムの 効 果的 活 用

① 企業 の立 場 か らは_コ ンピ ュ:一夕活 用で の現 実 的 視 点が 重 要

② 情報 通 信 システ ムを駆使 した情報 ネ ッ トワー ク型 ビジ ネスへ の発 展 をい か

に果 た す か が 鍵 ∵' .t'"・,:1:

(4)チ ケ ・ トビジ ネス の近 代 化 課題 の克 目艮1・ 一:
.・1

① 顧 客 サ イ ドか ら見 た 不満 足 な点,不 快 な点 の 解 消

② 営業拠点ネ… 一・綱 嘩 領脚 ネ碑 張,、づ

(5)ポ テ ンシャ リテ ィの高いチ ヶ2f .ビジネス

① 先行す る西武セヅ ングル]プ の文化活動 を多画的 に事業 化 してゆ く可能

性 を秘めた市 報 わ ・ワー注 し⑳ 餌 づ け識

② システム の二次利島 .顧客情報蓄積,カ ー ドビジネスとρ 連携,店 舗拠

点の活性化等,グ ル ープの保 有す る経営資源 との幅広い連 動 による ビジネ

スの複 合化 が 可能

⑥ 西武 セ ゾ ングル ー プに よる チ ケ ッ トビジネス展 開の 意義
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3.日 本 に 於 け る チ ケ ッ トビ ジ ネ ス の 現 況

(1)マ ー ケ ッ トボ リ ュ ー ム(首 都 圏 ・全 国)と プ レ イ ガ イ ド市 場 ボ リ ュ ー ム

①4ジ ャ ン ル ト ー タ ル で,首 都 圏1500億,全 国 ベ ー ス で は4000億 円 の

マ ー ケ ッ トボ リ ュ ー ム

Cf.首 都 圏 マ ー ケ ッ'ト ボ リ ュ ー ムCf.全 国 マ ー ケ ッ ト ボ リ ュ ー ム

(億 円)(億 円)

＼ マーケット規 模 プレイガイド売 上 ＼ マーケ ッ ト規 模 プレイガイ ド売 上

映 画 600 48 首都圏 1,500 190

演 劇 340 30 関 西 750 100

音 楽 150 88
'東 海 `

300 40

ス ポ ー ツ 410 24` 福 岡 ・'150 20

計 1,500 190 仙 台 130
「

15

札 幌 120 15

他 900 12・0
,

計 4,000 .500

② ジャンルに よる販売 ルー トの違い

映画 配給会社 映画館89%

エ
プ レイガイ ド酬 ⌒ 醐 罐

コ ン サ ー ト

前 売60%== 当 日29
、

ス ポ ー ツ

プ ロ苦 一 夕 ー 自 主 販 売 、

プレイ ガイ ド

1

・
、0

0

0

0

0

1
▲

6

9
0

1
▲

3

、

7

主催者側(企 業/協 会/連 盟)-48

プロモーター(代 理店/放 送局)-48

プレイガイ ド
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魯

③ 既 成 の チ ケ ッ ト以外 の 市場 に 出て い ない"ニ ューチ ケ ッ ト"開 発 に よ る

新 た な マ ーケ ッ ト開拓 の 可能 性 。

(2)チ ケ ッ ト ビジ ネス の近 代 化 課 題

① 首都 圏 に散在 す る約300のPGは1984年 迄 は ほ とん どが 丁手 売 り」

(原 券 販 売)の 状 況 。

② 従 って顧客 の側 か ら見 て,不 便 な点 が 多 く近 代化 が 必 須 の 課 題 と な って

い た。

〔不便 な 点 〕

。どこで何 の チ ケ ッ トを売 って居 るかが 良 く分 か らない 。

。店 頭 に行 か な けれ ば 買 えない 。

。全 体 で どれ だ け 売 れ て い るのか 把握 が で き ない 。

③ 西武 セ ゾ ング ル ー プの チ ケ ッ ト ビジネ,ス参 入 に伴 い コ ン ピュ ー タ ーに よ

るチ ケ ッ トの取 扱 い を実 施

④ 情 報 ネ ッ トワー ク型 ビジネ スへ の 発 展模 索

●

4.西 武 セ ゾ ン グ ルー プに お け る チ ケ ッ トビ ジ ネス の展 開 経過 と現 状 評 価

(1)展 開経 過/内 容

① 事 業 開始 時 期

。1984年10月6日(有 楽町 西武 開 店 契機)

② 展 開 拠点

。首 都圏 の 西武 セ ゾ ングル ー プ店 舗 を中 心 に約70拠 点 で 第1次 ス タ ー ト

。そ の 後50拠 点増 設

1986年3月 現 在120拠 点

③ シス テ ム

。西 武 セ ゾ ングル ープの 持 つ 最新 鋭 大 型 コ ンピュ ー タ ーを ホ ス ト ・コ ン ピ

ュ ータ ー と し,空 席 照 会,自 動発 券(各 拠 点 に は,チ ケ ッ ト専 用 の 端 末

を設置)約100台 の 電 話 を設 置 した電話 予 約 セ ンタ ーに て,予 約 受 付
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を行 う。(関 西 に もほ ぼ 同 様 の仕 組 を設 置)、

〔電 話 予 約 セ ンタ ー 〕

・予 約 の 受 付 ・郵 送 の受 付 、

〔店 舗 〕 ・ .亀1、

・直 接購 入 ,空 席 照 会,コ ンピ ュ ータに 依 る各種 情 報 サ ー ビス

〔事 務 セ ンタ ー 〕

・プ ロモ ー タ ー との仕 入 れ/売 上/精 算 業 務/振 込 確 認 一 郵 送 ,各 種

問 い 合 わ せ

・各 店 舗 に対 す る必要 情 報 の 流布(電 子 メ ー ル)

〈 チ ケ ッ トビ ジネ スの 仕組 み 〉 ,

限 ・.来店

西武情 報

セ ンター

(2)現 状 評 価 ∵ J .1,,-t,、-t,t

① 売 上 高 推 移:

。 ス グ ろ ト時
.(1984年10.月2に 比 較 し,約3倍 に 伸 長 。

。 ジ ャ ン ル 別 で は,認 知 度 ア ッ プ の 為 戦 略 的 に シ7:♪ し た 弓r/サ ー トジ ャ

ン ル が 強 く 全 体 の50%を 占 め る 。 二
.・,・1'.)、 一一

。購 買 客 特 性

rチ ケ ッ ト購 買 客 層 は,,2.4.1才 と,百 貨 店 平 均 年 齢35.8才 に 比 べ て

約10才 若 い 。

一 ジ ャ ン ル 別 に は
,ポ ピ=ラ ー が20代 前 半,.ク ラ シ ッ ク/演 劇 は30
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●

■

`

代 が 過 半 数 を 占 め2極 化。

。買 い 方 特 性

一 ポ ピ ュ ラ ーに関 しては ,電 話 予約 が80%,ク ラ シ ック/演 劇 は店 頭

購 買が 電 話 予 約 を上 回 る。

。エ リア に よ る売 れ方 特 性a 、

一都 心 エ リアは ,来 日アー テ ィ ス ト,中 小 劇 団 中心(高 感 度MD)。

一郊外 エ リアは
,邦 人 ポ ピュ ラ ー,大 手 演 劇,映 画 中心 。

② 業 界 で の位 置 づ け ・

。1984年 の プ レイ・ガ イ ド業 へ の 参入 ラ ッ シ ュの中で,"西 武 セ ゾ ン"

"ぴ あ"の2社 のみが 業 界 で の位 置 を確 立
。

。他 プ レ イ ガ イ ドにつ い ては,既 に競 争 よ り脱 落。

。特 に映 画 ジ ャ ンル に於 い ては,単 独 プ レイ ガイ ドと して 業 界Na1'に 成 長 。

③ グル ー プの 保 有す る経営 資 源 の活 用

。店 舗拠 点(グ ル ー プネ ッ トワ ー クカ)・,顧 客 情報(デ ータベ ース化),

カ ー ドビジネ ス(セ ゾ ンカ ー ド連 動),DM事 業,文 化 事 業(エ ンタ ー

テ イ メ ン ト情 報 商品,興 行 ビジ ネ ス),旅 行 事 業,店 舗 に於 け る ソフ ト

商品 販 売 ノ ウハ ウ。

④ コ ン ピ ュー タ ー活 用 の ビジ ネ ス化

・営 業 用 情 報 ネ ッ トワー クシス テ ム確 立 と ビ ジネス化 。

5.チ ケ ッ トビ ジ ネ ス の戦 略視 点 と 今 後 の発 展 性

① 情 報 商 品 の流 通

。店 舗 段 階 で は,販 売 の 時 点で ホ ス トコ ンピ ュ ー ターに蓄 積 され て い る情 報

"情 報 在 庫"を
,リ アル タイ ムで 取 り出 し"情 報流通"さ せ る とい う,従

来 実 現 出来 なか った構 図 の 実 現。

～情 報 ネ ッ トワ ーク型 ビジ ネス の拡 張

② リアル タ イ ム情 報伝 送 網 の 活 用
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。企 業 を超 えて,刻 々変 わ る営 業 情 報(当 面 イベン ト情報)の 伝 達 に依 る ダ

イナ ミ ックなオペ レーシ ョンの実 現 ～"電 子 メ ール"の 現実 的 効 果 。

③ 店 頭 拠 点 の活 性 化

。店 舗 に対 して は,"均 質的"情 報 提 供 が可 能 にな り,顧 客 の流 れ は従 来 の

「店 の 大 き さ」 か ら,「 情報 の 量 」 に よ って動 くよ うに な る。、

④ 顧 客 情 報 の デ ー タベ ース化

。精 度 の 高 い 高 質 な,顧 客 情報 の デ ータベ ース化 と応 用 。

⑤ カ ー ドとの 結 び つ き強 化 に よ る今 後 の 布石

・来 た る べ き ホ ー ム シ ョッ ピ ング時 代 に於 け る決 済 シス テ ム実験 。

⑥ チ ケ ッ トリザベ ー シ ョ ンシス テ ム の活 用

。同一 シス テ ム に載 せ る他 の 商品 の 開発 とシ ステ ム活用 。

⑦ 複 合 ビ ジ ネスへ の 発展

。ツア ー事 業,文 化 事 業 との ジ ョ'イン トに よる ビジ ネス 領域 の拡 大 。

⑧ 劇 場 間 オ ンライ ンシ ス テ ム構 築 に よる劇 場 ネ ッ トワー ク実 現 。

⑨ 海 外 チ ケ ッ ト業 者 との 提携 に よる リアル タイ ムオ ンライ ン発 券 の 実 現

⑩ ビデ オ テ ッ クス との 連 動
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資料4カ ー ドに よ る 自動 販 売 の 試み

現 金 に よる 自販 機 の マ ー ケ ッ トは展 開 台数 も500万 台 を超 え,飽 和状 態

に な って きて お り,自 販 機 扱 い の 商 品 内容 と商 品単 価の 見 直 しの 時 期 に き て

い る。 幸 い に タ イ ミン グよ く,カ ー ド化 社 会 の進 展 と カー ド差 別 化 競 争 等 の

環 境 のな か で,現 金 に よ る 自販機 の常 識 か ら一 歩進 め て ク レジ ッ トカー ドに

よ る 自販機 展 開 の段 階 に入 ってき た。 この ニ ーズは,カ ー ドをKEYと す る

ネ ッ トワー ク化 社会 到 来 の1つ の フ ィ ール ドで あ ろ う。

例 えば ク レジ ッ トカ ー ドに よ る ラ ユ1一メ デ ィ ア ビジネ ス と して

①

②

③

④

⑤

⑥

等,考 え られ,

る ビデ オ ソ フ トの レ ンタル 及 び 販売 シ ス テ ム〈CRE'DIXシ ス テ ム〉 につ

い て,ネ ッ トワ ー ク ビ ジネ スの1つ と して紹 介す る。 、

カ ー ドに よる ビデオ ソフ トの レ ンタル 及 び販 売,

カー ドに よ る乗 車 券 ・定 期 券 の発 行

カー ドに よ るチ ケ ッ ト類 の 発 券

カ ー ドに よ る各 種 セ カ ン ドカー ドの発 行'

カ ー ドに よ る各 種 自販機:

カ ー ドに よ る公 衆 電 話,国 際 電話

この うち61年1月21日 よ り稼 動 し始 め た ① の カ ー ドに よ

`

1.CREDlXシ ステ ムの 概 要

自販機 を ター ミナ ル とす る コ ン ピ ュー タ処 理 機 能 と通 信 ネ ッ トワ ー クを直 結

した 当 シス テ ムは,日 本 初 の シ ス テ ムで あ り,当 シ ステ ム成 功 の 意義 は多 方 面

に恒 る こ とで あ ろ う。

(1)CREDIX-200の イ メ ー ジ

写 真 と図2の とお り。

(2)CREDIX-200(自 動 貸 出 ・販売 機)

。業 務:洋 画 ビデ オ カ セ ッ トの貸 出 ・販売 ・返 却 ・取 消に 関す る業 務 。

。機 器:①200本 の ビデオ カ セ ッ トの 収納 棚
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② 制 御 装 置

・取 出 ロボ ッ ト

・・磁 気 カ ー ドリー ダー

・バ ー コ ー ドリー ダー

・プ リンタ ー'

・CRT

・キ ーボ ー ド

等 を コ ン トロ ールす る制御 装 置

③ 通信 用 モデ ム

(3)NTT-DRESSセ ン タ ー

① カ ー ドの チ ェ ッ ク(含 ブ ラ ックチ ェ ック)業 務

② 在 庫 調整 業 務

③ 売上 処理 業 務

④ 貸 出 中 管理 業 務
'
⑤ 各 種 管理 資 料 作 成業 務 ・'

⑥CREDIX機 異 常 管理 業 務

(4)CREDIXネ ッ トワー ク

図3の とお り。

∴日 ぼ弍

・レーぼ ぽ: 、孟:∵ 、 ….

占

」
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〔§認 ㌫ ⇒ 〔NTT-DRESSセ ンタ(鯨)〕

/CREDIXI自!

〃彩
S

〃
蒙

〃
男

専用回線

(注)全 国75ヶ所のDRESSセ ンタ

経由にて接続可
通信コス トは、いつれ も市内

回線程 度

ヒの の の ロ 　 　 　 　 　 　 パ の ヨ

|1

1貸 出 業 務l

ll

l売 上 案.務'|

1-l
L____一_____一 －J

マスターファイル

ア

ロ
グ

ラ

ム

ク

レ
デ

イ

ツ
ク

ス
用

貸出中データ

タイ トル売上

実績デ ータ

CTMI)lxrc売上

実績デ ータ

貸出オーパ

ァ タ

ン
タ

少バ

ー

ドか
デ

プ ラフクカード

タ

ルシフ 社

売上データ

メール ボックス
ファ イ ル

CREDIX機 異 常

通 知 メ,セージ

カ ー ド忘れ.

メ ッセ ー ジ

各種管理資料

[ク レデ ィックス≠部]

専用国譲

,

/

(随時)

専用回線

会1社]

/

アロ コ コ 一 一 コ　 　 　 一 一 ロ コ ココ コ ヨ'll

l・ カ ー ドの チ ェ ッ クl

l(含 ブ ラ ックデ ータ)業 務l

l・ 在 庫 調整 業 務|

|・ 売 上 処 理業 務l

l・ 貸 出 中 管理 業 務l

l・ 各 種 管 理 資料 作 成業 務l

l・CREDIX機 異 常 管理 業 務l

ll
L_________一_一 ■___」

/
フ◆ラフクカート◆デ ータ

忽 グ.

乙彩(用

場、
M愼 〔1回/月}

Zz

＼

(随 時)
C3田IX機 異常

通知メ,←ジ

図3CREDIXシ ス テ ム概 念 図
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2.利 用 で き る クレ ジ ッ トカー ド

① セ ゾ ンカ ー ド ・一

② 住 友VISAカ ー ド

③JCBカ ー ド

④DCカ ー ド

⑤UCカ ー ド

⑥MCカ ー ド

⑦ 日信 販 カ ー ド、

⑧ オ リエ ン トフ ァイナ ンス カ ー ド

⑨ ジ ャ ッ クス カ ー ド ㍉:・ ㌧ ・

⑩ ダイエ ー オ レ ンジ カ ー ド

3.代 金 決 済1、

通 常 の カー ド利 用 代 金 決 裁 同様,銀 行 口座 か ら翌 月一 括 自動 引落 し

4.CREDlX機 の 設 置 展 開 スケ ジ ュー ル

① 昭 和61年1月21日

23台(首 都 圏)

② 昭和61年7月 ～ 昭 和62年6月

800台(首 都 圏)

③ 昭和62年7月 ～ 昭和63年6月

1000台(1部 大阪 圏 を含 む)

④ 昭 和63年7月 ～ 昭 和64年6月

1500台(首 都 圏,大 阪,名 古 屋)
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5.CREDlXシ ス テム 誕 生 の背 景':∵

(1)ヤ ング層 を中 心 に フ ァ ンニ ーズへ の 対応

① カ ー ド1枚 で気 軽 に利 用 で き る。

② 現 金扱 い の よ うな,わ ず らわ しさか らの解 放

③ 日祭 日に関 係 な く,365日 夜11時 まで 利 用 で き る。

(2)ビ デ オ ソフ ト需 要 促進 とそ の対 応

◇ 昭和57年,58年 とビデオ関連事業の総売上げは,前 年 実績 の2倍 以

上 と高い伸び を示 しています 。59年 に至 っては2.02倍 を うわまわ る2.

13倍 の伸びで総計829億1001万 円。 これ には,ビ デオ ディスク関連

事業の伸びが大 き く寄与 してい ます。

◇ ビデオ テ ー プは,完 全 な個 人 需 要 の マ ーケ ッ トとな り,業 務 用需 要 は マ

イナ ス成 長 とな ってい ます 。 これ に対 し ビデオ デ ィス ク1は業 務 用 が7.0%

を 占め個 人需 要 は未 だ30%以 下 に とどま って い ます 。

◇59年 度 の ビデオ ソフ ト売 上 げ 伸 び 率 で は,ビ デ オ テ ー プの レンタルが,

前 年 の7倍 近 くに 売 り上げ を伸 ば してお り,こ れ は従 来 のゼ デ オ=ポ ル ノ

とい うイ メー ジで,敬 遠 して きた 層が,Lだ ん だん 明 るい イ メ ー:-tジと しての

ビデ オ シ ョップの 登場 か ら意 識 が かわ り固 定客 が 増 加 した こ とが うかが え

ます 。 ・t:∴`1.い 川,

◇ ジ ャ ンル別 売 上 げ で は,邦 画 と洋 画 を あわ せ た映 画 が,34.5%と な り,

これ に 「ア ニメ ーシ ョ ン」 「成人 娯 楽 ⊥を 含 め た映 画 の 売 上げ は,55%と

依 然 と して,映 画 の ウ ェイ トが 高 い。

た だ,成 人 娯 楽 が,前 年 比45.0%マ イ ナス とな ってい ます 。

これ に対 して,音 楽 は 前 年 比197.0%と 大 幅 な伸 び で,構 成 比 は25.3

4
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◇

⑱

,

ビ デ オ ソ フ ト の 現 況

〈 ビ デ オ ソ フ ト関 連 売 上 げ 構 成 〉'(日 本 ビデ オ協会 調ぺ)

58年'度 57年 度

売 上 げ 構 成 比 売 上 高 構成比 売 上 高
「 艀

構成比

(円) (%) (円) (%)

ビ デ オ テ ー プ の 販 売 233億3496万 57.3 107億9783万 55.9

ビデオデ ィス クあ販売 39億4640万 10.1

ビ デ オ テ 「 プの レ ン タル 1億8065万 0.5 1億3672万 0.7

ビデオ用、作品の版権収入 1億0778万 0.3

ビ デ オ ソ フ トの 受 注製 作 62億5799万
,

16.1

・

48億9582万 25.4'

`

ビデ オデ ィス クの受 注製作 3億3346万 0.9

編 集 ・フ吐 ッシング・ヌタジオな ど
へ,

25億8924万 6.6 15億2149万 7,9'

生 テ ー プ の 販 売 15億6150万 4.0 13億0845万
6・8..

}
:電 ・

ビデオ関連機 器の販売 9億3049万 2.4 2億6691万
』

,11.4・

ビデ オ 関 連 機 器 の リー ス 7434万 '0↓2
4884万 0.3㌧

'

そ の 他 6億6461万 1.7 3億2521万 .r.7・
9

㌧ 計
389億8142万 100.0 193億0127万 ・100.0 .

〈59年 度〉

↑

・'いiご

.

ビ デ オ テ ー プ の 販 売 81'4億6542万 円 38,09・
'

34∴ ・.
、

ぜ

ビ デ オ デ ィ ス ク の 販 売 357億1466万 円
`

43.1 25

ビデ オ テ ープ の レ ン タル 12億0382万 円 1.5・ 14'・

:

:

←

c

,,会

「

ビデオ用作品の版権収入
,'

'、

'3師106万 円
0.4 、1.0,

ビデオテー プの受注製作
WF÷

68億2152万 円
:

T

、、8.2

`・

.29..、 、

"'、

ビデ オデ ィスクあ受注 製作 26億5074万 円 3.2 『 、.L1.'

編 集 ・加 セヲシン4・スタジオな ど 23億6706万 円 2.9 15

生 テ ー プ の 販 売 9億4317万 円 1.1 13

ビデオ関連機 器の販売 9億1827万 円 1.1 9

ビデ オ 関 連 機 器 の リー ス 4億6180万 円 0.6 5

そ の 他 1249万 円 O.0 2

計 829億1001万 円 100.0% 61社
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〈59年 度 ビデオ テ ー プの ジ ャンル 別 売 上 げ 〉

ビデオテープの販売 く前 年〉

映 画(邦 画) 22φ 70億6896万 円 22.5 15 53億3566万 円 23.9

映 画(洋 画) 10 37億8071万 円 12.0 16 8億7817万 円 3.9

15・ 25億9256万 円 11.6ア ニ メ ー シ 窟'ン 25. 37億8329万 円 12.0

13畠 5億4457万 円' 2.4こ ど も 向 け 14
'

7億8919万 円 2.5

・.

30 40億3647万 円 18.1
,

音 楽 28 79億512防 円』 25.3

芸 能 ・・ 娯 楽
19 5億0136万 円 1.6 16 6億0197万 円 2.7

成 人 娯 楽 16 26億7064万 円 8.5 13 48億5323万 円 21.7

ス ポ ー ツ 25 15億7654万 円 5.0 23 11億1769万 円
'

5.0

暮しの知恵(料 理 ・着
付げ・日曜大工など) 13, 32m万 円

`
911 11 3639万 円 0.2

趣 味 ・ 教 養 24・ 5億6937万 円 11.8 19 3億9662万 円 1.8

医 学 ・保 健衛生 ・育 児
・8 3億2664万 円丁 1.0 10 2億7452万 円 L2

記 ・録 ・・ 報 道 13' 2億4079万 円 0.8 17 3億2006万 円 L4

企 業 ・産 業 教 育 8 9億9181万 円 3.2 9 7{皇8623万 円 3.5

学校教育(幼 稚園 ・・
保育園教育も含む) 13

1

2億5502万 円 0.8 21 5億2073万 円 2.3

語'学 教 育 5 2261万 円 0.1. 8 2901万 円 0.1

`

そ の 他 7 941砺 円' 0.3・ 6・ 1109万 円 ・0.0

内 「訳 不 明 a 8億1052方 円' 2.6

.

島

一 一 一

計 44社 31億6592万 円
1

100.0% 4唯223億3547万 円
t

100.0%

'

倫
・
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%ま で 伸び た。 映 画 で は 洋 画が 一 気 に4倍 強 も伸 び てい ます。

◇ 日本 では,VTRは テ レ ビ録 画 に 使 わ れ,ビ デ オ ソフ トを家庭 で楽 しむ こ

とが 比較 的 少 なか った わ けで す が,徐 々に,ア メ リカ的 に な りつ つ あ る よ う

で す 。

また,最 も人 気 の 高 い アメ リカ映 画 が 劇場 公 開 後,早 い 時 期 に 「日本語 字

幕 ス ーパ ー入 り」 ビデオ で観 る こ とが で き るよ うにな る とも っと洋 画 ビデ オ

は伸 び,ビ デ オ ソフ トの 浸透 に寄 与 す る こ とで し ょ う。

,〈59年 度 ビデオテープめレンタル〉'〈58年 度〉

映 画(邦 画) 10 4億0782万 円 35.3 6 9732万 円 53.9

映 画(洋 画) 4 4億2145万 円 36.5 4 1772万 円 9.2

ア ニ メ ー シ 窟 ン 6 1億6110万 円 14.0 4 1125万 円 6.2

こ ど も 向 け 5 2000万 円 1.7.
r

3 164万 円 0.9

音 楽 1 57万 円 o:0 1 99万 円 0.5

芸 能 ・ 娯 楽 4 908万 円 0.8 3 70万 円 0.4

成 人 娯 楽 7

「

7496万 円 6.5 6 3014万 円 16.7

ス ポ ー ツ 7 3433万 円 3.0 4 616万 円 3.4

暮 しの知恵(料 理 ・着

付 け ・日曜 大工 な ど) 一 一 一 一 一 一

趣 味 ・ 教 養 8 804万 円 0.7 4 169万 円 0.9

医 学 ・保健 衛生 ・育児 一 一 一 2 34万 円 0.2

記 録 ・ 報 道 3 550万 円 0.5 3 170万 円 0.9

企 業 ・ 産 業 教 育 2 450万 円 0.4 1 100万 円 0.6

学 校 教 育(幼 稚園 ・
保育園も含む) 1 300万 円 0.3 2 1000万 円 5.5

語 学 教 育 一 一 一 一 一 一

そ の 他 一 一 一 一 一 一

計 13社

※

11億5385万 円 100.0% 12社 1億8065万 円 100.0%

※ 上期 に1社NAあ り350万 円
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(3)ジ ャ ンル別 レ ンタル状 況taFt

◇ ビデ オ テ ー プの レ ンタルは邦 画35.3%,洋 画36.5%,ア ニ'メー シ ョ

ン14.0%等 の映 画 が 圧 倒 的 に 多 くな ってい ます。

映 画 の 中 で は 洋 画 の伸 び が ビデ オ テ ー プの 販 売 と同 じよ うに 著 し く成 人

娯 楽 は 売 上 げ そ の もの は伸 び て い る もの の,そ の 構 成比 は 前 年 の16.7%

か ら,今 年 は6.5%に さが って い ます 。 、
f

・

£

◇ このレ ンタルでは,音 楽の実績が極 端に悪いが,こ れは音楽 ソフ トを所

有する レコー ド会社が,現 在 レンタルに参加 していない為で あ り,作 品の

供給量が大 き く影響 している と思われ ると同時 に レンタル ソフ トユ ーザー

の大半が サ ラ リーマ ンとい うことで音楽に対す る興味が薄い ともい えます。

6.CREDlXシ ス テム の意 義

西武 百 貨 店 及 び 西友 に設 置 し,セ ゾ ンカ ー ドの 利 用 状況 か らみ て,当 初思 っ

た よQヤ ング層 の利 用 客 が 多 く,シ ス テ ムの評 価 と して5つ に ま とめて み た。

① ク レジ ッ トカ ー ドに よ る ニ ュ ーメ デ ィア ビジ ネス の先 兵

② ネ ッ トワー ク ビジ ネ ス,利 点 の1証明

・ビデオ シ ョ ップに行 く必 要 が ない 。

・百 貨 店 ,専 門 店 ビル,国 鉄 ・私 鉄 駅 で 利 用 で き る。

・24時 間 に近 いサ ー ビス なの で ,会 社 の 帰 りに 利用 で き る。

・現 金 の 必 要が ない 。 一従 来 の カ ー ド利 用 代 金 と一 括決 済 で き る。

・自分 の ペ ース で 好 き な テ ープの選 択 が で き る。

③
.本 逗 明'取 引成立 醐 等 ネ ・'トワークビ沿 スに共通 しておき嶺 問

題 の提 起

④ ビデ オ ソフ トフ ァ ン顧 客 の 力 ニ ド保 有化 とカ ー ドホ ール ダ ーの 活性 化 に

つ なが る。"・;

⑤ 共 同 セ ンタ ー(こ の場 合,NTT,DRESSセ ンタ ー)を 使 っての全

国 ネ ッ トワー ク展 開 概 念 の反 省。
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